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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　暮らし慣れた部屋で目覚める朝は、長は谷せ部べ達たつ郎ろうにとって不本意なものだった。


　出来れば新しい環かん境きようで、無ぶ粋すいな第三者のいない朝を迎むかえたいところなのに、目の前には障害が山積みだ。立場、状じよう況きよう、人間、すべてが達郎のもくろみを妨ぼう害がいしてくれるのだが、その最たる人物は今ここにいる。


　達郎は身み支じ度たくをすませ、ベッドを振ふり返った。


　大きなベッドには、まだ眠ねむりの中にいる恋こい人びとがいた。達郎が起き出していこうが、さほど気を遣つかわずに動き回ろうが、一向に目を覚ます気配はない。


　ベッドに近づき、端はしに座って指先を伸のばした。


　頰ほおに触ふれて軽く撫なでても、長いまつげの先はぴくりとも動かず、薄うすく開いた唇くちびるから規則正しい寝ね息いきが聞こえてくるばかりだ。


　この唇の柔やわらかさを、達郎はよく知っている。


「和かず希き……起きなさい」


　呼びかけは囁ささやくようなもので、和希を眠りの淵ふちから呼び戻もどす効果はなかった。もちろんそんなことは百も承知だ。


　大学一年生になった和希だが、寝顔は子供の頃ころとあまり変わっていない。女の子と見まごうばかりだった面おも影かげはまだ色いろ濃こくあり、さすがに性別を間ま違ちがえられることはないようだが、中性的なのは相変わらずだ。


　小さな顔に、子供のように綺き麗れいな肌はだ。色は白いほうだが不健康なものではなく、象ぞう牙げみたいな印象だ。今は閉じられている目は大きく、縁ふち取どるまつげも長いが、他ほかのパーツは小さい。身長も体重も、この年頃としては平均を下回っていて、そのせいかまだ高校生のように見えてしまう。そして全体的に甘い顔立ちであることは確かだった。


　柔らかな髪かみに指を通すと、さらりと隙すき間まから逃にげていく。


　やっと手に入れた、達郎の恋人だ。


　唇に指を這はわせても、相変わらず達郎の可愛かわいい恋人は抱かかえたピローに半分顔を埋うずめたまま気持ちよさそうに眠っている。


　今に始まったことではないが、あまりにも無防備だ。いくら恋人とはいえ、達郎は和希を無理に連れ去り、そのまま監かん禁きん状態にして身体からだを奪うばったことがあるというのに、どうやら喉のど元もとを過ぎると熱さを忘れるタイプだったようだ。


「また攫さらうぞ」


　一度はこの家を出た身だし、今もそうしたい気持ちが強い。だが肝かん心じんの和希が家を離はなれたくないと言う。


　つれない恋人だった。


　達郎と二人でいたくないわけじゃないことは充じゆう分ぶんに承知している。和希はただ、新しい家族が出来たこの家から離れたくないだけなのだ。そして自分がいれば、達郎がどこにも行かないことを本能的にわかっている。


　だが達郎が、仕方ないと引き下がる裏側で何を思っているか――どれだけの欲望を抱いだき、そして制しているのかは、まったくわかっていないらしい。そうでなければ毎晩のように部屋に来て、そのまま同じベッドで眠るなんてことはしないだろう。


　昨晩だってそうだ。キスをして、そのまま先へ進む雰ふん囲い気きになっていたのに、和希はどうしても嫌いやだと言った。部屋の外に声が聞こえることはないというのに、家の者たちが気になってどうしようもないというのが理由だ。恥はずかしがっているだけならば押し切るところだが、どうやら本気で避さけたい事態らしいので、達郎は仕方なく引き下がった。一度この部屋で抱いてしまったことがあり、そのときは特に何も言わなかったのだが、翌日になってからもう二度とここではしたくないと言って、本当にそれ以来していないのだった。


（俺も甘いな……）


　とっくの昔に自覚していたことだったが、改めてそう思った。和希からの信しん頼らいと尊敬と好意を受け続け、そのことの心地よさを知っているから、失いたくないと強く思う。


　そっと和希の身体を仰あお向むけにして、誘さそうような唇にくちづけた。


　初めてキスをしたときも、思えば和希は意識がなかった。兄のようにしか思ってくれていなかったのを知っていたから、なかなか手を出せなくて、結局は和希の意思を無視した形で身体の関係まで結んでしまったが、なんとか今では恋人と呼べる関係になれた。あのときのことも、さほど尾おを引いてはいない。


「ふ……ぅ……」


　苦しそうに和希は顔を背そむけようとしたが、そこを許さずになおも深く貪むさぼった。


　やがて無粋なノックの音が、二人だけの時間を終わらせた。


　もうそんな時間になっていたのかと思ったものの、キスをやめることも、ましてや返事をすることもしなかった。朝食を運んでくる相手が誰だれかは決まっているからだ。


　ややあって、外からロックを外す音がして、ドアが開いた。現れたのはこの家を取り仕切っている男で、名は高たか城ぎ直なお征ゆきといった。


「おはようございます」


　彼はこちらをちらりと見ただけで、他には何も言わずにワゴンを押して入ってきた。


　年は達郎よりも若く、まだ三十には届いていない。フレームレスの眼鏡めがねをかけてはいるが、そう視力は悪くないと聞いているから、おそらく彼が仕事をする上で必要だと感じているスタイルの一つなのかもしれない。レンズの向こうにある目はすっきりとした印象と同時に、どこか油断のならないものを感じさせる。無機質な雰囲気を醸かもし出しているのが自然なことなのか、故意にそうしているのかは達郎にもよくわからなかった。


　いずれにしても興味はない。自分たちの関係は、雇こ用よう者しやと被ひ雇用者だ。信用出来る人間だから達郎は自分の仕事の一部を任せることもあるし、表立って動けない部分は専もつぱら高城の仕事になっている。彼はこの家で、いわば執しつ事じのような仕事もしているが、それは表向きの立場に過ぎなかった。


　高城が朝食をセッティングしている間に、達郎はようやく和希から唇を離し、華きや奢しやな肩かたを軽く揺ゆすった。


「和希」


「う……ん……」


　キスの途と中ちゆうで目を覚ましかけていた和希は、小さく身じろぎしてまつげの先を震ふるわせた。


「いつもあんな起こし方なんですか」


「悪いか？」


「いえ。ただの趣しゆ味みなんだろうなと思っただけです」


「それが？」


　今さら何を言われたところで知ったことかと、達郎はまた軽く肩を揺すった。


「起こし方は優やさしいんですね」


　ぽつりと、高城が聞こえるか聞こえないかという程度の声で言った。多分に呆あきれた響ひびきを伴ともなった呟つぶやきだった。


「俺はいつも優しいぞ。和希にはな」


「ああ、なるほど。拉ら致ち監かん禁きんして、無理矢理犯おかしたのも優しさだったわけですね」


　軽く流して高城は椅い子すを移動させている。食事を運んできたワゴンはそのままテーブルにもなるタイプで、ホテルのルームサービスなどで使うものに近い。真っ白なクロスがかかっていることも同じだ。


「ちょっと強ごう引いんに抱いただけだろうが」


「へぇ……ちょっと、強引に……ねぇ。多分、あんたの倫りん理り観は根本的なところで間違ってるんだと思いますよ」


　容よう赦しやのないもの言いも相変わらずだ。雇やとい主に対する態度ではないが、達郎は気にしていなかったし、高城もそれを承知しているのだ。信用はしているし、互たがいの呼吸もわかっているが、個人的な感情は必要ない間あいだ柄がらだった。


　和希はようやく、うっすらと目を開けた。


「おはよう」


「あ……うん……」


　眠そうに目をこする仕草がまるで子供のようだ。無防備で、達郎に対する警けい戒かい心しんなどみじんも感じさせない。


　柔やわらかな頰ほおに手を当てて、達郎はくすりと笑った。


「何？」


「頰に枕まくらの痕あとがついてる」


「えっ、マジ？」


　とっさに押さえたのは反対側だったが、間違いに気づくことなく和希はそのままベッドを降りてバタバタと洗面台へと走っていった。達郎の部屋にはシャワーもあるが、和希が使うことは滅めつ多たにない。


　そう、そこが問題だ。本来ならば恋こい人びと同士になったばかりの二人が同じ部屋で寝ね泊とまりしていたら、あのシャワーを使う機会があってもよさそうなものなのに。


「私のことは視界に入っていなかったようですね。相変わらず、面おも白しろい方だ」


「弄いじるなよ」


「楽しそうなんですが、あんたの楽しみを奪うといけないんで遠えん慮りよしておきますよ」


　本心でもないくせに高城はそんなことを言いながら、カップにコーヒーを注ついだ。おそらく高城はあらゆる意味で和希に興味はない。この笹ささ本もと家の中を取り仕切り、家の主あるじや和希に対して慇いん懃ぎんな態度を取りながらも、それはあくまでビジネスであり、他の使用人と違って家人に対する愛情はなかった。もちろん恋れん愛あい対象、あるいは性的対象としてもだ。


「あれ？」


　洗面所から出てきた和希は、そこで初めて気づいたという様子で高城を見つめていた。それから何も言わず、達郎の元に戻もどってきた。


「出かける頃ころには消えているかな」


「うーん……大学に着くまでに消えればいいや」


　どうせ車だし、と呟いて、和希はワゴンテーブルを振ふり返った。すっかり支し度たくは調ととのって、高城は一礼と共に退室していこうとするところだった。部屋でとる朝食の際に給仕の必要がないことはすでに了りよう解かいしているのだ。


　ドアが閉まると、和希は待っていたと言わんばかりに椅子に座った。起きたばかりでよく食べられるものだと感心するが、和希はずっと昔からそうだった。


　テーブルの上には和希の好きなメニューが用意されている。今日はブロッコリーのポタージュにサラダ、そしてフレンチトーストにベーコンを添そえたものだ。コーヒーは薄うす目めで、ミルクをたっぷり。達郎の前には、フレンチトーストの代わりに、ベーコンエッグとトーストが置いてある。


「なんか天気悪そう」


　窓の外を見て、和希はふとそんなことを言った。喋しやべっている間も、手元が疎おろそかになることはなかった。


「小雨が降っているよ」


「あ、そうなんだ」


　目を凝こらして窓まど越ごしに雨を見ようとしていたが、すぐに諦あきらめて食事に専念した。さほど興味はないのだろう。


　話題はすぐに移っていった。


「今日も帰り、遅おそい？」


「多分ね」


　週末になるべく早く帰るために、しわ寄せは確実にウィークデーにきている。それでも極力、和希と夕食をとる時間は作っているつもりだし、和希もその努力を理解してくれていた。そういう意味では、きわめて上手うまくいっていると言えた。


「お父さんから連れん絡らくあった？」


「いや。その後は何も言ってこないよ」


　一体どこにいるものやら、と達郎は小さく嘆たん息そくした。


　和希の父親――といっても実の父親ではない――である笹本武たけ志しが、供を一人連れて世界一周の船旅に出てしまったのは、今から二ヶ月と少し前のことだった。当初の予定であった三ヶ月の旅程を切り上げて戻ると連絡があったものの、具体的な日にちは誰だれも聞いていない。そろそろ下船するはずなのだが、相変わらずこちらからの連絡は付けにくかった。


　武志にとって和希は亡なき妻の連れ子だ。一年前に亡くなった和希の母親――佐さ和わ子こは武志よりも二十は年下で、柔らかな雰ふん囲い気きのとても美しい人だった。端はたから見ても溺でき愛あいそのものだった妻を亡くした武志は、彼女の喪もが明けた途と端たんに傷心の旅に出てしまったのである。


　一番割を食ったのは達郎だった。何しろ武志は大手酒造メーカーの社長であり、達郎はその後こう継けい者しやとして認められて今は副社長を務めていた。少し前から武志は仕事の多くを任せてくれるようになり、挙げ句に三ヶ月という長期に亘わたって会社を空けると言い出したのだ。それは周しゆう到とうに用意されていて、会社がパニック状態になることはなかったが、達郎の仕事量はあからさまに増えた。もっともとばっちりは高城にもいったのだ。回せる仕事のいくつかを回してやったからだ。


　とにかくそのはた迷めい惑わくな男は、もうじき帰ってくる。使用人たちが主人を迎むかえるためにどこかそわそわと落ち着かない雰囲気になっているのも当然だった。


「いきなり戻ってきそうな気がしない？　こっちを驚おどろかせようとか思いそうじゃん」


「そうだな」


　いかにもやりそうで思わず苦く笑しようしてしまった。いい年をして、しかも社会的地位もあるというのに、笹本武志という男はそういう子供じみたところがあった。そして仕事は間違いなく出来るが、私生活では少しばかり問題がある。


　その問題が発覚したのは、つい先日のことだった。


　武志は佐和子との結けつ婚こんが初めてだった。五十を過ぎるまで独身でいたのは佐和子への積年の想おもいを貫つらぬいたからだ、というのが周囲の認にん識しきだったが、実際にはチャンスを狙ねらっていたというのが正しい。佐和子は斜しや陽ようの旧家の出で、彼女の父親は娘むすめの結婚相手として武志を認めなかったのだ。二十歳の年ねん齢れい差が理由だったらしいが、それにしても見る目はなかったらしく、結婚相手に選ばれた男は、親から受け継ついだ会社を潰つぶした挙げ句に佐和子と離り婚こんし、養育費すら払はらえなかった。その後、佐和子が独身に戻るのを待っていた武志は結婚を申し込んだ。もう邪じや魔まな父親は他界していたからである。


　ここまで聞くと、武志がひたすら一いち途ずだったように思えるが、武志には二人も隠かくし子がいたのだった。どちらも和希より年上であり、当時の武志は独身だったから不ふ貞ていではないのだが、知っていたら佐和子が再さい婚こんしなかったことは間違いない。


　将来、遺産争いが起こりかねない状じよう況きようを、佐和子が歓かん迎げいするはずもなかった。そうでなくても独身に戻った佐和子には、コブ付にもかかわらず結婚の申し込みがいくつもあったらしいのだから。


「どうする気なんだろ……」


　独り言ごちる和希の意識が、同じ屋や敷しきの中にいる別の二人に向かっていることは間違いない。二人の隠し子は、今はここで暮らしていた。


　武志が出かけていった二週間後に、彼らはここへ来るようにと指示されたらしい。留守中に厄やつ介かいなことを白状し、ほとぼりが冷めた頃に戻ろうという魂こん胆たんだったのは確かで、これには達郎だけでなく和希も相当呆あきれていた。そもそも和希には、武志が佐和子への想いだけを貫いたわけじゃない、という事実があったわけだから、かなり複雑な心境だったのだ。


「帰ってきたら、認知するつもりなんだよね？」


「どうかな」


「え、違うの……？」


「社長の考えていることは、どうもよくわからなくてね」


　さりげなくごまかしながら、達郎は食事を進めていく。和希はちらりとこちらを見ていたが、すぐにふーんと鼻を鳴らしてフレンチトーストを口に頰ほお張ばった。達郎の答えに納なつ得とくしたわけではないだろうが、しつこく聞いてくるほど子供ではないということだ。相手が言わないのは、それなりの理由があることを彼はちゃんとわかっている。


「楽しみか？」


「え……？　あ、お父さんが帰ってくること？」


「ああ」


「それは、もちろん。だってなんか、にぎやかでいいかなって」


　笑う和希の表情はとても晴れやかだ。確かにここ数年、この家には活気というものがなかった。佐和子の入院生活は長かったし、彼女が亡くなった後は和希自身が不ふ眠みん症しようになってしまい、本来の明るさが戻るには時間がかかったからだ。


　今、笹本家はかつてないほどに人間が多い。武志の結婚前などは、家人は達郎と武志しかいなかったというのに。


　だから家族が多いこの状態を和希がとても楽しいと思うのも無理はない。何しろそれ以前は、家に寄りつかなかった実父のために、使用人はともかくとして佐和子と二人だったのだから。


　わかっているから、達郎も無理強じいは出来ないのだった。


「達郎さんは？　やっぱり出ていきたい？」


　気き遣づかわしげな表情と声こわ音ねに、達郎は笑えみを浮うかべた。


「和希が嫌いやなら、いいんだよ」


「それって答えになってないよ」


　わずかに口を尖とがらせる表情がやけに子供っぽくて、達郎はつい目を細めて笑ってしまった。それが和希には、相手にされていないとでも思ったらしかった。


「真しん剣けんに訊きいてんのに」


「ああ、ごめん。そうじゃないんだ、和希が可愛かわいい顔をしたものだからね」


「なっ……」


　カァッと顔を赤くして、和希はごまかすようにしてフレンチトーストの大きな一切れを口に押し込んだ。口いっぱいに食べている姿がハムスターか何かのようだと思ったが、それを言ったらまた拗すねそうだから、正直な感想は胸の内にしまっておいた。


　


　


　


　会社へ行った達郎の後ろ姿を見送って、和希は残っていたコーヒーを飲み干した。すっかり冷めていたが、コーヒーの味にはこだわらないのでどうでもよかった。


　相変わらず達郎はとても優やさしい。いろいろと面めん倒どうをかけてしまう和希に呆れもせず、いろいろと世話を焼いてくれるし、ちゃんと和希の意思を尊思してくれた。あのときの達郎は、どうかしていたのだ。


（元に戻もどってよかった……）


　ほっとついた安あん堵どの息にノックの音が重なったが、どうせ高城だろうと思って返事をしないでいた。するとドアが開いて、予想通りの相手が現れた。


　和希は高城が苦手だった。嫌きらいというのとは少し違ちがうが、一いつ緒しよにいると気き詰づまりだし、個人的に話したいとも思っていない。変わらない表情や、色素の薄うすい瞳ひとみが無機質さに拍はく車しやをかけているからだが、相手の態度も問題だと思う。


　慇いん懃ぎん無礼。一言で表すならばそれしかないだろう。彼の口から発せられる敬語には彼の気持ちというものがまったく籠こもっていないせいもあって、ひどく落ち着かない気分にさせてくれる。おまけに言うことに容よう赦しやがないのだ。


「こちらは片づけてよろしいですか？」


「うん。ごちそうさま」


「早く支し度たくをなさってください。何かお手伝いすることは？」


「ないよ」


　思わずムッとして、和希は達郎の部屋を出ていった。すぐ隣となりが和希の部屋なのだ。


　どうしてあの男はああいう言い方をするのだろうか。最初から手伝う気もないし、こちらも頼たのむはずがないことは百も承知しているのに。


　自室のドアを後ろ手に閉め、和希はふっと息を漏もらした。ようやく肩かたの力を抜ぬくことが出来たという気がした。


　それでも以前よりはこちらの態度を大っぴらにするようになってはいる。少し前まで、和希は達郎の前でさえも猫ねこをかぶっていたのだ。小さな頃ころ、達郎にいい子だと言われ、ずっとそう思っていて欲しくて、自分なりのいい子を演じていたつもりだった。いや、演じるというのは明らかに大げさで、少しおとなしくしていたという程度だったが、とにかく今は先ほどのように、不ふ愉ゆ快かいだという態度を前面に押し出してもよくなったのだ。達郎への報告を恐おそれる必要もなくなったからだ。


「でもやっぱ苦手だなぁ……」


　ひょっとして嫌われているんじゃないかと思ったことも数知れない。達郎は違うと言うが、真しん偽ぎのほどは定かじゃなかった。


　高城を雇やとっているのが武志ではなく達郎だったということを、和希はつい先日知った。だからといって何が変わったというわけではないけれども、雇こ用よう主ぬしに対して誰だれよりぞんざいな態度に出るあの男には、感心していいやら呆れていいやらわからなかった。


　和希は着き替がえを済ませて、大学へ行く準備をした。まだ少し時間はあるが、リビングに行けば誰かいるかもしれないから、早めに部屋を出た。笹本邸ていは洋風の建築で、家の中でも靴くつを履はくスタイルだ。新しい住人はホテルみたいで落ち着かないと言っていたが、和希はもうすっかり慣れてしまった。


　長い廊ろう下かの突つき当たりに新たな住人たちの部屋がある。そして階段を下りていくと、そのうちの一人を見つけた。


「おう、おはよう」


「おはよ。今日早くない？」


「徹てつ夜や明け。飯食って、そろそろ寝ねようかと思ってたんだよ」


　そう言いながら少しも眠ねむそうな様子を見せないのは、槇まき将しよう吾ごという。二十五歳で、武志の最初の子供ということになる。職業はバーテンダーだそうだが、決まった店に勤めているわけでもなく、人手が足りなくて呼ばれると助っ人に入る、という程度らしい。しかも今まで定住もしておらず、知り合いのところ――主に女らしい――を転々としていたそうだ。達郎に言わせると、無職の宿無し、ということだった。


　初めて会ったときは、その金きん髪ぱつ頭に度ど肝ぎもを抜かれたものだ。その髪かみのせいではないのだが、一目で水商売だとわかる風ふう貌ぼうで、和希にとっては初めて接するタイプだった。話してみると思っていたよりもずっと普ふ通つうで、その印象ほどいい加減ではない、というのが今の和希の見解だった。


　将吾は達郎や高城と同じくらいに背が高く、顔だって整っている。本人も常に言っていることだが、さぞかしもてることだろう。


「ゆうべ仕事だったの？」


「まぁそんなとこ」


　曖あい昧まいな返事について追つい及きゆうするつもりはなかった。人それぞれに事情があるのだろうし、和希にだって知られたくないことや、言いたくないことはそれなりにある。


　和希は将吾のはす向かいに座った。


「さっき長谷部に会ったぜ。ほんとに目つき悪いよな」


「は……？」


　和希はきょとんとして、不思議なものを見るように将吾を見つめた。今のが達郎の話であることは間違いないが、どこをどうしたら達郎の目つきが悪くなるのかが理解出来なかった。達郎の目は確かに切れ長だけれども、涼すずしげで知的で、そして優しく、将吾の言ったこととは対極にあるものだと思った。


「何言ってんの？　達郎さんは全然目つき悪くないじゃん。将吾さんて、視力いくつ？」


「自じ慢まんじゃないけど、両方一・五だ。言っとくけどな、フィルターかかってんのはお前の目のほうだぞ」


「オレが？　えー、なんで？」


「なんでじゃねぇよ。あいつの性格がいいと思ってるやつは、お前くらいだ」


　将吾はいつものように吐はき捨てたが、今日も和希はそれを聞き流していた。


　彼が達郎のことを悪あし様ざまに言うのは今に始まったことではなく、おそらく和希は毎日これを耳にしているが、腹が立つようなことでもなかった。要するに将吾は達郎があまり好きではない上に、彼をとても誤解しているから、ちょっとしたことをマイナスに取ってしまうのだ。和希はそう信じて疑わない。


「いいって言うか……そりゃ欠点はあるけど、性格悪いってのとは違うじゃん。あのときの達郎さんは、どうかしてたんだよ。今のが本当の達郎さんなんだし。いろいろ先回りして考えるとこもあるけど、将吾さんが言うみたいに腹黒くなんかないよ」


「拉ら致ちって監かん禁きん陵りよう辱じよくするような男のどこが性格悪くないんだよ」


「陵りよう……ち、違うよっ……！」


　和希は慌あわてて音がしそうなほど激しく頭を振ふった。おかげでくらくらとめまいがしてしまい、とっさに肘ひじ掛かけに摑つかまっていると、呆あきれたようなまなざしを向けられた。


　確かに和希の意思に反したことをいろいろされたのは事実だったが、乱暴な真ま似ねはいっさいされなかった。気づいていなかっただけで、和希はずっと達郎のことが好きだったわけだし、あれは達郎が追いつめられてせっぱ詰つまっていたからこその行こう為いだった。


「なんでそんなに庇かばうかねぇ……。あの野や郎ろうがお前を攫さらってやることって言ったら一つしかねぇじゃん。すましたツラして、中身はケダモノだからな」


「えっ、そんなことないよ！　達郎さんはちゃんと優しくしてくれるもん！　だってすげー気持ちい……」


　思わず叫さけんだ言葉の途と中ちゆうで我に返り、和希はカーッと頰ほおを熱くした。いや、頰と言わず、首から耳から、真っ赤になってしまった。


「そういうことは大声でおっしゃらないほうがいいと思いますよ」


　廊下ではなく、開いたままのドアで繫つながっているダイニングルームから入ってきた高城は、淡たん々たんとしたいつもの調子でそう言った。絶ぜつ妙みようのタイミングからして、実はずっと話を聞いていたんじゃないかと疑いたくもなったが、必要以上に高城と話したくないというのが正直な気持ちだったから、和希は押し黙だまっていた。


「私たちはかまいませんが、メイドたちが聞いたら腰こしを抜かしそうですからね」


　高城はまたリビングから出ていき、今度はドアを閉めた。本気の忠告だったのか、単にからかっていたのかは不明だった。


「まぁ、とにかくなんだ……つまりそういうことだよ」


「そういうことってなんだよ？」


「長谷部がお前に対してはいい顔してるってこと。で、お前のフィルターが強力で、やつの本ほん性しようが見えてないってこと」


「そんなことない」


　これもいつものやりとりだ。将吾は達郎が歪ゆがんでいるとか外そと面づらがいいとか言い続けているし、和希は和希で自分の目に映っている達郎こそが本当だと信じて疑っていない。


「お前、絶対騙だまされてるって」


　溜ため息まじりの将吾は可哀かわい想そうな子供を見るような目をしていたが、それは心外だった。


　高城も同じようなことを、もっと冷静で容赦のない言葉で口にしたことがある。あのときは否定出来なかったが、それはきっと達郎の心が余よ裕ゆうをなくし、追いつめられていたからで、落ち着いているときの彼こそが本当なのだ。和希はそう固く信じていた。


「将吾さんこそ、誤解してるよ」


「まぁ、やつを追いつめなきゃ問題はないだろうけどな」


　一方的に総そう括かつし、将吾はちらりと時計を見やった。もうそろそろ運転手が車にエンジンをかける時間だ。


「あ、それじゃ行ってくるね」


「おう、気を付けてな。誘ゆう拐かいされないように」


　最後の言葉は冗じよう談だん半分、そして本気が半分だろう。何しろ和希の立場は、ササモトの社長令息なのだ。


　見送りを受けながら玄げん関かんを出ていくと、車寄せには和希が外出の際に使っている黒くろ塗ぬりのリムジンが停とまっていた。この家に来たときから、通学はもちろんちょっとした外出にも運転手付の車を使うことを求められてきた。どうやらこれは達郎が営利誘拐などを警けい戒かいして神経質になっているためらしいが、和希も今やこのスタイルにすっかり慣れてしまっていた。おかげで学校の友人にからかわれることもしばしばだ。


「おはよう」


　運転手に挨あい拶さつをして、後部シートに乗り込む。他ほかの人に閉めてもらうドアが、和希には珍めずらしいことではなくなっていた。
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「あ……！」


　何気なくカレンダーを見ていた和希が上げた声に、帰宅したばかりの達郎は何ごとかと言わんばかりに振り返った。


　見ると、和希はカレンダーのある部分を指さして目を輝かがやかせていた。


「誕生日。もうすぐ達郎さんの誕生日だよね」


「ああ……」


　そういえば、という程度の気持ちで達郎は軽く顎あごを引いた。言われるまで忘れていたし、忘れていたいことでもあったのだ。いや、そこまで強い思いではなく、思い出さなければそれに越こしたことはない、という程度だろうか。


　和希は口の中で小さく「忘れてた」と呟つぶやいてから、言い訳のように続けた。


「なんか、ここんとこ慌ただしかったから……将吾さんたちが来るまではちゃんと覚えてたんだけど」


「本当に？」


　少しだけ意地悪く、それでも笑いながら問うと、予想通り和希はムキになって身を乗り出してきた。


「ちゃんとプレゼントだって考えてたよ。去年から考えてたんだからな」


「それは嬉うれしいな」


「毎年、心が籠こもってんだからな」


「わかってるよ」


　必死で言い募つのる様が可愛かわいくて、達郎は目を細めた。


　彼が自分の誕生日について何かよい思いをするとすれば、和希からの祝福だけしかない。それがなかったとしたら、自分が一つずつある年ねん齢れいに近づいていくことは、嫌いやな気分以外の何物でもないのだ。


　もう五年もない。亡なくなった父親の年には、きっとすぐに追いついてしまうのだろう。


　気にしない人間がほとんどだろうが、達郎の中には、はっきりとそこに線が引かれている。それを越えられないなどとは思っていないが、意識の中から消えてくれないことも事実だ。実際、同じような考えを持っていた人間を、かつてテレビで見たことがあった。若くして逝いった父親を持つ有名な俳優が、その父親の享きよう年ねんを越えたときに、心中を吐と露ろしていたのだ。


　漠ばく然ぜんと、父親の年に自分が死ぬのではないかと思っていたと。


　何気なく耳に入ってきた言葉だった。和希と話をしていて、つけたままになっていたテレビから流れてきたインタビューの一部だったように思う。


　あのとき、確かに達郎はその俳優に共感していたのだ。祖父もまた、そう長く生きなかったことも、理由の一つかもしれない。


「達郎さん？」


「あ、ああ……なんだ？」


「なんか視線遠かったよ。もしかして、あのこと？」


「そんなに深刻な顔をしなくていいよ。気にしてるわけじゃないと言っただろう？」


「けど……」


「俺は父とは違ちがうからな。仕事でも、そうだ」


　優やさしすぎて事業に失敗した、甘い父親とは違うのだ。だから達郎は、同じ道をたどったりはしない。


　達郎は和希の隣となりに座りながら、軽く和希の頰に触ふれた。


「この話は誰だれにも言うんじゃないぞ。特に、高城と将吾にはね」


「わかってる」


「ところで、プレゼントは何をくれるんだ？」


「そんなの内ない緒しよだよ」


「リクエストは聞いてくれないのか？」


「えっ、あるの？　だって、いつもないって言うじゃん」


　和希はひどく意外そうに目を丸くした。


　実際、今までの達郎は毎年のように同じような答えを返してきたものだった。和希がくれるものならばなんでもいい。ずっとそんなことを言ってきたのは、本当に欲しいものを口に出せなかったせいだ。


　欲しいのは和希だけだ。これまでも、そしてこれからも変わることはないが、恋こい人びとになれた今だからこそ、あえて叶かなえたい望みが新たに出来た。


「何？」


「和希との二人暮らし」


「えっ……」


　虚きよをつかれたような顔をして、和希はまじまじと達郎を見つめてくる。おそらく彼は物品しか想定していなかったのだろう。


「欲しいのはそれだな」


「で、でも……だって……」


「せめて週末だけでもマンションで過ごすとか」


　本当はそれすら達郎の中では最低ラインの日数だが、和希からの確実な譲じよう歩ほを引き出すには有効な数字だとも思っている。事実、和希は困ったように黙だまり込んではいるものの、嫌だとは言わなかった。


　もう一押し、というところだろう。


「和希と二人だけで過ごす時間が欲しいんだ。外で食事をしたりね」


「う、うん……」


「週末だけだよ」


　やんわりと押していくと、一度は俯うつむいた和希がちらりと達郎の顔を見て、それから小さく呟いた。


「週末だけなら……いいよ」


　少し照れくさそうな態度から鑑かんがみるに、二人きりで過ごせばセックスに至ることは承知しているらしい。幸いだったと言うべきだろうか。ここでこちらの意図に気づいてもくれないようでは、先が思いやられるところだ。


「嬉しいな」


　偽いつわらざる本心だった。まずは週末だけでもいい。そこを切り口にして、徐じよ々じよに押していけばいいのだ。


「あ、でもプレゼントはまた別だよ」


「楽しみにしてるよ」


　達郎は和希の唇くちびるに軽くキスを落とし、そのまま深く唇を結びあわせた。


　とりあえずキスは、どんなに濃のう厚こうなものであっても拒きよ否ひしない。身体からだごと欲しいというのが本音だが、少し前までのことを思えば、恋人としてキスを許されているだけでもいいと思うしかなかった。


　


　


　


　達郎の出社時間にあわせて一いつ緒しよに階下へ降りていくと、昨日と同じくリビングには将吾の姿があった。そして、もう一人の武志の息むす子こである河かわ村むら享あきらもいた。


　彼らはそれぞれ母親が違う兄弟だ。二人はまったく似ていないが、特に享は母親似らしく、武志との共通項こうがまったく見つけられなかった。


　享はとても綺き麗れいな顔をしていて、美人という言葉が無理なく当てはまる。少しばかり硬こう質しつな雰ふん囲い気きがあり、もの静かで落ち着いた青年だ。喜き怒ど哀あい楽らくをあまり露あらわにしないが、高城のように機械じみた印象がないのは、その瞳ひとみが思いの外ほかよく揺ゆれ動くせいかもしれない。


「享さん。今日の待ち合わせ、三時半でいい？」


「ああ、助かるよ。ありがとう」


　享の表情が、和希を見て少し和やわらいだ。黙ってじっとしていると人形のようだから、こうして柔やわらかな笑えみを浮うかべると本当に綺麗だった。


「いやー、いいねぇ。視覚的に美しくて」


　コーヒーを飲みながら将吾がニヤニヤと笑うと、途と端たんに享の顔からすっと笑みが消えた。


「さっさと寝ねれば」


「あ、また仕事だったんだ？　大変だね」


「そうなんだよ。和希は優しいよなぁ、どっかのクソ弟と違って」


　将吾は声を弾はずませながら和希に抱だきついてきた。アルコールの匂においに気づいたのとほとんど同時に、享が不ふ機き嫌げんな声を出した。


「和希に酒臭くさいのが移る」


　露ろ骨こつに嫌そうな顔と声になるのはいつものことだった。享は出会ったばかりの異母兄のことがどうにも気に入らないらしく、口をきけばまずこんな具合に辛しん辣らつになった。一方の将吾はというと、口で言うほど享のことが嫌きらいではないようで、言葉のほとんどは享の反応が面おも白しろくてやっているのだ。


「行ってくる」


「あ……行ってらっしゃい」


　達郎の低い声に、和希は慌あわてて首を巡めぐらせた。それでも軽く酔よっているらしい将吾の腕うでに捕つかまったままだった。


「七時半ね」


「ああ」


　肩かた越ごしに振ふり返って笑みを浮かべた達郎が出ていってしまうと、大きな息を吐はき出して将吾は腕を解ほどいた。


「俺が和希をかまうのが、よっぽど気に入らないらしいよな」


「当然だろ」


「え、何？」


　納なつ得とくずくの会話を交かわしている異母兄弟をよそに、和希はきょとんとして尋たずねた。


「さっき睨にらまれた。いやー、殺気籠こもってたな」


　将吾は苦笑いを浮かべ、内線電話でコーヒーの追加を頼たのんだ。自分の分は濃こい目にと告げているのを見て、これから眠ねむるのに平気なのだろうかと和希は思った。


　どうやら達郎は、将吾のことをとても警けい戒かいしているらしいのだ。下心があると思っているらしく、一人で将吾の部屋へは行くなと注意されている。享も和希のことをとても可愛かわいがってくれているが、こちらは大だい丈じよう夫ぶだと思っているようで、達郎の態度も普ふ通つうなのだ。


　和希にしてみれば、二人とも兄のようなものだし、戸こ籍せき上はまだ赤の他人でもすでにその状態だと思っている。


（あ……だから居づらいのかな……）


　ふと達郎との会話を思い出した。


　この家の中にいるのは、武志が認めた二人の子供と、戸籍上の息子である和希だ。だが達郎はそのどちらでもないのだった。


　達郎の父親が武志の友人だったとかで、両親を亡なくしたときに、引き取って育ててくれたのだという。それが親切からだったのか、達郎の才能に目を付けたからだったのかは知らないが、どちらにしても達郎は今やササモトグループを背負って立っているのだ。役員には若すぎるという声を、実力で黙らせて。


（気にすることないのにな）


　誰だれよりも武志と長く暮らしたのは達郎なのだし、血の繫つながりがなくても、戸籍上で無関係でも、彼がこの家の人間だということに異議を唱える者なんていない。家で働いてくれている人たちだってそうだ。


「達郎さんて、繊せん細さいだよな……」


　和希が溜ため息まじりに呟つぶやいた途端、新聞に目を通していた将吾がものすごい勢いでこちらを見た。


「……今、とんでもないことを聞いたような気がしたぞ」


「え、何が？」


　思わず視線を将吾から享へと移すと、言葉こそ発していなかったが、享はひどく複雑そうな顔をしていた。


　少なくとも将吾への否定でないことはわかってしまう。


　そこへコーヒーを持って高城が現れた。彼は一人一人の前に、それぞれの嗜し好こうにあったコーヒーを置くと、そのまま立ち去ろうとした。


「あ、ちょっと待って。ちょうどいいや、高城サンも聞きなよ」


「なんでしょう？」


「和希がさ、長谷部の野や郎ろうのことを、繊細とかぬかすんだぜ」


「へぇ、そうなんですか？」


　表情があからさまに変わったわけではないが、高城の目が心なしが楽しそうな色合いを帯びた気がして、和希はムッと口を尖とがらせた。


　約束をしたし、しなくても言わなかっただろうが、亡き父親の年ねん齢れいの話を知っている和希には、絶対に譲ゆずれない主張だった。


「みんな、達郎さんのこと誤解してるよ」


「いや、だって三対一だぜ？　普ふ段だん、俺の言うことにはいちいちケチつけてくる享が、黙だまってんだぜ？」


　引き合いに出されても享はおとなしくしていた。確かにこれは珍めずらしいことだったが、かといって和希の心が揺らぐわけではなかった。


　確かに和希は少しばかり達郎をよく思いがちだと自覚しているが、和希しか知らない面があることも事実なのだ。


「……高城さんは、どう思ってんの？」


　いつもだったら自分からわざわざ話しかけたりしないのだが、ここは聞いてみたいと思った。この中で、和希より達郎と長く付き合っているのは彼だけなのだ。


「そういうところもあるかもしれませんね」


　彼はひどく曖あい昧まいなことを言い、和希を満足させてはくれなかった。


　


　


　


　和希の大学から享の大学までは、車で二十分ほどの距きよ離りだった。


　あらかじめ決めておいた場所に車を停とめたのは、待ち合わせ時間より三十分も前のこと。和希の最後の講義が休講になったのと、思っていたより道が空すいていたのとで時間が余ってしまったのだ。


　駅へと歩いていく学生たちの姿が遠くに見えている。


　和希は幼よう稚ち舎しやから大学まで、ずっと今の学校にいるから、他の大学への興味は大きい。何しろ一度も「他校」と呼べる場所に足を踏ふみ入れたことはないからだ。


「……ちょっと享さん迎むかえに行ってくる」


　運転手の荒あら瀬せにそっと言うと、父親ほどの年の運転手は即そく座ざに振り返り、いかにも温厚そうな顔を故意に厳しくした。


「いけませんよ」


「寄り道くらい、いつもさせてくれるじゃん……」


「店の前で待っているのとはわけが違ちがいます。どうしてもとおっしゃるなら、享さんがいらしてから、連れて行ってもらってください」


　荒瀬は子供を窘たしなめるように言って、わかりましたね、と念を押した。職務に忠実なのと、笹本家の過保護にすっかり染まっているのとで、ちょっとした冒ぼう険けんにすらならないようなことでも許してくれない。


　和希はしゅんとしてシートに沈しずんでいたが、視線は未練がましく外に向かっていた。


　楽しそうに話しながら帰っていく学生たち。彼らは当然のように歩き、そして電車やバスに乗って帰宅する。あるいはまっすぐに帰らずに、アルバイトへ行ったり、遊びに行ったりするのだろう。


　それが自然だということはわかっている。こうして車で大学と家の間を往復するだけの自分に、疑問を感じてもいる。


　学生たちの流れを見ているうちに、どうしても我が慢まん出来なくなってきた。


「……ごめん、荒瀬さん」


　そう言うのと同時にドアを開け、和希は外へと飛び出していた。


「和希様！　戻もどってください！」


　荒瀬が慌あわてて運転席から出たときには、すでに和希は何十メートルも先にいた。よくどんくさそうだと言われる和希だが、短たん距きよ離りには結構な自信があるのだ。


　心の中で荒瀬に謝りながら大学の門をくぐった。荒瀬が追いかけてくる可能性は少ないだろう。エンジンを切り、盗ぬすまれないように車を施せ錠じようしている間に、追つい跡せき不能になることは向こうもわかっているはずだ。


　和希は門から見えないところまで来て歩調を緩ゆるめると、物もの珍めずらしげに周囲を見回した。


　確か享は図書館で調べものをするのだと言っていた。学生証なしで入れるのかという問題はあるが、それならば前まで行ってから電話をすればいいことだ。


　そう思って歩いていると着信があった。


「あれ……享さんだ」


　タイミングがいいなと思いながら、和希は通話ボタンを押した。


「はい？」


『和希、今どこだ？』


「えーと……二号棟とうの前。あ、享さんの学校にいるんだけど」


『そこ、動くな。いいか』


　言うだけ言って電話はすぐに切れた。和希がキャンパス内にいることを知っても驚おどろく様子はなかったから、荒瀬から連れん絡らくがいったのかもしれない。あるいは直接ではなく、高城を通していたのかもしれないが。


　ぼんやりとその場に立っていると、やがて遠くに享の姿が見えた。すらりとしていて頭が小さくて、顔がわからないくらいの距離でもすぐに享だとわかる。


　享はいくつもの視線を集めながら和希に近づいてきた。


「だめじゃないか。運転手さん、心配してたそうだよ」


「あ……うん。それは、わかってたんだけど……」


「まぁ、気持ちもわかるけど、僕を待って欲しかったな」


「なんか……オレ、幼よう稚ち園えん児じみたいだ。そんなに神経質にならなきゃいけないものなのかな。昼間のこんな場所で誘ゆう拐かいなんて絶対ないよ」


「誘拐はないかもしれないけど……」


　じっと和希の顔を見つめ、享は溜め息まじりに呟いた。だが途と中ちゆうで言葉は途切れ、それきり黙り込んでしまった。


「何？」


「いや……それより、どうする？　見学したいなら案内するよ」


「いいよ。ちょっと入ってみたかっただけだし……ていうか、一人で歩いてみたかっただけかもね」


「和希……」


　気き遣づかわしげに呟つぶやいた享は、その直後に視線をわずかに上げて、表情を険しくした。


　思わず和希は肩かた越ごしに振ふり返って、視線を追った。


　親しげに手を挙げながら近づいてこようとしているのは、どこにでもいそうな今どきの青年だった。流行のファッションに、明るく染めた短い髪かみを立たせている。向こうは親しげだが、享の態度を見る限り友達とは思えなかった。


「よお、河村の友達？　見たことない子だけど」


「親しん戚せきの子、です」


「ふーん……へぇ、いいね。美形の家系なんだ？」


　彼はじろじろと和希の顔を見て、また鼻を鳴らした。なんだか気分のよくない視線で、享の表情も凍こおり付いたようになっている。


　四年生である享が敬語を使う相手となると、院生か、留年した先せん輩ぱいというところか。あるいは卒業生かもしれない。


「名前、なんての？」


「急ぐので失礼します。行こう」


「あ、うん」


　享に手を引かれ、そのまま足早に門の外へと連れ出された。一刻も早く逃のがれたかったらしく、半ば走っているような速さだった。そして車に近づく寸前に後ろを振り返った後、目に見えて肩かたから力を抜ぬくのがわかった。どうやらさっきの男が追ってくる気配はないらしい。


　後部シートに収まると、和希はすぐに荒瀬に言った。


「ごめんなさい……！」


「いえ……でも、もうしないでくださいね」


　苦く笑しようまじりなのは、笹本家の過保護を自覚しているからかもしれない。それきり彼は何も言わず、車をスタートさせた。


「享さん、さっきの人……何って訊きいてもいい？」


「ああ……ひとつ上の先輩なんだ。たまに絡からんでくるんだけど……」


「絡まれるって……」


　脳のう裏りをよぎったことは一つしかなかった。何しろこの美び貌ぼうだし、同性が変な気を起こしたとしても不思議ではないと思うのだ。


　だがその和希の考えを見み越こしたのか、苦笑しながら享は続けた。


「就職のことでね」


「え……どういうこと？」


「僕の就職先がササモトの系列会社ってことは知ってるだろ？　僕は縁えん故こで入ったけど、希望者が多い会社だからかなり狭せまき門なんだ」


　享の母親がまだ存命で、まだ彼が自分の父親のことを何も知らないときに、武志は人を通して就職の世話をしていたのだ。ササモトが持っている製薬会社で、かつては和希の実父が社長をしていたところだった。実父の時代に倒とう産さんしているが、従業員も施し設せつもそのままササモトが買い、その後は順調に成長しているという。


「つまり妬ねたまれちゃってるわけ？」


「どうやって入ったのか、どんなツテがあるのか教えろってうるさくてね。前からちょっと、当たりのきつい人だったんだけど」


「ふぅん……」


「そんなに深刻な問題じゃないんだけど、ちょっと鬱うつ陶とうしくて」


「父親がササモトの社長だから……っていうのは言うのやばいよね」


「かなりね」


　享は肩をすくめ、小さく溜ため息をついた。


　騒さわぎになるのは享の望むところではないだろう。さっきの先輩に知られたら、その日のうちに話は広まってしまいそうだ。静かに生活していきたいはずの享には歓かん迎げい出来ないことだった。


　車はやがて、享のアパートの前で停とまった。そう大きな道ではないが、路上駐ちゆう車しやをしていても問題はなさそうだ。


　和希は享の後について、アパートの外階段を上った。鉄筋のアパートで、そんなに古くはなかった。


「いつから住んでんの？　一年のときから？」


「いや、三年になってから。二年までは実家から通ってたんだ。そっちはもう処分してもらったんだけどね」


　寂さびしそうな言い方になったのは当然だと思った。何しろ享が唯ゆい一いつの肉親――と思っていた母親を失ったのは、ほんの数ヶ月前のことなのだ。和希が最愛の母親を亡なくしたとき、心の空くう洞どうを埋うめてくれたのは達郎だった。享には、そういう人はいないのだろうか。いて当然という気がするのだが、享と親しい相手の気配を感じたことはなかった。


　出来れば、自分たちがそうであって欲しいと思う。


　アパートは小さな一ＤＫだ。ものが少なく、綺き麗れいに片づいていて、とても享らしい部屋だと思った。


　享は用意してきた折り畳たたみのバッグに、衣類と参考書の類たぐいを詰つめていく。手伝いながら、ふと和希は思った。


「業者に頼たのんじゃえば？」


「そんなに多くないから」


「え、でも……どうせ引き払はらうんだし」


　当然のことだと思ってそう言ったのに、享は少し困ったような顔をした。


　意味がよくわからなかった。


「享さん？」


「まだここを引き払うつもりはないから」


「なんでっ？」


「僕の……将吾もだけど、立場はかなり不確かだろ？　父の気まぐれで、どう転ぶかわからないし」


「でも、出ていけってことはないよ。それは絶対」


　たとえ認にん知ちしなくても、一いつ緒しよに暮らすことを厭いとうはずはない。これは和希だけの意見ではなく、達郎も言っていたことだった。


　そう付け足すと、享は小さく頷うなずいた。


「だったらいいんだけど……」


「そこまでは保証。認知は……正直言ってわかんない」


「それは別にいいんだ。あそこに住んでいいって以外の権利はいらない」


　つまりは財産も欲しくはないのだと、享は言外に告げていた。最初から享はそうで、家に来たときも、求めていたのは肉親だった。今のところ実父には会えていないし、兄には毎日眉まゆをひそめている状態だが、和希が代わりになっているんじゃないかという自負があった。


　享は止まっていた手を再び動かし始めた。


　綺麗な横顔を見ながら、和希の中にはある決心がむくむくと大きく育ってきていた。


「絶対、お父さんに認知してもらおう。ていうか、ちゃんと笹本武志の息むす子こっていう、戸こ籍せきにしよう」


「和希は欲がないんだな」


「あるよ。でも、あんなに財産あっても困るからさ。きっとオレには管理とかも出来ないし、どうせ達郎さん任せになっちゃうんだろうし」


「そうかもね」


　享はくすりと笑ってから、ふとまた真しん剣けんな顔になった。


「どうしたの？」


「僕も財産は欲しくないけど……将吾が何を考えてるかはわからない」


「でも将吾さんは悪い人じゃないよ。享さんのことだって、口で言ってるほど煙けむたがってないしね。ていうか、実はお気に入りなんだと思うよ」


「……確かに悪意は感じないけどね」


　ちっとも嬉うれしそうではない言い方だが、そこには確かに戸と惑まどいも見えていて、享も本気で嫌きらっているわけじゃないことが窺うかがい知れる。


　ああいう形が、この二人の関係なのだろう。


「もうすぐ、お父さんも帰ってくるし」


「ああ……うん」


　再び享の手が止まり、横顔には戸惑いの色がさらに強く刻まれた。その反応が意外で、和希は思わず身体からだごと享に向き直った。とてもじゃないが、楽しみにしているという態度ではなかったからだ。


「享さん？」


「……ちょっと、緊きん張ちようしてる」


「あ……そっか……」


　無理もないと、和希は小さく頷いた。二十歳はたちを過ぎて初めて実の父親に会おうというのだから、いくら冷静な享でもそれを保ってはいられないらしい。まして相手は何を考えているのか、そしてどう出るのか、まったく読めない人物なのだ。


　享は和希の顔を見て、少し表情を和やわらげた。


「和希がいてくれてよかったよ」


「え？　オレ？」


「家の中で、普ふ通つうに話していられるのは和希だけだから。将吾とは……その、どうも折り合いがよくないし、高城さんは……ちょっと苦手で……」


「あ、それはわかる」


　思わず大きく頷いてしまった後で、ふと尋たずねた。


「達郎さんは？」


「実は、あんまり得意じゃない。苦手ってほどじゃないんだけど……もともと人見知りするほうだから、長谷部さんがどうって問題じゃないんだけどね」


「……人見知り……」


「変？」


「あ、そうじゃなくて、将吾さんには最初っからああだったな、って思って」


　考えついたことをそのまま口にすると、享は目を瞠みはり、ひどく意外なことを言われたような顔をした。どうやら自覚はなかったらしい。


「雰ふん囲い気きはああだけど、気楽そうに見えるよ。言いたいこと言ってるよね？」


「……そうかもしれない」


　呟つぶやく享はとても複雑そうだ。否定は出来ないが、素す直なおに認めたくはないという気持ちが手に取るように伝わってくる。


　意外に意地っ張りらしい。新しい発見だった。


「享さんて可愛かわいいよね」


「僕にそんなこと言ったのは和希が初めてだよ」


「えー……そうかなぁ？」


「可愛いっていうのは、和希みたいな子を言うんだ」


「なんか……」


　ぷっと噴ふき出して、和希は声を立てて笑った。それを不思議そうに見ていた享に、理由を言った。


「だって、男が二人で、お互たがいに可愛いとか言ってるのって変じゃん」


「……それもそうだな」


　つられるように享も笑い、それからまた二人で荷物を作った。


　だがアパートはそのままにしておく、という享の意思は、この場で変わることはなかった。
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　荷物と一緒に享を家へと送り届け、すぐに和希は達郎との待ち合わせ場所であるレストランに向かった。


　店のすぐ近くで車を停とめ、あらかじめ決めておいたように、店には入らず達郎を待った。


　やがて一台のタクシーが乗り付けてきて、長身の人ひと影かげが降り立った。


「達郎さんだ」


　暗がりで顔が見えなくてもすぐにわかった。すらりとしたシルエットと、手足の長さ、そしてあの立ち居振ふる舞まいは間ま違ちがえようがない。


　果たして人影はゆっくりと近づいてきて、顔が確認出来るまでになった。運転席の操作でロックが外れ、直後に外からドアが開いた。


「悪かった。遅おくれたね」


「ほんのちょっとじゃん」


「道が混んでいますからね」


　荒瀬もフォローの言葉を口にして、にこやかに和希を送り出してくれる。そして彼は今週の仕事を終えて帰っていった。


　一いつ緒しよにレストランに入り、一つ一つ仕切られたテーブルへと通される。人目を嫌いやがる和希のために、達郎が店を選んでくれているのだ。


　席に落ち着いて、飲み物をオーダーすると、待っていたように達郎は切り出した。


「一人で享くんの大学に入っていったそうだな」


「あ……う、うん」


　もう報告がいっているのかと、和希は心の中で小さく舌打ちをした。間違いなく高城の仕し業わざだろうから、続けて口に出さず文句を言った。この程度のことで、わざわざ会社にいた達郎に教えなくてもよさそうなものなのに。


「でも、危ないことはないし」


「誘ゆう拐かいという意味ではね」


「それ、享さんも言ってたけど、どういうこと？」


「将吾くんのような男に強ごう引いんにナンパされたり、俺みたいな男に攫さらわれたりするんじゃないかという意味だよ」


「それはないよ」


　和希は思わず笑い飛ばしてしまったが、達郎は少しも笑わず真剣そのものといった様子で続けた。


「実はそっちのほうが前から心配の種だったんだ」


「は？」


「悪い虫がつかないように、俺がどれだけ苦労していたかわかるか？」


「……わかんないけど……ていうか、悪い虫って……」


　自分のことを言われている気がしない。記き憶おくしている限り和希がもてたことなかったし、それらしい態度を取られたこともなかった。小学生のときから、男はもちろん女の子からもなかったのだ。


　確かに顔は母親に似ている。彼女は可か憐れんな美しさで少女のときから注目を集めていたというし、息むす子この目から見ても素直に綺き麗れいだったと思うが、それは彼女独特の雰囲気を伴ともなってこそであって、自分にはない魅み力りよくだった。現にいくら顔が似ていても、自分たちの印象はまったく違ったのだ。


「考えすぎだよ」


「和希……」


　達郎の苦く笑しようは、聞き分けのない子供、あるいは理解の悪い子供に手を焼いている大人のものだった。


　なんとなく面おも白しろくなかった。


「だって、オレに恋れん愛あいの意味で好きだとかなんだとか言ったのって、達郎さんだけだよ？　もの好きだよね」


「それは言わせない状じよう況きようを、出来るだけ作っていたからだよ」


　意味ありげに笑う達郎を見て、どうやらこれは謎なぞかけらしいと悟さとった。和希が何か答えない限り、解答はもらえないのだ。


　飲み物が運ばれてきて、和希は氷の浮うかんだウーロン茶を見つめながら、過去のことをあれこれと考えてみた。そして達郎から受けた注意の数々も。


　そして、あることに思い当たった。


「もしかして、親しげに近づいてくる相手には警けい戒かいしろとか、そういうこと？」


「正解の一部だな」


「……そうだったんだ……」


　和希はてっきり誘拐に絡からむこと、あるいはササモトの社長令息という立場に魅力を感じる相手への注意なのだとずっと思い込んでいた。達郎の説明がそうだったからで、今まで微み塵じんも疑ってこなかった。あるいはそれもまた噓うそではなかったのかもしれないが。


「ま、成果はあったみたいだね。まさか、俺以外から告白されていないとは思わなかった。一度や二度は、迫せまられていても不思議じゃないと思ってたんだが……」


「だから、そんなもの好きは滅めつ多たにいないって」


「もう少し自覚してくれるとありがたいんだけどね」


「……だから、一人歩きさせてくれないの？　でもさ、別にオレ、声かけられたってちゃんと断るよ？」


「わかってるよ。そういう意味じゃない。わかっていても、落ち着かないんだ。自分の精神安定のために和希の自由を奪うばうなんて最低だな」


　苦笑というより自じ嘲ちようしているといったほうがしっくりくるような表情だった。こんな顔をされてしまうと、和希には何も言えなくなる。


　特に不自由を感じているわけじゃない。おそらく和希は一人歩きを許されないことより、今まで疑問を抱いだけなかった自分が嫌だったのだ。


「そんなこと思ってないよ。達郎さんは悪くないし。ただ、ちょっと……」


「うん？」


「やっぱ、ササモトの社長令息って立場は窮きゆう屈くつだなって。変だよね。別に会社を継つぐわけでもないのにさ」


　将来的にもササモトとは関係ないところで働く、と宣言しているし、武志も認めてくれている。なのにこれだけ窮屈だと思えてしまうのだから、会社に入ったらどうなるのか想像も出来なかった。


　ふと、享はどうするのだろうと思った。


「そういえばさ、享さんが……」


　今日の出来事を和希は詳くわしく話して聞かせた。大学でのこと、車の中で話したこと、そしてアパートで聞いた享の考え。


　達郎は神しん妙みような顔で聞いてくれて、話し終えると納なつ得とくした様子で大きく頷うなずいた。


「慎しん重ちような子だな。警戒心が強いというか……」


「お父さんのこと信用しろって言っても無理だよね。だって会ったこともないんだし……あ、話したこともないじゃん」


「だろうな」


「けど、ちゃんと考えてくれると思うんだよね」


「享くんは認にん知ちされるんじゃないか。将吾くんは知らないが」


「えっ……」


　思いがけない言葉に和希は目を瞠みはった。


「あくまで俺の私見だ。何しろ、享くんを呼ぶついでに将吾くんを呼んだような節があったからな」


「あ……うん、それは……そうかも……」


　自然と目が泳いでしまった。達郎が言った通り、享の母親が亡なくなって身よりがなくなったから、というのが理由だったのだが、それならばとっくの昔に将吾がそうだった。普ふ通つうに考えて、会う前から武志への印象が悪くなったとしても仕方ないだろう。


「でも、会ったらまた違ちがうと思うんだよね……」


　和希の呟つぶやきは店員の声にかき消され、会話はそこで中断した。


　


　


　


　久しぶりに訪おとずれたマンションは、三十八階という超ちよう高層階にあり、窓から見える夜景が売りの一つになっている。寝しん室しつは広く、天てん井じようは高く取っていて、窓も大きい。その窓は少しは開く造りだが人が出られるほどではなく、もちろんベランダもなかった。


　高所恐きよう怖ふ症しようの人間ならば窓辺に近づくことを嫌がるだろう。


「うわ、夜ってこんな景色だったんだ」


　初めて見たと呟いて、和希は少し頰ほおを染めた。


　ここで過ごした時間は、二週間ほどだった。その間、達郎は毎日のように和希を抱いて、朝になると何ごともなかったように会社へ行った。留守の間は高城を呼んで和希を監かん視しさせていた。といっても、食事の世話をしたり部屋の中を片づけたり、あるいは寝室の外で自分の仕事をしていただけだったが。


　達郎は和希を背中から抱きしめ、髪かみに顔を埋うずめた。


「そうか、前は夜景を見る暇ひまもなかったんだったな」


「そ……そうだよ。空……ばっか見てた……」


「ベッドの中からね」


　達郎はそう言いながら、和希の服の下に手を入れた。コートが暖かい素材なので、中はさほど厚着していない。脱ぬがすには都合がよかった。


　さらりとした肌はだの感かん触しよくを楽しみながら、胸元に近づいていく。小さな粒つぶを探さぐり当てると、たちまちそこが硬かたくしこってきた。


「もうこんなに尖とがってる」


「や……」


　和希は腕うでの中で身を捩よじるが、さほど大きな抵てい抗こうではなかった。本気で嫌いやがってはいないのだ。


　ガラスには和希の姿がはっきりと映っていた。街の灯ひが重なるように見え、達郎の目を楽しませてくれる。


　指先できゅっと乳首を摘つまむと、せつなげに和希は眉まゆ根ねを寄せた。久しぶりの行こう為いだが、身体からだは快感を忘れてはいないようだ。


　後ろから唇くちびるを耳に寄せて、甘あま嚙がみする。


「ぁ、あ……」


　耳を愛あい撫ぶしながら指先で円を描えがくようにして粒を押し潰つぶし、空いたもう一方の手の指先を口の中に入れた。


　柔やわらかな舌が指に触ふれ、まるでおしゃぶりをするように、和希は夢中になって達郎の指を舐なめている。その表情は普ふ段だんの和希からは考えられないほど官能的で、達郎の理性を少しずつそぎ落としていった。


　だがある瞬しゆん間かんに和希ははっと息を呑のみ、何かを訴うつたえてガラス越ごしに達郎を見つめながら、かぶりを振ふった。


「どうしたんだ？」


　指を引き出すと、途と端たんに理由がわかった。


「こんなとこじゃ外から見えちゃうよっ……」


「近くに高い建物はないだろ？　こっちを望遠鏡で見ているもの好きがいるとは思えないな。もしいるなら……見せてやってもいいけどね」


「やだよ……」


　泣きそうな顔で見つめられると、とても弱い。それは確かで、達郎は仕方なく和希をベッドへ誘さそった。


　おずおずとベッドに上がり込んだ和希は、自ら服を脱いでいく。それをじっと見つめていたら、ふと手を止めて抗こう議ぎの視線を送ってきた。


「見てたら恥はずかしいじゃん」


「そうなのか？　裸はだかより？」


「それとは別……」


　理解は出来ないが、言い方が可愛かわいらしくてつい笑えみがこぼれた。するとさらに和希のクレームは続いた。


「達郎さんはなんで脱がないの？　ジャケットだけじゃん」


「後でね」


「ずるい。そんなこと言って、また自分は服着たままするんだろ」


　言うが早いか、和希は身体ごとぶつかるように向かってきて、そのまま達郎をベッドに押し倒たおした。腰こしのあたりに馬乗りになった顔はどこか得意げで、達郎のネクタイを外すときも嬉うれしそうだった。


　まぁいいかと、好きにさせた。和希の格好はといえば、上半身は裸で、ボトムはボタンを外して半分ほどファスナーが下がっている状態だった。


　一つ一つ、和希はボタンを外していく。妙みように嬉しそうな顔を見ていたら、意地悪をしたくなってきた。


「えっ……」


　手首を摑つかみ、背中に腕を回して身体の上に和希を引き倒した。衝しよう撃げきはさほどでもなく、和希がすぐに起きあがろうとするのを邪じや魔まして、しっかりと抱きしめた。


　胸がぴったりと合わさる形のまま、ウエストから手を忍しのばせていく。


　いきなり最さい奥おうに触れると、腕の中で和希はびくりと身を竦すくませた。


「や、待って……」


「ずいぶんと待ったよ。何しろ、家ではキスしかさせてくれないからな」


　多少の不満を込こめて言うと、和希は「だって」と返してきたが、それきり言葉が続くことはなかった。お預けを食くらわせていたという自覚は一応あるようだった。


　だったらやりやすい。何もさせてもらえなかった分だといって、取り返しても文句は言われないだろう。


　何か言いかけていた唇をキスで塞ふさぎ、何度も指で尻しりの狭はざ間まを撫なで上げる。


　焦あせった様子はけっして見せないようにしているが、本当は記き憶おくしている熱さを早く味わいたくて仕方なかった。舌で指で、そして達郎自身で、ここを感じたい。


　キスをしながら身体の位置を入れ替かえ、和希を組み敷しいた。下か肢しに身に着けていたものをすべて脱ぬがし、ほっそりとした脚あしの間に身を置いた。


　胸に唇を落とすと同時に、濡ぬらした指先で最奥に触れたのは、達郎の飢うえのせいだ。


「う、んんっ……」


　くぐもった声を漏もらし、和希は指を受け入れた。予想に違たがわず熱い内部は異物である指を呑み込み、柔らかく包み込んでいる。


　間を置かず、それを動かした。唾だ液えきの滑ぬめりでは充じゆう分ぶんとはいえなくて、深く挿さし入れたまま揺ゆらすような動きになった。


「や……ずる、い……ぁんっ……」


　尖った乳首はかなり敏びん感かんで、舌先で軽く突つつくだけでも甘い声が上がる。


　どうやら達郎が服を着ていることに文句を言いたいらしく、両手でシャツを摑んで頑がん張ばっているが、おとなしく脱がされてやるつもりもない。


　軽く歯を当てると、びくんと身体が跳はね上がった。


　素す直なおな反応は相変わらずで嬉しくなる。身体を結びあう行為までしたのはつい最近のことだが、以前から達郎は意識のない和希の身体をさんざん愛してきた。ある程度のアルコールを摂せつ取しゆすると、和希は記憶が飛んでしまうから、それを利用したのだ。だからといって悪戯いたずら目的で酒を飲ませたわけではなく、そこにはいろいろと事情があった。最初にキスをしたのも、身体に触れていかせたのも、一応は和希の承しよう諾だくあってのことだった。


　ただし、本人が覚えていないだけだ。


　だから以後は勝手にさせてもらった。酔よっているときの和希は従順で羞しゆう恥ち心しんもなくて、どんな要求にも応じてしまう。恥ずかしい格好にもためらいはなかった。


「……和希」


「な、に……？」


　潤うるんだ目がまっすぐに向けられたのを待って、ゆっくりと指を引き抜ぬいた。もちろんそのときの反応すら楽しんだ。


「自分で膝ひざを抱かかえて」


「え……？」


　きょとんとした和希だったが、すぐ頭の中でその格好を想像したのか、すごい勢いでかぶりを振った。


「酔っていたときは、おとなしくやってくれたんだぞ？」


「し……知らないよ！」


　真っ赤な顔でぷいと横を向いたが、怒おこったわけじゃないのは確かだった。記憶のないうちにさんざん身体を弄いじられ、何度もいかされてきたことはとっくに知っているのだ。


「我が慢まんを強しいられた分、サービスしてくれないのか？」


「出来ないものは出来ないっ」


「仕方ないな。それじゃ、他ほかで埋うめ合わせてもらおうか」


「ほ、他って……？」


　質問には答えず、達郎は笑いながら頰ほおにキスをして、サイドテーブルの引き出しからジェルを取り出した。それをたっぷりと指先に塗ぬりつけ、再び和希の中に沈しずめていく。今度は先ほどよりすんなりと入っていった。


「なんのこと……ぁっ、あ……んっ！」


　内側から弱いところを刺し激げきしながら、抜き差しを繰くり返す。身体からだで覚えた行こう為いに、和希の腰は自然と揺れ始めた。


　この身体を開発したのは達郎だ。だから、成果のほどを知るのは楽しくて仕方なかった。もっともっと、確かめてみたくなる。


「今日は、和希の降参は聞いてやらないよ」


「や、だ……死んじゃう……」


「それは別の意味で言って欲しいな」


　くすりと笑って、達郎は指を増やした。中でばらばらに動かすと、和希はぎゅっとシーツを握にぎりしめ、乱れた呼吸を繰り返す。


　内部はまるで指に絡からみついてくるようだった。


「ひぁっ……ん……っ」


　舌先が胸の粒つぶを転がし、吸い上げたり軽く歯を立てたりしながら、指で繰り返し後ろを穿うがってやる。


　早く、と急せかす自分を宥なだめながら、充分に準備を施ほどこした。和希に苦痛を与あたえることは達郎の本意ではない。


　やがて指を引き抜いて、俯うつぶせにした和希に腰を上げさせた。これにも羞しゆう恥ちは覚えるらしいが、拒きよ絶ぜつというほど強い反応はなかった。


　細い腰を摑み、後ろから身体を重ねていく。


　声とも息ともつかないものが、和希の喉のどから聞こえてきた。


　最後まで入ってしまうと、もう待てなかった。


「ぁあっ……！」


　おそらくいつもより激しく腰を打ち付けて、自分の欲望を追っていく。もちろん和希を置いていったりはしないつもりだった。


　前に回した手で和希の中心を扱しごき、快感を誘ゆう発はつする。やがてすぐに、和希は後ろでも感じるようになった。


　身を屈かがめてうなじにキスをして、肩けん胛こう骨こつを舌でなぞると、反射的に後ろがきゅっと締しまり、達郎は深い快楽を与えられた。


　他の誰だれを抱だいたところで、こんなふうに酔うことも夢中になることもない。


　達郎だけのものだ。和希を失うことは考えられないし、もしそれが起こりうるとするならば、何をもってしてもそれを阻はばむつもりだった。


「や……ぁ、あん……っ」


「和希……」


　耳元で囁ささやくと、和希はか細い悲鳴を上げた。身体を繫つないでいるときに名前を呼ばれると、和希はとても感じるらしいのだ。


　そんなところすらも可愛かわいくて仕方なかった。


　ずっと二人だけでいられたらいい。達郎の偽いつわらざる本音はそこにあったが、現状で無理なことも承知していた。だが諦あきらめたわけではない。何しろ父親である武志は、こちらの関係については傍ぼう観かんを決め込んでいる。賛成も協力もしない代わりに、反対も妨ぼう害がいもしないのが、達郎には充分ありがたかった。


　だから焦ることはない。今は存分に和希を感じていればいいのだ。


　深い快楽に互たがいに溶とけていきそうになりながら、達郎はそう考えていた。
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「……だるい」


　タクシーの中、和希は不ふ機き嫌げんな声で隣となりの達郎に言ってみたが、涼すずしげな横顔にはむしろ楽しげな笑えみが刻まれていて、彼が少しも反省していないことが伺うかがえた。


　二週間分だと言われ、本当に泣いても懇こん願がんしてもやめてくれなくて、和希は声が嗄かれるほど喘あえがされるはめになった。挙げ句、「ずっとさせてくれなかったからだ」とか言って、平日のお預けを考え直すように促うながされた。


　確かに悪いな、と和希も思っている。和希だってしたい気分のときはあるし、おそらく達郎はそれ以上にあるらしいが、家の中ではどうしてもことに及およびたくないのだ。いくら享や将吾や高城が自分たちの関係を知っているとはいえ、いや、だからこそ一つ屋根の下ではしたくなかった。


　自分でもどうしてなのか、よくわからなかったけれども。


「少しずつしておけば、一度にまとめてしなくても済むよ」


　しれっとそんなことを言う達郎を、和希は思わず睨にらみ付けた。少なくとも和希はそのつもりだったが、迫はく力りよく不足であることも自覚している。


　とりあえず運転手が聞いていたとしても、運動か何かだと思ってくれることだろう。


（変なとこで、大人げないよなぁ……）


　普ふ段だんは隙すきがないほど大人に見えるのに、たまに今みたいなところもある。和希はそれも達郎の一面だと納なつ得とくしているが、きっとこのあたりが将吾をして「性格が悪い」と言わせる原因なのだろう。


「でも、無理」


「また来週、泣くはめになるわけか」


　笑いながらのそれは予告らしい。


「それはヤダ……」


　死んじゃうんじゃないかと、和希は抱かれている最中に何度も思った。こんなときには有言実行じゃなくてもいいのに、泣いても喚わめいても、本当に達郎は許してくれなかった。何回も意識を手放して、部分的に夢なんだか現実なんだかよくわからなくなって、気がついたら今日の昼すぎだったのだ。


　それからついさっきまで、和希はずっと目元を冷やしていた。泣きすぎて、目がぱんぱんに腫はれていたからだ。なんとか腫れも引いて、いつもとほとんど変わらなくなったからいいようなものの、あのままだったら帰宅して何を言われるかわかったものじゃなかった。


　やがてタクシーは笹本邸ていの敷しき地ち内に入り、車寄せで停とまった。門の前で降りて歩くのかと思ったら、達郎が電話で家の者に門を開けるように指示したのだった。


「歩くのがつらそうだからね」


「達郎さんのせいじゃんっ」


　走り去るタクシーの音がまだ聞こえているうちに出で迎むかえが現れて、和希は少し緊きん張ちようしながらメイドにただいまを言った。もしかしたら、淫いん蕩とうな雰ふん囲い気きが滲にじみ出ているんじゃないかと、余計な心配をしてしまっていた。


「皆みな様さま、リビングでお待ちですよ」


　笑顔を見せてくれるのはいつものことだけれども、今日は少し何かが違ちがっていた。彼女だけでなく、家の中がやけに落ち着かないように思えて仕方なかった。


　空気がどことなく違うのだ。


　それは達郎も気づいたようだった。


「何かあったのか……？」


　呟つぶやきは和希の耳にしか届かないもので、とにかく事情を聞かなければと、二人してリビングルームへ行ってみた。


　果たして、そこには享と将吾、そして高城が揃そろっていた。


「おーっ、おかえり。まったくどこにしけ込んでたんだかねー、このユーカイ魔まは」


「誘ゆう拐かいとは心外だな」


「あー、そうですか。はいはい、そうでしょうとも」


「で、何かあったのか？」


　達郎は将吾の相手をさっさと切り上げ、視線を高城に向けた。


「今日の夜に、お帰りになると連れん絡らくが入りまして」


「社長が？」


「ええ」


「いきなりだな……」


　達郎は苦く笑しようしながら和希の顔を見た。まさに先日、話していた通りになったのだ。連絡もなしに突とつ然ぜん帰って来るよりはマシだったが……。


　それにしても、武志が帰ってくることは知らせないくせに、どうして単独行動は報告するのかと、和希は睨むように高城を見つめてしまった。


「何か？」


「別にっ」


　薄うすく笑う高城を見ていたら腹が立ってきて、和希はソファの空いていた部分にどすんと座った。あまり長いこと立っていたくないというのも理由だった。


　すると隣に座る将吾が、ひょいと顔を覗のぞき込んできた。


「大だい丈じよう夫ぶか？」


「何が？」


「喉のど……つかカラダだな。無体なことされてねぇか？　どうせまた、どっかに連れ込まれてさんざんやられてたんだろ」


「っ……」


　言い返したくても言葉が出てこなかった。何しろ、けっして間違っていないのだ。


　あのマンションの存在を知っているのは達郎と和希と、そして高城だけだ。ここにいる他ほかの二人はどこかに達郎の個人物件があるだろうことはわかっているが、詳しよう細さいは把は握あくしていないし、和希も言うつもりはなかった。


　特に口止めはされていない。だが何故か秘密にしておきたいと思っていた。


「やっぱ、無茶やられたんだな。よしよし」


「わっ……」


　いきなりぎゅうっと抱だきしめられて、和希は上体のバランスを崩くずした。達郎の前であることを意識して暴れても、かえって将吾は頰ほおをすり寄せてくる始末だ。


「苦しいって！」


「だってこの家で俺に優やさしいのって和希だけだもん。だから嫌いやなやつに睨まれたって負けないもーん」


「……なんかそのしゃべり方、キモチワルイ……」


　思わず脱だつ力りよくしてじっとしていると、すんなりと将吾は和希を放してくれた。そして彼はソファに沈しずむようにして身体からだを預け、大きな溜ため息をついた。


　いつもと様子が違っていた。


　違うと言えば、享にしてもそうだ。将吾が和希を弄いじると、必ず辛しん辣らつなことを言ってくるはずなのに、今日は押し黙だまったままだ。


「……あ、そうか。お父さんが帰ってくるから、みんないつもと違うんだ」


「関係ねぇよ」


「あるって顔に書いてあるよ」


　からかうつもりではなく、本当にそう思ったから言ったのだが、将吾はちらりとこちらを見ただけで今度は何も言わなかった。


「で、何時頃ごろ着くんだ？」


「時間まではおっしゃいませんでしたが……」


　ふと言葉を途と切ぎれさせた高城が振ふり返る。


　開け放してあったドアの向こうが慌あわただしかった。


「お出ましか」


「そのようですね。では、皆様はこちらでお待ちください」


　高城は一礼して退室していき、ほどなくして武志の後ろに控ひかえるようにして再びリビングに戻もどってきた。


　笹本武志は、温厚そうで貫かん禄ろくのある、立派な紳しん士しだ。還かん暦れきをすぎていて、頭に白いものが混じってはいるが、老いを感じさせない人間だった。ぴんと伸のびた背筋にがっしりとした体格、背はそんなに高くないが、和希よりは大きかった。


　久しぶりに見る父親は、最後に会ったときよりもずいぶんと日に焼けていた。


「お帰りなさい」


「元気にしていたかな」


　武志は真っ先に出迎えた和希の顔を見ると愛いとおしそうに目を細め、軽く肩かたを叩たたいた。亡なき最愛の妻によく似た顔を見て、嬉うれしそうな、それでいて寂さびしそうな顔をしていた。


　それから視線は達郎に移ったが、目を合わせただけで言葉は交かわさなかった。


「さて……私の息むす子こたちとの初対面だね」


　武志は享と将吾を交こう互ごに見て、最後に和希を見やった。要するに、和希から紹しよう介かいしろと言うことだった。


「えっと……あ、まず座って。お父さんは、そこ」


　和希は武志を一人がけのソファに座らせると、自分は先ほど同じ場所――将吾の隣となりに座った。目の前には享がいたが、達郎が武志から近い位置へと移動するように促うながし、空いた場所に座っていた。これで二人の実子が、最も武志から近い位置になったわけだ。高城は少し離はなれたところに椅い子すを引いた。


　写真で互たがいに顔は知っているはずだが、形は必要だ。まずは長男からだろうと、和希は将吾を見た。


「将吾さんです。えーと……」


　後の言葉が続かない。年やら仕事やらは、データとして和希よりも知っているだろうし、どんな人かを説明するのも違う気がする。どうしたものかと思わず達郎の顔を見ると、すぐにバトンを受け取ってくれた。


「二人とも、かなり緊張しているようですよ」


「余計なこと言うなっ」


　一声吠ほえてから、将吾は睨にらむように武志に目を戻した。初めて実の父親に会った感激だとか喜びといったものは伝わってこず、むしろ今にも摑つかみかかっていきそうな雰囲気だった。


　それに対し、武志はじっと将吾の顔を見て、納なつ得とくしたように顎あごを引いた。


「私の若い頃ころに似ているかな。もちろん、こんな派手ななりではなかったがね。これからよろしく頼たのむよ、将吾。仲良くやっていこう」


「……それだけかよ」


「なんて言って欲しいんだね？」


「っ……」


　将吾が立ち上がりかけると、武志は彼を押しとどめるように手で制した。まっすぐに将吾を見つめる目は穏おだやかで、確かにそこには愛情が見えた。


　和希にはそう見えたし、将吾がどう思ったのかは知らないが、一度浮うかせた腰こしを再びソファに戻したのは確かだった。


「君たちのお母さんには申し訳ないと思っているよ。もちろん、君たちにもね」


　返事はないまま、将吾は視線を逸そらした。怒おこっているせいなのか、それとも照れ隠かくしなのか、よくわからなかった。


　それから武志は享を見やった。紹介はもういい、ということらしい。


「あの……享、です」


「私の事情で、いろいろとすまなかったね」


「いえ。就職のこと……ありがとうございました」


　とても親子の会話とは思えなかったが、まだ会ったばかりなのだから仕方ないのかもしれない。遠えん慮りよは享のほうが強そうだが、少なくとも将吾と違ちがって衝しよう突とつはしないで済みそうだ。


「卒論は進んでるのか？」


「はい」


「そうか。とても真ま面じ目めで優ゆう秀しゆうだと聞いているよ。ここでの暮らしには慣れたかな」


　ぎこちないながらも会話は続いていた。将吾の態度が反はん抗こう的だったという理由があるにしても、明らかに武志の態度も違っている。積極的に話題を振っているし、視線も享に向かいっぱなしだ。


（露ろ骨こつすぎだよ……）


　和希ははらはらして将吾の様子を窺うかがった。


　気持ちはわからないでもなかった。初対面で嚙かみついてきた、自分に似た息子より、しおらしい態度の綺き麗れいな息子が気に入ったとしても武志を責められまい。


　おそらく理り屈くつを抜ぬきにして、好きな顔なのだろう。だからこそ享の母親と付き合って、子供まで作ることになったに違いないのだ。似ていないという将吾の母親も美人におそらく違いない。


（もしかしたら、ただの面食いだったりして……）


　和希のことを可愛かわいがってくれているのも、佐和子の忘れ形見という理由だけじゃなく、顔がそっくりだからかもしれない。


「君はお母さんによく似ているよ。彼女もとても美しい人だった」


　目を細める武志を見て、和希は自分の考えが間違っていないことを確信した。


　享のついでに将吾を呼んだというのも事実なのかもしれない。そしてもし将吾が母親に似ていたら、きっとまた対応も違っていたのだろう。


　和希はじっと将吾の顔を見た。武志に似ているとは思えないのだが、年を取ると似てくるケースとも考えられる。今度、若いときの写真を見せてもらおうと心の中で呟つぶやいたとき、ふいに将吾が立ち上がった。


「部屋に戻るわ。お先」


「あ、ご飯は？　もうすぐじゃん。一いつ緒しよに食べようよ」


「悪いけど、パス」


「では後で部屋にお持ちしましょうか？」


　高城の声に、将吾は軽くかぶりを振った。


「寝ねるから、いいよ。じゃ、おやすみ」


　ひらひらと手を振りながら将吾はリビングを出ていってしまった。


　まさか拗すねてしまったのだろうか。そう思っていると、正面で達郎が笑った。


「ふて寝だな」


「えっ、やっぱそう？」


「社長が享くんばかりをかまうので、拗ねたんだろう」


　大きな子供だ、と達郎は笑った。否定的な意味には聞こえなかったが、本人が聞いていたとしたら、即そく座ざに反論したはずだった。


「それは仕方がないことだよ。どう考えたって、享のほうが美人で可愛いじゃないか」


「お父さん……結構ひどい……」


　和希はがっくりと肩を落とした。さすがに将吾に同情してしまいそうだった。


「だいたい将吾は昔から反抗的だったそうでね。私があれの母親に言って、将来的にうちに入れるような勉強をさせようとしたのに、あの通りだ。高校も中退してしまうしね」


「お父さんのことは伏ふせて、ってこと？」


「ああ。母親にも反発していた子なんだよ。優秀な子だと聞いていたから、楽しみにしていたんだが……」


「そうなんだ……」


　初めて聞く話だった。享ですら自分のことをいろいろ話してくれたのに、いつも口数が多いはずの将吾は何も言ってくれなかった。


「まぁまぁ、反抗期の子供だと思ったらどうです？」


　高城がどこか楽しそうに口を挟はさんできた。妙みように謙へりくだっているかと思えば、こういうときに平気で話に加わったりもする、妙な男だ。


「反抗期か……」


「父親として関心があるから、反発するんですよ。ある意味素す直なおじゃないですか。もし財産欲しさでここにいるなら、ああいう態度にはなりませんからね」


「確かにな」


　交かわされる会話を、享は黙だまって聞いていた。戸と惑まどいを見せているのは、彼にとっては思ってもみなかった内容だからだ。


　だから笑えみを含ふくんだ高城の問いかけに、彼は心底驚おどろいた顔をした。


「君もそう思うでしょう？　享さん」


「え……あ、いえ……すみません。よくわからなくて……」


「享は、将吾とはどうなんだね？」


「あの……あまりよくは……僕も態度が悪いですし」


　享が言葉を濁にごし、小さく嘆たん息そくした。


　武志は失望を見せるでもなく、窘たしなめるでもなく、黙って頷うなずいていた。そして武志が追加説明を求めたのは高城だった。


「どうなんだ？」


「そうですね、お二人とも和希さんとだけ上手うまくいっているという感じでしょうか。享さんは将吾さん以外と衝突はなさいませんがね」


「ふむ……この家の潤じゆん滑かつ油ゆは、和希なんだろうね」


「えっ？」


　思わず自分を指さすと、武志は大きく頷いた。そうして一いつ瞬しゆんだけちらりと達郎の顔を見たことに、和希は気づいてしまった。


　今のは、どういう意味だろうか。


　どちらも感情を隠すことには長たけていて、和希などが真意を読みとれるものでもなかった。ただ達郎の様子がいつもより少し不ふ機き嫌げんそうに見えた。


　表情でもなく、態度でもない。なのに彼がまとう空気のかすかな変化で、和希にはわかってしまったのだ。


　好きな人のことだから、だろうか。


　やがて食事の用意が調ととのったとの連れん絡らくが入り、会話は中断されることになった。ダイニングルームへと向かいながら、和希はもう一度盗ぬすむように達郎を見やった。


　


　


　


「潤滑油か……」


　なんてこともない一言だったが、舌にぽつんと甘い蜜みつが乗ったみたいに、ふんわりと幸せな気分になった。


　必要なのだと言われたみたいでひどく嬉うれしかった。


「あ……」


　ふいに必要という言葉が、ある考えを導き出した。あれは達郎に対する牽けん制せいだったのではないだろうか。和希を連れて出ていこうとする動きを察したか、その可能性を感じたかして、釘くぎをさしたことも考えられる。


　和希は急いで風ふ呂ろを使ってパジャマに着き替がえ、毎晩そうであるように達郎の部屋へ行った。こちらで一緒に眠ねむることは、和希にとってもう当たり前のことだった。


「達郎さんに聞きたいことと、確かめたいことがあるんだけど」


　ベッドの端はしに座りながら、椅い子すにかけている達郎を見つめた。手にしている、氷と透とう明めいな液体が入ったグラスの中身はきっと酒だ。傾かたむけるたびに、グラスと氷が涼すずしげで繊せん細さいな音を立てていた。


「どうぞ」


「お父さん、二人のことどうするのかなって思って。実際に会ってみた感じで、達郎さんはどう思った？」


「しばらくはこのままだろうな」


「様子見るってこと？」


「そう、トラブルが起きないという確信が得られるまではね。享くんは問題ないだろうが、まさか先に一人だけってことはないだろうし」


　いくら態度が露骨でもそこまではしないだろう、と達郎はついでのように付け足した。やはりあの態度の差は和希一人の見解ではなかったのだ。


「でも、将吾さんだって問題ないと思うんだけどな。高城さんだってそう言ってたじゃん。あの人がああいうこと言うのって珍めずらしくない？」


「あれは、社長に頼たのまれて二人の観察をしていたんだよ」


「そ……そうなのっ？」


「多分ね。俺を通しての話じゃないから、おそらくとしか言えないが……」


　なるほど、と納なつ得とくしながら、同時に少し安あん堵どした。それならばなおのこと、あの二人のことは心配ないかもしれない。高城のことは苦手だが、悪意でもって人を見る人間じゃないこともわかっているつもりだった。


　頷いて、和希は言った。


「ちょっと気が楽になった」


「そうなのか？」


「うん。だって……これって自分のためでもあるからさ。思ったんだけど、もしかしたらオレ、無意識の計算してたのかも」


「計算？　和希がか？」


　ひどく意外そうな反応に、自分への認にん識しきが如によ実じつに現れているような気がして、少しだけ面おも白しろくない。確かに計算の類たぐいは達郎や高城の得意分野だろうが、和希だって考えもなしに生きているわけじゃないのだ。


　だが今はそれについて話す気もなく、続きの言葉を口にした。


「そんな大げさなことでもないんだけど……つまりさ、享さんと将吾さんが正式に息むす子こって認められたら、オレは一人息子じゃなくなるじゃん？　しかもオレは連れ子だけど、二人は本当の子供なんだし」


「社長令息の立場が重いと言っていたことか」


「そう。一人より、三人かなって」


「まぁ、そうかもしれないな。いや、実際のところはともかく、和希が楽になれるならいいことじゃないのか」


「うん」


　小さく、だがはっきりと頷いて、和希はまた少し気分を軽くした。単に気の持ちようだということも理解しているつもりだった。たとえば営利誘ゆう拐かいという点で考えても、危険性はさほど変わるまい。自分たちはもう子供ではないから、誘拐しようなどと考える人間はそういないはずだが、もしいたとしたら、単にターゲットが一人から三人に増えた、というだけかもしれない。そして和希は、自分が一番狙ねらわれやすいタイプだということも自覚していた。


　和希は立ち上がり、達郎の横に移動してから再び口を開いた。


「じゃ、今度は確かめたいことね。さっき、お父さんがちらっと達郎さんのこと見たじゃん。あれ、どういう意味？」


「確かめたい、か。つまり答えあわせがしたいんだろ？」


「うん」


「言ってごらん」


　促うながす達郎の態度は、すっかり勉強を見てもらっていたときのものになっていた。和希にとって彼は、兄のようでもあり、家庭教師でもあったのだ。


「達郎さんがオレを連れて出ていかないようにって、釘をさしたのかなって」


「その通り」


「やっぱりそっか……」


　きっと達郎にとっては向かい風なのだろう。親が難色を示している以上は、一いつ緒しよに行くという和希の確固たる意思が最低条件になってくる。


　現時点では、ありえないことだった。


「いいじゃん、週末はＯＫしたんだからさ」


「まぁ、そうなんだが……」


「オレも出ていくのがますます心配になっちゃったし。だってほら、言われて気がついたんだけど、享さんも将吾さんも、まだオレとしか仲良くないし……」


「なるほど」


　漏もらした嘆息は諦あきらめか、あるいは単なる相づちか。どちらにしても、あまり嬉しそうではなかった。


「達郎さんは週末だけじゃ嫌いやなんだ？」


「俺は欲張りだからね」


「だからって……あれは、ちょっと……だよ。まだ身体中、あちこち痛いんだからな！　こ、腰こしとか関節とかっ……いろいろ……」


　思い出すだけで顔が赤くなりそうだった。何しろ和希は今日の夕方まで、ずっと裸はだかで過ごしていたのだ。とてもじゃないが、人に言えるような過ごし方ではなかった。


「言っただろ？　たまにだから、ああなるんだ」


「た、たまにって言っても……だって、二週間くらいじゃん」


「だから、二週間分」


　にっこりと笑い、達郎は持っていたグラスをテーブルに置いた。こつん、という音がやけに大きく響ひびいた。


　氷が入っているグラスのせいか指先は常よりも冷たくて、首に触ふれられた途と端たん、和希は反射的に竦すくみ上がってしまった。


　冷たさと、おそらくはこの身体からだに刻まれた快感の記き憶おくのせいで。


「それは期待されているってことかな？」


「違ちがうってばっ」


「なんだ、残念だな」


　からかわれているだけなのは承知していたが、つい反応してしまう自分が恨うらめしかった。達郎はとても優やさしいけれども、ときどき少し意地の悪いところを見せるのだ。


　好きな子には意地悪をしたくなるらしいが、大人の男がそんな小学生みたいなことを言うのが不思議で、そして同じだけ可愛かわいいと思った。


「オレはさ……その、二回くらいがいいなぁって」


「参考までに聞いておくよ」


　反省の色なんてまったく見えない。この件に関しては、将吾の意見に同意せざるを得なかった。
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　大学の中で和希が一緒にいる相手は大たい抵てい決まっていた。ほとんどが以前からの知り合いで、中でも宮みや内うちは幼よう稚ち舎しや時代からの友達だった。


　和希のことは、笹本姓せいになる前から知っていて、もちろん両親の離り婚こんから、母親の再婚まですべてを承知している。ついでに和希が車で通学しているのを元ネタにし、面白おかしくご令息ぶりをねつ造して吹ふい聴ちようしたのも主に彼だった。


　おかげで和希は、大学において激しく誤解されていた。今どきありえない深窓のご令息だと思われているのだ。


　その宮内は、テーブル越ごしの真向かいで、ふーんと鼻を鳴らして頷うなずいた。


「へぇ……そんなことになってたのか」


　キャンパス内にあるカフェの片かた隅すみに席を取り、和希は長い説明を終えたところだった。


　武志が傷心の旅に出たところまでは前に教えてあったが、その先のことを、達郎との恋れん愛あいの部分は飛ばして詳くわしく教えた。今まで何度も言おうとしたのだが、時間がなかったり、和希に余よ裕ゆうがなかったりで、今日になってしまったのだった。


「あの親父さんに隠かくし子ねぇ……」


「びっくりだろ」


「二人いたってところがポイントっていうか。しかもお前より年上」


「うん、なんかお兄さんが二人出来たって感じ。あ、ほんとにそうなんだけどさ。なんか兄弟っていいよね」


　何気ない一言に、思いがけないつっ込みが入ったのはその直後だった。


「兄貴なら達郎さんがいたじゃん」


「えっ……」


「えっ、じゃなくて。だって、ガキんときからずっと『お兄さんみたいな人ー』って言ってたの君でしょ」


「あ、それは……あの、うん……そうなんだけど……えーと、ほら、今度は本当にお兄さんみたいなもんだってことで、あっ……いや、その……だからお兄さんはお兄さんていうか……」


　しどろもどろの和希を、宮内は怪け訝げんそうな目で見つめてきた。


　隠しごとが下手、あるいは言う前から噓うそだとわかる。そう言われてきた和希は、心の準備もなくまずいところを突つかれると、どう対処していいのかわからなくなる。これでは何かありますと白状しているようなものだった。


「言ってること、おかしいぞ？」


「そ、そうっ？」


「達郎さんがどうかしたのか？」


「全然っ」


「ふーん……」


　まったく信じていないのが露ろ骨こつにわかる態度で、宮内はじっと和希の目を見つめてきた。それからちらりとメニューに目をやり、すぐに視線を戻もどして言った。


「なんか腹減っちゃったなー」


「……奢おごるよ」


「やった。じゃ、サンドイッチ食おうっと。あ、コーヒーも追加ね」


　口止め料というよりは、これ以上は追つい及きゆうしないという意味らしく、本当にそれきり宮内は達郎のことに触れてこなかった。出来ていると思うべきなのか、小ずるいというべきなのか、迷うところではあったが。


　とにかく宮内は追加オーダーをしてしまうと、改めて大きく頷いた。


「それにしてもまぁ、男所帯だよな」


「あ、うん」


「なんだっけ、バトラーみたいなのもいたじゃん。なんかすげー愛想ない……」


「ああ、高城さん？」


「そうそう。なんか、むさ苦しそうな家だよな。佐和子さんがいた頃ころは、お花畑のようだったのになぁ」


　しみじみとした口調につられて、和希は視線を遠くへ投げた。宮内は昔の家にいたときから何度も遊びに来て、佐和子とも親しかった。子供の頃はおばさん、と呼んでいたのに、高校に入った頃から名前で呼びだしたのだ。曰いわく、佐和子はおばさんじゃないから、だそうだ。確かに年ねん齢れいを意識させない人だったと思う。


　気がつくと、宮内は再び和希を見つめていた。


「何？」


「いや、今の笹本家には貴重なお花ちゃんなんだろうな、って思ってさ」


「お花って……」


「だって男所帯だろ？」


「そうだけど、別に誰だれもむさ苦しくなんかないよ。達郎さんには何回も会っただろ？」


　あんなに涼すずしげな男も珍めずらしいんじゃないかと和希は思っている。高城は涼しいを通り越こして寒いほどだし、将吾にはけっして当てはまらない言葉だが、かといって将吾がむさ苦しいと思ったこともない。


「会いましたけどぉ……。まぁ確かに、すっきりしてて格好いいですよ。むさ苦しいって言ったのは、そういう意味じゃなくてね。ほら、俺としては和希チャンみたいにキラキラッと可愛くないと」


「可愛いって言うな」


「だって本当に可愛いし。笹本家のお花ちゃんじゃーん」


「綺き麗れいな人だったら他ほかにいるもん」


「お？」


「享さんていう、次男になる人なんか、ものすごい綺麗なんだからな」


　力説すると、宮内はとても意外そうな顔をした。和希が人の容姿について言げん及きゆうするのが珍しいからだ。


「お前より？」


「オレは別に綺麗じゃないし」


「まぁ、可愛いって印象なのは確かだな。でも綺麗な顔してるのは確かよ。なんたって、小学校のときからずっと見てんのに、いまだに飽あきないくらいだし。で？　その享さんとやらは？」


「うん、知的っていうか、こう……クールな感じなんだ。目とかも綺麗で、人形みたいで……男の人に使うのどうかと思うんだけど、美人って感じ」


　脳のう裏りに享の姿を思い浮うかべながらだと、すらすらと言葉が出てくる。大おお仰ぎように言う必要なんてないほど、それはすべて事実だった。


　いつの間にか宮内は身を乗り出してきていた。


「それはかなり見たいです。ぜひ！　今度遊びに行っていい？」


「いいけど……」


「いや、だって和希の基準でそこまで言われる顔を見てみたいじゃん。ていうかね、俺って綺麗なもの好きなの。あ、疚やましい心じゃないよ？」


「別にそんなこと思ってないよ」


　ぶっきらぼうに返しながらも内心ではどぎまぎしていた。最近、人の口から男同士の恋愛に掠かすめるようなことを聞かされると、落ち着きを失ってしまうのだ。


「性別を越えるほど超ちよう好みだったら、お願いしちゃうかもしれないけど」


「なんのお願いだよっ」


「えー、そんなことここで言っちゃうのー？　やだなぁ、和希ちゃんたらエッチー」


「変なこと言うなってば」


　この話題は心臓に悪い。もしかして何か気づいているのかもしれないが、確かめるほどの勇気はなかった。やぶ蛇へびは嫌いやだったし、もし宮内が気づいていて今まで通り接してくれているのならば、それが一番ありがたいからだ。


　何気なく自分の手元を見ていると、宮内の前に注文したものがやってきた。


　宮内はミックスサンドを食べながら、そういえば、と前置きして言った。


「最近思うことがあるわけよ」


「何？」


「和希、ちょっと大人っぽくなったよな」


「え、マジ？　サンドイッチ奢ったからじゃなくて？」


「安いやつだな。そんなことで奢ってくれるなら、いくらでも言っちゃうぞ」


「だってさ、あんまり言われたことないから……」


　逆のことならばずっと言われてきた。主に同級生を中心に、それこそ聞き飽きるほどだ。その中には宮内もいた。いや、一番和希にそれを言ったのは間ま違ちがいなく彼だ。


　なのに一体どういうことなのだろうか。


「もしかして恋れん愛あいしてる？」


「な……なんで……」


「あ、図星だ。やっぱそうか。いや、最初はさ、佐和子さんが亡なくなったからかな、と思ったんだけど、それにしちゃここんとこ急にだったし。後ほら、ちょっと前に大学休んでたじゃん。電話しても出ないし……まぁそれは隠かくし子のこととか、いろいろあるんだろうから訊きかないけど、変わったなーと思ったのって、その後なんだよな」


　見ていないようで見ているのだと感心してしまった。伊だ達てに十五年以上も付き合っていないというところか。年月でいうならば、達郎よりも付き合いは長いのだ。


「まさか、その享さんとか言わないよな？」


「はぁっ？」


　思わず素すっ頓とん狂きような声を出してしまったが、これは仕方ないと思った。達郎の名前が出てくることは覚かく悟ごしていたが、いくらなんでも享は意外すぎた。


「違うみたいだな。ま、それはそれで百ゆ合りっぽくていいかと思ったのに」


「……宮内がよくわからない……」


　十五年も付き合っているのに、と心の中で続け、和希は溜ため息をついた。壁かべの一部に使ったガラスには自分の顔が映っていたが、以前と変わったところはないように思えた。


　二十歳はたちになるまでは後一年ほど。自分は年齢通りに大人になれるのだろうかと、ふと考えてしまった。


　


　


　


「笹本ー」


　中学からの友達に呼ばれて、和希はカフェの前で立ち止まった。宮内はあのままレポートを書くというので先に出てきたところだった。


「宮内なら中にいるよ」


「ああ、いやそれはいいんだけど……さっき、お前のこと訊かれたんだよ」


「オレのこと？　誰に？」


「知らないやつ。初めて見る顔なんだよな。年は……んーと、四年とかそれくらいで、よくいる感じだったけど。たぶん、うちの学生じゃない」


　断定的な言い方に、和希は小首を傾かしげた。言い切るからにはそれらしい言動があったということではないだろうか。


「なんでわかるんだ？」


「だって笹本のこと、ろくすっぽ知らない感じだったもん。うちの学生で、笹本和希の面おも白しろエピソードを知らないやつはいない」


「なんか……納なつ得とく出来ない……」


　何もかも宮内のせいだ。しかしながら、目の前の友達も面白がって協力していたことを和希は知っている。和希に関する噂うわさの九割は作り話で、天てん蓋がい付のベッドで寝ねているわけでもないし、和希の着き替がえや入浴を手伝う使用人などいないし、毎日三時間もかけてフレンチのコースを食べているわけでもなかった。


「いや、でもお前の居場所聞かれたのはマジ。知らないって言っといたけど」


「わかった。ありがとう」


　何者かは知らないが、警けい戒かいするに越したことはないだろう。


　それから友達は宮内の邪じや魔まをすると言ってカフェに入っていった。次の講義までの時間潰つぶしに図書館へでも行こうと思い、和希はキャンパス内を歩いていた。


　通い慣れた学校の中なら、和希が一人になる時間もそれなりにあるのだ。つきあいのある友達は、和希の事情を面白がってからかうことはあっても、特別に扱あつかおうとはしないからだ。


　少し歩いて図書館の前にさしかかったとき、また声をかけられた。


　今度は知らない相手だった。


（あ……あれ？）


　知らないと思った直後に、果たしてそうだっただろうかと疑問が浮かんだ。どこかで見たことがあるような気がした。


「この間はどうも」


　近づいてくる相手が、友達に和希のことを聞いていた人物だということはすぐにわかった。だが誰だれかは思い出せなかった。


「えーと……すみません、この間って？」


「河村と一いつ緒しよのとき、会ったろ」


「あ……」


　ようやく記き憶おくが結びついた。確かにこういう雰ふん囲い気きだったが、顔まではちゃんと覚えていなかったのが実情なのだ。特とく徴ちようがない顔、とまでは言わないが、和希にとって覚えにくいタイプの顔なのは間違いない。


　しかしながら、覚えていなかった和希に相手は気分を害したようで、あからさまにむっつりとしている。


「あの日は珍めずらしいものを拝ませてもらったよ。走る河村享……だからな」


「はぁ……」


　生返事をしたものの、彼の言いたいことはわかる気がした。享には少しばかり近づきがたい印象があるし、冷静でいつも一定のテンションを保っているから、あんなふうに慌あわてて走る姿はイメージに合わないのだろう。和希にとっては特に意外なことでもないが、それは享への認にん識しきが、大学の連中とは違うからだった。


「何ごとかって思って見てたんだよ。そうしたら、えらい可愛かわいい子と待ち合わせてて、またびっくりでさ」


「ええと……それで僕に何か？」


　よそいきの態度に切り替かえたことにさほど深い意味はなかった。ただ享を快く思っていないらしいので、和希の態度でそれに拍はく車しやをかけてはなるまいと思ったのだった。


　それでも警戒心は強く抱いだいていた。目的がなければ、わざわざ他校までやってきて和希のことを聞き回ったりしないだろう。


「ちょっと河村のことでね」


「享さん？」


「時間、もらえないか？」


「中のカフェでよければ……」


　人目に付く場所のほうが何かと都合がいい。まして今ならば店内に宮内たちがいる。


　連れだって歩き出すと、すぐに彼は自己紹しよう介かいをした。富とみ岡おか賢けん次じと名乗り、ドクターコースまで行くつもりなのだと言っていた。専門の研究の話をされても和希にはさっぱりわからなくて、生返事をするしかなかった。


　カフェに入っていくと、こちらに気づいた友達が目を丸くして、下を向いていた宮内を小こ突づいた。二人してこちらを注視していたが、どちらももの問いたげな、そして今にもこちらに寄ってきそうな顔をしていた。


「付き合わせたから、奢おごるよ」


「ありがとうございます」


「ササモトのご令息には、つまんない奢りかもしれないけどね」


「……いえ」


　自然と声が低くなった。今のは嫌いやみではなさそうだったが、これはこれで気に障さわった。けれどもけっして珍しいことではなく、和希を「ササモトの社長令息」としか見ない相手にはよくあることだった。


　とにかく早く話を終わらせてしまいたかったから、和希は積極的に口を開いた。


「それで、享さんのことってなんですか？」


「あいつとは親しん戚せきなんだって？」


「ええ……」


「知らなかったな。ササモトの系列会社に決まったときも驚おどろいたけど、まさか親戚だったとは思わなかったよ。あいつ、何も言わないし」


　当たり前だ、と心の中で言い返した。


　つい先日まで享自身ですら真実を知らなかったのだし、もし本当に親戚だったとしても、享は自分からべらべらとそういうことを話す人間ではない。だが目の前にいる富岡はそうじゃないのだろう。


「縁えん故こだってことは、自分でも言ってたけどな」


「僕にはよくわかりませんけど……」


　いつまで経たっても、富岡は本題らしいことを口にしない。最初から話なんてなかったのではないかと疑いたくもなる。


「君だって将来は、ササモトに入るんだろ？」


　なんだかうんざりした。


　話しているうちに、享があれほど露ろ骨こつに嫌がった理由がわかってきた。確かにこんなふうにねちねちと言われ続けたら逃にげ出したくもなるというものだ。


　和希は嘆たん息そくし、きっぱりと言った。


「いえ。そのつもりはないです」


「なんで？　跡あと継つぎじゃないのか？」


「僕には荷が重いですから。会社には、もっとずっと相応ふさわしい人がいて、その人が引き継ぐことになってます」


　だから自分にいくら取り入ったところで無む駄だだ。和希は言外にそう告げた。


　おそらく、狙ねらいはそこだろう。話がなかったのは本当だが、目的はそもそも和希と接せつ触しよくすることだったに違ちがいない。


　これも珍しくないタイプだった。和希のバックグラウンドに魅み力りよくを感じ、なんらかの利益を得ようとする人間は、昔から何人もいた。


　富岡はその何人目かだったというだけのことだ。


　こんなときにも、今の立場に溜ため息をつきたくなる。和希自身ではなく、その背景しか見ない、あるいは見えない人間はうんざりするほど多い。


「もったいないなぁ……。ああ、それはそうとさ……」


　和希は富岡の話を聞き流しながら、ちらりと視線を宮内たちに向けた。こちらの困こん惑わくは伝わっているはずだった。


　二人は顔を見合わせて何ごとか相談しあい、やがて宮内が荷物をまとめて立ち上がった。そうしてまっすぐにこちらに向かって歩いてくる。


「あれー、こんなとこにいたのかよ」


　わざとらしくて内心ひやひやしてしまったが、和希は何食わぬ顔で頷うなずいた。


「レポート終わったのか？」


「うん。あ、いいのか？　そろそろ時間じゃん？」


「ああ……ほんとだ」


　何の時間かを問われる前に、和希はさっと立ち上がってしまった。相手にこれといった話がない以上は勢いでなんとかなる。


「すみません、富岡さん。僕、ちょっとこれから約束があって」


「あ……いや、こっちこそ急に悪かったよ。そうだ、これ俺の連れん絡らく先なんで、よかったら電話でもメールでも」


　手にカードを押しつけられたが、和希は見もしないでそれをポケットに入れた。受け取らなかったらこの場が収まらないが、歓かん迎げいのそぶりを見せたらまた来そうな気がしたからだった。


　それから和希は宮内の後についてカフェを出た。


　とにかくまずは移動だと、次の講義がある棟とうに入り、空いている教室に落ち着いた。もう一人の友達はカフェに残り、富岡がちゃんと帰るかどうかを確認するのだという。


「あー、助かった。二人には今度何か奢る」


「あれって何モン？」


「さっき話した享さんの、先せん輩ぱいみたい。って言っても、享さんは嫌がってる相手なんだけどね」


「なんで？　その享さんて人、セクハラとかされてんの？　もしかして笹本、ナンパされてたのか？」


　すぐそちらに話を持っていきたいらしい宮内は、冗じよう談だんでもなんでもなく、本気で心配しているようだった。


　それだけに余計に溜め息が出てしまう。


「違うよ。つまり、オレに取り入って就職したいヒトなの」


「あー……なるほど。そっちの下心か。お、きたきた」


　宮内は携けい帯たい電話を取りだして、短い言葉を交かわしあった。こちらの教室を教えていたので、間もなくしてもう一人もやってくるだろう。


　ぱちん、と音を立てて携帯電話を畳たたみ、宮内は親指を立てた。


「おとなしく帰ったってさ」


「そっか。なんか……疲つかれちゃったよ。ああいう人ってさ、ほとんど自分の話しかしないし。さっきも半分くらいは、自じ慢まん話だよ」


「お疲れさまです。いや、ほんとにいろいろ大変だよな」


「たまにね」


　和希は机に突つっ伏ぷして、大きな溜め息をついた。念のために、帰ったらすぐに享に話したほうがいいだろう。彼は迷めい惑わくをかけたといって気に病やむだろうから、なるべくならば言いたくなかったが、これは耳に入れておいたほうがよさそうだと思った。


　今日の最後の講義が、とてもおっくうになってしまった。


　


　


　


　夕食の前に享の部屋を訪おとずれて、和希は富岡のことを話して聞かせた。


　最初に富岡の名前を出した瞬しゆん間かんから、享はその綺き麗れいな顔をずっと歪ゆがませていて、最後に友達が帰ったところを見届けたくだりを聞くと、大きな溜め息を漏もらした。


「ごめん……」


「享さんのせいでもなんでもないじゃん。言うだろうなって思ってたけどさ。そもそもオレがキャンパスに行ったせいなんだし」


「でも、どうして和希までたどり着いたんだろうな」


「うん、そこなんだよね。享さんは就職のこと、お母さんの知り合いの紹介で……って言っただけなんだよね？」


「ああ。もしかしたら、あのとき車に乗るのを見られてたのかもしれないな」


「ナンバーからってことか……うん、そうかもね」


　所有者が笹本武志であることまでたどり着くのは、そう難しいことではない。ただし和希が通う大学まで割り出せたことがわからなかった。


　いずれにしても、すべて推測だ。本人に直接聞けばよかったのだが、あのときはそこまで頭が回らなかったのだ。


「それにしても、無駄なことするよね」


「ん？」


「だってさ、あんなんじゃ仲良くなれっこないじゃん。連絡先もらったって、絶対シカトするし。もしかして、ものすごくうぬぼれやなのかな」


　押しつけられたカードは、あのまま大学のゴミ箱に捨ててしまった。明日には灰になることだろう。


　享はふっと溜め息をついて、とても嫌いやそうに言った。


「別に親しくならなくても、目的は果たせるよ」


「どういうこと？」


「しつこくつきまとわれたら、解放されたくて父親に頼たのむかもしれない。それくらい考えそうな人だ」


「うわ……なんか、それって嫌がらせだよ……って、もしかして享さんはずっと、ねちねちやられてるんだよね」


　心底気の毒になって、和希は溜め息をついた。和希に対しては、取り入ろうとする気持ちがあるだけ好意的な態度だが、享に対しては嫉しつ妬とが原動力なのだから、こちらが受ける不快感はさらに激しいはずだ。


「大学から離はなれれば終わることだよ。もう少しだ。それより和希が心配だな」


「オレはああいうの慣れてるから平気だよ。それに、忘れてるのかもしれないけど、これからは享さんのほうが大変かもしれないよ？　息むす子こって認められたら、富岡って人も態度変えてくる気がするんだよね」


「…………」


　返事の代わりは、溜め息が一つ。否定は出来ないはずだが、享の中には、認にん知ちされない可能性も同じくらいあるからだった。


「この間、達郎さんと話したんだけどさ、お父さんはしばらく様子見するだろうって。享さんだけだったら、すぐに動いたかもしれないけど」


「今のままで充じゆう分ぶんだよ。お父さんも……その、割と親しみやすい人だったし……」


「享さんのこと、可愛かわいがってるよね」


　あれ以来、頻ひん繁ぱんに享と武志が話している姿を見かけるのだ。享が自分から近づいていくようには思えないから、きっと武志が呼んでいるのだろうが、邪じや魔まをするのが申し訳ないような空気が流れていることもしばしばだった。


　おかげで将吾のほうは、口を開けば武志に突っかかっている状態だ。反はん抗こう期の子供とはよく言ったものだったが、それなりにコミュニケーションがとれているんじゃないかとも思っている。おかげで最近では、将吾が達郎に嚙かみついていく姿がほとんど見られなくなった。


「将吾さんのことは、からかって面おも白しろがってる感じだけど……」


「そうだな」


「お父さんなりに考えがあるみたいだから、わかんないけど……オレとしては三男になりたいんだよね」


「そうなのか？」


「うん。ちょっとずるいのかもしれないけど……」


　和希は正直な胸の内を話していき、享は理解を示しつつも、同じ立場になりたいとは言わなかった。


　


　


　


　達郎の部屋のソファで膝ひざを抱かかえ、和希は黙だまって達郎の声を聞いていた。


　電話で話しているから相手の声は聞こえないのだが、状じよう況きようを考えると高城以外にはありえなかった。


「そうだ、どうやって調べたのかも把は握あくしておきたいからな。ああ、それからバックに誰だれかいないか確認してくれ」


　ちらりと見た横顔は、普ふ段だんよりも少し厳しい。きっと仕事をするときには、こんな顔をしているのだろう。


　和希は部屋を訪れてすぐに、富岡の話を達郎にうち明けた。以前、享の大学で会ったことは言っていなかったので、ここから説明することになった。そして聞き終えた途と端たんに達郎は電話を手にし、今に至っている。


　まだ達郎からは何も言われていなかった。


　やがて電話が終わり、静かな目が和希に向けられた。


「そんなに神経質にならなくてもいいのに……」


「そういうわけにはいかないよ」


「でもさ、今まで何回もあったよ？　今さらじゃん」


　さすがに就職に関して色気を出されたのは初めてだが、少し形が違うだけだ。和希にとっては特筆するほどのことでもなく、ただなんとなく耳に入れておこうかと考えただけだった。


　まさか達郎が即そく座ざに動くとは思ってもみなかった。


「わざわざ調べてまで近づいてきたことは、今までなかっただろう？」


「あ……うん、まぁ……」


「そこが気になっているんだ。素人しろうとの学生がどうやって和希の大学まで摑つかんだのか、今後のためにも一応摑んでおきたいからね」


　達郎の考えも理解出来たので、和希は黙って頷うなずいた。


　今回のように、和希に近づいてきた人間が調べられることは過去にも何度かあった。


　和希の周囲は達郎によってずっと昔から固められている。他人には警けい戒かいしろと子供の頃ころから繰くり返し教え込まれ、それがすっかり身に付いてしまい、自意識過か剰じようだと笑われても仕方ないくらい、近づいてくる相手との間にあからさまな壁かべを作ってきた。他人に人見知りだと言われるのはそのせいだ。


　和希に興味を抱いだいて話しかけてくる、あるいは誘さそいかけてくる相手は何人もいたが、大学に入ってからは新たに友人は出来ていなかった。


「……オレの変な噂うわさ、いっぱいあるって言ったじゃん？」


「ん？　ああ……例の面白い噂か」


「うん……もちろん宮内たちが作ったわけじゃないのもあってさ、その中には、ちょっと笑えないのもあるんだ」


　あくまで和希的に、であり、他人にはその他のふざけた噂と大差ないものだった。宮内たちだって、きっと気にしていないだろうし、ある意味事実であることに気づいていないかもしれない。


　和希はふっと息をついて続けた。


「オレの友達は、調査にパスしたやつだけなんだってさ。下手に近づくと、どっからともなく黒服の男が現れて脅おどかされる……って」


　うつむき加減で呟つぶやく和希を、達郎はまじまじと凝ぎよう視ししている。顔には笑えみが消えていて、わずかに苦いものをにじませていた。


　もちろんこれも真実とは言いがたい。けれども和希に近づいてきた者のうちの何人かを調べ上げ、その中でも達郎に問題ありと判断された者に、こちら側の人間が接せつ触しよくしたことがあるのは確かなのだ。


「達郎さん。オレ、もう大学生だよ？」


「和希……」


「富岡さんのことだって自分で対処出来るよ」


「今日は友達に助けられたんだろう？」


「それは、そうだけど……」


　痛いところをつかれて和希は口ごもる。するとそのまま沈ちん黙もくが落ちた。


　達郎の視線は感じるが、言葉はないまま気まずい時間が流れていく。何を言ったらいいのかわからなくて和希は黙り込んでいた。


　口火を切ったのは達郎だった。


「俺のやり方は息が詰つまるか？」


　溜ため息まじりに言われて、とっさにかぶりを振ふった。余計なことで達郎に思い煩わずらわせるのは嫌いやだった。


「そうじゃないよ」


「和希。俺はね、具体的に何かをしようと思っているわけじゃないんだ。ただ事実を摑んでおきたい。それだけだよ」


　やんわりとした口調で言葉が紡つむがれる。宥なだめるように、あるいは言い聞かせるように、まるで小さな子供に対するように。


　気になっているのは、その部分だ。和希は来年二十歳はたちになるというのに、大人としての信しん頼らいはまったく感じられない。大切にされているのはわかるし、不安だと思うことも仕方ないが、もう少し和希に任せてくれてもいいんじゃないだろうかとも思う。


　口にしたら、過信していると笑われそうで、言い出せなかったけれども。


「オレより、享さんのほうが大変になりそうだけど……」


「卒業までだろう？　もうそんなに会うこともないんじゃないか。それより、もしまた和希のところに来たら相談してくれ」


「……うん」


「必ずだ。いいね？」


　念を押されて和希は小さく頷き、それからじっと達郎の顔を見つめた。


「どうした？」


「享さんのことは、心配しないの？」


「現状では、皮肉を言われるくらいなんだろう？　笹本家の次男として公表するようなら、また考えよう」


　さらりと流して達郎は話をそれきりにしてしまう。週末に何を食べようかと問われ、曖あい昧まいに返事をしながらも和希は顔を上げなかった。


　達郎が享のことを心配しないのは、彼が口にした理由通りなのか、享に対する興味の薄うすさゆえなのか、あるいは和希よりもずっと大人でしっかりしているから過剰に心配する必要がないと判断したためか。


　すべてが正しいような気がした。


　息は詰まらないけれど、扱あつかいに不満がないと言ったら噓うそになった。
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　帰宅したからといって、武志は会社へいくこともせず、まるでもうリタイアしてしまったかのように過ごしていた。


　まだ第一線から退ひくのは早いように思うし、忙いそがしいと達郎もクレームをつけているようだが、どこ吹ふく風で本人は毎日どこかへ出かけているようだ。いろいろとつきあいがあり、武志は会社に行かなくてもそれなりに忙しいらしい。


　今日も早朝からいなくて、和希が大学から帰ってしばらく経たち、すっかり暗くなってきてから機き嫌げん良く帰宅した。友人の船で釣つりをしてきたといい、釣った魚を持ち帰ってきた。意外なほどの釣ちよう果かだったが、本当にすべて釣ったのかどうかは怪あやしいものだ。ひょっとしたら海の近くで買ったんじゃないかという疑ぎ惑わくを和希は抱いたものの、とりあえず口に出すことはしていなかった。


「夕食に出してもらうようにしたから楽しみにしていなさい」


「うん……」


　武志の部屋で向かい合って座るのは、もしかしたら初めてかもしれない。佐和子が生きている間は、今は空いている場所に佐和子がいたし、病気がわかってからは、武志は佐和子に、そして和希のそばには達郎がついていたから、二人だけという時間はなかったのだ。


　部屋は以前と少しも変わらない。おそらく故意にかつての状態を保っているのだろう。外で二人も子供を作った人だが、佐和子への気持ちに噓はなかったのだろうと信じられた。


　和希はじっと武志を見つめた。


「あのさ、お父さんはもう会社に出ないつもり……なんてことはないよね？」


「もちろん必要があれば行くよ。今のところは、なさそうだがね」


「けど、達郎さんが大変そうだよ？」


「私が出かける前と、そう状じよう況きようは変わっていないはずだぞ。私がしていた決裁を、任せているというだけでね。後は、トップが顔を出さねばいけない機会が増えたかな。どうなることかと思っていたが、上手うまくやっているらしい」


　武志は目を細めて満足そうに笑った。


　白いものが混じる髪かみは、上品な印象を与あたえこそすれ、老いた印象は抱かせない。むしろ今からでも会社の一つや二つは興おこせそうだった。


「まぁ、そうでなくては困るがね」


「もしかして、わざと……？」


　ふと頭をよぎったことをそのまま口にすると、武志はひどく意味ありげな笑えみを浮うかべたまま何も言わなかった。


　つまり肯こう定ていなのだ。


「なんで？」


「そう遠くないうちに、私は会長職に就つこうかと思っていてね」


「え……じゃ、社長は？」


　問いを向けつつも、答えはわかっていた。これはただの確かく認にんだった。


「達郎に決まっているだろう？」


「そうだよね……」


　今さら他の人間を連れてきて据すえることは考えられない。そのために達郎を副社長にして、周囲を納なつ得とくさせてきたのだ。もっともあえて株式公開をしていないササモトなので、武志の影えい響きよう力はかなり強いのだが。


「二年ほど前から仕事はかなり達郎に任せてきたが、私よりよくやっているよ。今すぐでも問題はないだろうね」


「でも……」


「なんだ、和希は反対か」


「そうじゃなくて……なんか達郎さん、無理してるんじゃないかって……。そりゃお父さんもやってきたことだけど……」


　和希は最後まで言えずに口をつぐんだ。武志が社長に就任したのは四十歳のときで、以来ずっと会長のポストには誰だれもいなかった。先代が亡なくなっていたからだが、それに比べたらいくら達郎がまだ三十二歳だとしても、後ろ盾だてがある分、マシだとも言えるのだ。


　黙だまり込んでいると、武志は小さく笑って言った。


「達郎が忙しいと、かまってもらえないか？」


「そ、そんなこと言ってないじゃん……！　違ちがうよ、ただ大変だからって思って……」


「だったら心配はいらんよ。何もかも自分で、と思うとパンクするかもしれないが、そのあたりのやり方も上手い男だ。優ゆう秀しゆうな人間は会社の内外にいるから、達郎に求められるのは指導力と判断力というところかな。お前から見て、達郎に何か問題でもあるのか？」


「ないよ」


　多少はウィークデーの帰宅時間が遅おそくなったが、疲ひ労ろうが溜まっているようには見えないし、苛いらついてるということもない。少し前にそういった状態になったのは和希が原因であって、仕事は関係なかった。


　あるとすれば、話をする時間が少なくなったことだろうか。帰宅が遅くなったせいと、二人きりで過ごす週末は会話をするよりも抱だき合っているほうが長いせいもある。


（前はもっとたくさん話せたのにな……）


　特にこの二年は、達郎との関係の中で最も濃のう密みつな時期だったと言える。もっともこれは和希の見解であり、達郎に言わせれば、この二ヶ月弱のほうが遥はるかに濃密だと言うはずだった。


「ところで和希。何か達郎から言われているんじゃないか？」


「何か、って……いろいろあるけど……」


「この家を出ようとか、言ってやしないか？」


「……言うけど」


　ここは正直に答えることにした。噓をついたり隠かくしたりすることに意味はないように思ったし、武志がどう思っているのかを探さぐりたかったせいもあった。


　どうやら武志は和希と達郎の関係を知っているらしい。確認したことはないし、それらしいことも何も言われていないが、達郎の説明によれば知っていて黙もく認にんしているのだという。


　はっきりと口にする気はなかった。どういう顔をしたらいいのかわからないし、出来れば親と恋れん愛あいの話はしたくない。相手が同性となればなおさらだった。


　和希が肯定するのを見て、武志は大きく頷うなずいた。


「相変わらず、和希には甘いようだな」


「あ……うん」


　達郎が優やさしいことは事実だが、和希以外の人には必ずしもそうではないことも、さすがにわかってきていた。だからといって、将吾が言うように腹黒いとか性格が悪いとは思っていなかった。


「いまだに実行していないということは、和希は嫌いやなのか？」


「いやって言うか……だってみんないるし、今すぐじゃなくてもいいじゃん？　達郎さんは違うみたいだけど、オレが大学出てからとかさ」


「達郎にもそう言ったのか？」


「まだ……大学出てからって言うのは、今思ったことだし」


「あれが三年以上も待てるかな」


　笑う目元は本当に楽しそうで、和希を強く戸と惑まどわせた。今の会話からすると、どうやら本当にこちらの関係は承知しているらしく、そのうえで、達郎の思おも惑わく通りに進んでいないことを面おも白しろがっているようだ。


　気になることが一つあった。


「待てないような人……？」


「少なくとも、自分の欲しいものやしたいことを、じっと我が慢まんする男ではないよ。お前に対しては違うのかもしれんがね」


　ひどく曖あい昧まいなことを言って、武志は柔やわらかく微ほほ笑えんだ。


　彼にとって達郎は息むす子こ同然の存在であり、けっして後こう継けい者しやというだけの他人とは思っていないはずだ。達郎がどう考えているかは知らないし、そのことについて話したこともないが、和希の目にはそう見えた。


　だからきっと、甘いと告げる武志こそ甘いのだろう。佐和子のこと以外はどうでもいいんじゃないかと思ったこともある和希だったが、単に身内に甘いだけとも考えられる。もちろん達郎が主張していたように、彼に対する信しん頼らいもあるのだろうし、本当の息子ではないという意識も少しは働いているのかもしれない。何しろ武志には、二人も実の息子がいるのだから。


「お父さんは、何も言わないね」


　武志は自分が留守の間に何があったのか、詳くわしくは知らないはずだ。さすがの将吾もそこまでは暴ばく露ろしないだろうし、そもそも二人きりで話す機会があったとも思えない。享はもちろん、高城も達郎の指示でもない限り言いはしないはずだった。


「達郎からお前を奪うばったら、どうなるかわからないからな」


「どう……って……」


「お前がいるから安定を保っていられるんだよ。大学生の頃ころのあれは、感情をどこかに置いてきたようなやつだったからね」


　和希はとっさに、初めて達郎に会ったときのことを思い出したが、とても今の言葉には納得出来なかった。


　印象はとにかく「優しいお兄さん」であり、それが美化された記き憶おくだとは思えなかった。実際、大人の話し合いがなされている間、達郎はずっと和希のお守りをしてくれていたし、帰りたくないとぐずったほど、和希は短時間のうちに彼になついたのだ。


「最初っから達郎さんはああだったよ？　あれ、大学生のときだよね？」


「私もあのときは驚おどろいたよ。子供にはまだあんな顔も出来るのかとね。子供好きなのかと思ったら、違ったらしいが……」


　喉のどの奥で笑っている武志に、和希は慌あわてて言い訳をした。


「でも、最初は普ふ通つうの好意だったって言ってたよ？　恋愛感情は、もっとオレが大きくなってから……あ……」


　慌てて口を両手で押さえたものの、もちろん手て遅おくれだ。暗あん黙もくの了りよう解かいという形のはずだったのに、自分から大っぴらにしてしまった。


　なのに武志はすっと視線を外し、窓の外を見やった。


「雨が降ってきたようだな。帰ってくるときから、きそうだと思っていたが……」


「お父さん……」


　小さな呼びかけに視線を戻もどした武志は、やはり寸前の和希の言葉にはまったく触ふれず、話の続きを口にした。


「私は後継者にしようとして達郎を引き取ったわけではないんだよ」


「そうなの……？」


「本人が望まなければ別の道へ進んでもいいと思っていたし、会社に入るにしても、本人の能力に見合った場所にしようと思っていた。私は能力主義だからね」


「知らなかった……」


　おそらく達郎を知るほとんどの者が、彼は後継者になるべくして引き取られ、育てられたと思っているだろう。そのための教育を受け、武志からすべてを継けい承しようして今の地位にいるのだと信じて疑わないはずだった。


「高校に入った頃から、あれは自発的に株をやり始めて、会社のことでも生意気に意見を言うようになってね。それがまた実に的を射ていたから、試ためしに小さな会社の経営を達郎に任せてみたんだよ。もちろん表立っては別の人間がいたわけだが……結果は言うまでもないな。私はすっかり有う頂ちよう天てんになったよ」


「高校生で……？」


　和希は啞あ然ぜんとしつつ、我が身を振ふり返った。とてもじゃないが、和希にそんなことは出来ない。大学生になった今でも絶対に無理だ。


　やはり達郎は特別なのだ。


「すごいね……」


　だが返ってきたのは、小さくはない溜ため息だった。


「期待しすぎたせいなんだろうが、達郎は後継者として相応ふさわしからんと気負いすぎてしまっていてね、大学生の頃にはすっかり雰ふん囲い気きが変わっていたよ。常にピリピリして、余よ裕ゆうがなかった。このままでは、かえって無理だと思っていたくらいだ」


「そうだったんだ……なんか、ちょっとわかる気もするけど……」


　余裕をなくしたときの彼の姿は和希も目まのあたりにした。彼の行動は理性や常識というものを無視していたが、ぞっとするほどの冷静さと計算も同時に働いていた。自暴自じ棄きとも言えたし、何をしでかすかわからないといった類たぐいの危あやうい雰囲気もあった。


　あれは達郎が、和希を失うのだと思ったための出来事だった。


「今は、いい状態だよね？」


「とてもね。思い通りにならないことも、多少はあったほうがいい。何もかもが上手うまくいってしまうことは幸せじゃないからね」


「ふぅん……そうかなぁ……」


　よくわからなくて、和希は鼻を鳴らした。


　やがて用意が調ととのったと呼ばれてダイニングルームへ行くと、現れたのは他ほかに享一人だった。将吾は外出しているといい、いつもは姿を見せるはずの高城までいなかった。こちらも何やら用事があって外出中だそうだ。


「将吾さん、最近よく出かけるね」


「家にいなければ、一いつ緒しよに夕食をとらなくてもいいからじゃないか」


「別に要いらないって言えばいいじゃん」


「それをしたくないんだろ。ガキっぽい反はん抗こうって思われたくないから、最初から家にいないようにしてるんだ」


　多分、と付け足して享は席に着いた。武志の前だからといって、享は特別に態度を変えたりはしていない。視線が合うときや受け答えをするときに表情が和やわらいでいるのは、きっと無意識のことなのだ。


「将吾さんも仲良くやればいいのに……。お父さんもさ、もう少し将吾さんのことも気にしてあげなよ」


「気にしているよ」


「でも、享さんばっか可愛かわいがってる感じ……」


「享のほうが可愛いんだから仕方ないだろう」


　当然のように口にした言葉には、和希だけでなく享も驚いていた。本人の前で言ったのは初めてだったのだろう。


「お……お父さん……」


「愛情に差を付けているつもりはないが、呼んでも来ない息子と慕したってくれる息子じゃ、後者が可愛いのは当たり前だよ」


「将吾さんも部屋に呼んだりしたの？」


「何度もね」


　初耳だった。あからさまな贔ひい屓きではなく、将吾が意地になって突つっ張っているだけの話だったようだ。


「本当に子供なんだな……」


　呆あきれを含ふくんだ呟つぶやきではあったが、うんざりとしたような響ひびきではなかった。享の意識も多少は変わってきているのかもしれないと思った。


「将吾のほうが弟のようだね」


「……あんな弟はいりません。弟だったら和希がいるし……」


　最後の言葉はとても小さくて、享がひどく照れているのがわかってしまい、和希までなんだか照れくさくなった。


　それを見て、武志が一番嬉うれしそうに笑っていた。


　


　


　


「嫌いやがらせか……？」


　武志が帰ってきたからといって、達郎の生活には何一つ変化は訪おとずれなかった。すぐに復帰することは期待していなかったからいいが、現段階で戻ってくる気配もないとは一体どういうことか。おまけに和希と家を出ていこうという動きにも釘くぎをさしてきた。


「ずいぶんと鬱うつ憤ぷんが溜まっていらっしゃるようで」


　ハンドルを握にぎる高城が、ルームミラーでちらりと顔を見て、おもむろに言った。何食わぬ顔をしているし、声の調子もいつものように淡たん々たんとしていたが、内心で面おも白しろがっていることは間ま違ちがいない。


　もっと横にずれて座ればよかったと後こう悔かいしたが、今さらだ。


「ああ、溜まっているのは鬱憤だけじゃありませんでしたね。失礼」


　涼すずしい口調で下品なことを言って、高城は珍めずらしく空いている幹線道路で少しだけアクセルを踏ふみ込んだ。


「そういうお前はどうなんだ？」


「私はそれなりに発散をしてますから」


　あまりにも曖あい昧まいな言い方だったが、深く追つい及きゆうするつもりはなかった。達郎はこの男のプライベートなことは知らないし、まったく興味もない。この男が何かに関心を抱いだいたり、誰だれかを愛したりということは想像出来ないというのが、正直な思いだった。


「有益な意見を差し上げましょうか？」


「本当に有益ならな」


「もちろんですとも。おそらく和希さんは、あんたがセックスのために家を出ていきたがっているように思っているはずですよ」


「……なるほど」


　確かにその通りかもしれないと納なつ得とくした。思われても仕方ない言い方をし、行動を取ってきたのだから。


　本当は、家の中に第三者がいることが気に入らないだけだった。そこには武志や高城も、使用人たちも含まれている。二人暮らしをしたところで、まったく誰も立ち入らせないことは不可能だが、平日の昼間だけと限定することは出来るだろう。


　和希が自分以外の者を意識するのが気に入らないし、自分以外の人間になつき、無防備になることも感情的な部分で納得出来ない。たとえ家の中で抱くことを許されたとしても、結局達郎は満足しやしないのだ。


　さすがに自分でもおかしいと自覚しているから、和希には言えないままだった。


「このままおとなしく待つおつもりで？」


「まさか」


「でしょうね。ただ、旦だん那な様が横やりを入れてきてますからね」


「和希の返事さえ取り付ければいい」


　達郎はそう確信している。武志のことだ、和希の意思によって決定したことならば、反対はしないだろう。


「打開策もいろいろと考えてるさ」


「まぁ頑がん張ばってください。指示をいただければ、なんでもしますよ」


「そのうちな」


　車は笹本家の敷しき地ちに入り、達郎は自室へと戻もどった。ドアがノックされたのは、それから少し経たってからだった。


　いつものようにパシャマ姿で入ってきた和希は、武志が釣つりに行ったことや、土産みやげの魚が食しよく卓たくを飾かざったことなどを話してくれた。まるで親に今日の出来事を話す子供のようだったが、あるいは昨今の子供のほうが、こういうことはしなくなっているのかもしれないと思った。


「ほんとに釣ったかどうかは怪あやしいと思ってるんだけどね」


　軽くアルコールを入れながらのせいか、話しながら和希の身体からだは少しずつ達郎のほうへと傾かたむいてきた。眠ねむくなったのかと思ったが、口調はしっかりとしているし、いつまで経っても意識が沈しずむことはなかった。


　和希はある一定量のアルコールをとると記き憶おくが飛んでしまうわけだが、今日はそれほど飲んではいないはずだった。


　要するに甘えているらしいと気づいたのは、和希がぴったりと身体を寄せてきたときだ。


「ご機き嫌げんだな」


「うん。なんかね、家族っぽくなってきて、いい感じなんだ」


「そうか」


　和希の喜びを自分のものに出来ないことがもどかしい。


　相手に下心さえなければ、あるいは恋れん愛あい感情でさえなければ、何も問題はないと思っていた。現に最初は享のことも気にならなかったし、今でも心配はしていない。だが別の部分で、確かに不快に感じている自分がいるのだ。


　あるいはまだ達郎が慣れていないせいだろうか。和希の無む償しようの信しん頼らいが、後から現れた人間に向かうことが面白くないのだろうか。


　あまりにも幼よう稚ちな感情で笑えてくる。これでは、武志に反はん抗こうの態度をとり続けている将吾のことをとやかく言えない。


「達郎さん……」


「うん？」


　声こわ音ねはしっかりしているが、間近から見上げてくるその目はどこか熱を帯び、危あやうげな印象があった。それなりに酔よっているということだろう。


「思ったんだけど、オレが大学卒業してからじゃだめ？」


「家を出る話か？」


「うん。お父さんが会長になって、達郎さんを社長にするって言ってた。今すぐじゃないみたいだけど、遠くはないって……」


「……そうか」


　十二分に予想していたことだったので驚おどろきはなかった。なかなか会社に戻ろうとしないのは、当初取った三ヶ月の休みを消化していないからではなく、様子を見ているためだろうともわかっていた。


　達郎は今、試ためされているのだ。


「社長になったら大変じゃん？　だから当分はこっちでさ、いろいろ落ち着いてから出ればいいかなって」


　和希が達郎のことを思って考えてくれたことがわかるだけに、口に出して否定することは出来ず、黙だまって柔やわらかな髪かみを撫なでるだけの返事をした。ずるい対応だということはわかっていた。


　そのまま唇くちびるを重ねると、和希は気持ちよさそうに目を閉じた。


「熱い……」


　キスの合間に聞こえる声は、普ふ段だんよりもずっと悩なやましげだ。アルコールとキスに酔い、普段の快活さの代わりに、たまらない色っぽさを纏まとっている。


　何もするなというのは酷こくだった。


　抱きしめながら、パジャマの上から肌はだを撫でていく。最初は意識させない程度に緩ゆるやかに、徐じよ々じよに性感を高めていくように。


「ん……んぁっ……」


　布越ごしに胸をまさぐっても、和希は嫌がらなかった。アルコールのせいだろうかと思い、ならばもっと大だい胆たんに求めてもいいかと、パジャマの下に手を入れた。


　少し熱い肌に手を滑すべらせて、尖とがらせた乳首を指先で軽く挟はさみ込む。いきなり強い刺し激げきは与あたえずに、やわやわと揉もんで反応を見た。


「ふ、っぅ……」


　甘く響ひびくはずの声はキスで呑み込んだ。腕うでの中で小さく反応を繰くり返す和希だったが、相変わらず嫌いやがるそぶりは見せない。


　達郎は細い身体を膝ひざに引き上げ、横向きに抱いたままなおも唇をむさぼった。


　いつもの和希ならば、とっくに許さない範はん囲いだ。それだけ今日は理性も甘くなっているらしく、試しにパジャマのズボンに手をかけても何も言わなかった。


　あるいは今日ならば、嫌がらないかもしれない。よしんば正気の部分で抵てい抗こうしたとしても、押し切れる程度のものだったら抱いてしまえばいい。アルコールの量はそれほどでもないのだが、明日の朝には覚えていない可能性も高いのだ。


　キスで気が逸それているせいもあってか、和希は下か肢しを露あらわにされても抵抗しなかった。


　そっと唇を離はなし、今度は首をきつく吸いながら、濡ぬらした指で奥を撫でる。


「や……っ」


　いやいやをするように首を振ふり、和希は膝の上で身を捩よじった。


「いい子だから、じっとしてなさい」


「やだよ……だめ……」


　腕の中から逃のがれようとするのを抱だきしめることで阻そ止しして、達郎は耳みみ朶たぶを軽く嚙かんで和希の動きを封ふうじる。そうしておいて、すでに反応を始めていた前を手のひらで包み込んだ。


　びくんと身体が大きく震ふるえた。


「あっ、ぁ……！　やっ……」


　和希は達郎の胸を押し返すようにして腕を突つっ張ってきたが、それはひどく弱々しいもので、邪じや魔まになるほどではなかった。軽く脚あしをばたつかせるのも、結局は抵抗とも言えないようなものだ。


「だ、め……だってば……ぁ……」


「どうして？　気持ちがいいはずだろう？」


「でも……」


　泣きそうな声が達郎の耳に心地よく響く。和希は激しい拒きよ絶ぜつの言葉を口にはせず、抵抗も本気ではない。それがたとえアルコールのせいだったとしても、今はこの好機を逃すつもりはなかった。


　手の中で擦こすり上げていくにつれて、和希の快感は深くなっていく。口ではだめだと繰り返しながら、すでに逆らいがたい流れの中に身を任せているのがわかって、達郎はひそかに笑みを刻んだ。


「や、ぁ……っ、あ……あん……っ」


　こぼれてきたしずくを塗ぬり込めるようにしてさらに扱しごき、終わりを迎むかえさせるために先せん端たんのくびれを少しばかり強く刺激する。


　大きく身体を震わせて、和希は甘い声を放って達した。


　ぐったりとした身体を抱き直し、達郎は膝を跨またがせる形で和希と向かい合う。受け止めたもので濡れた指で再び最さい奥おうを撫でると、和希は小さく声を上げた。


「あ……ぅ、んんっ……」


　力の抜ぬけた身体はたやすく指を呑み込む。熱を帯びた身体の中はもっと熱く、異物である指を締しめ付けてきた。


「だめ……っ、や……だよ……」


　和希は達郎の肩かたをぎゅっと摑つかみながら、泣きそうな顔でかぶりを振った。まるで嫌がることが義務であるかのようだが、本気の色はかなり薄うすい。やはり理性は限りなくアルコールによって麻ま痺ひしているのだろう。


　だから本能が凌りよう駕がするように、快楽を高めてやればいい。抱かれたいと思う心と身体に和希を支配させることは簡単だ。


　耳朶を甘嚙みしながら指で身体の中をかき回すと、しがみつく指の力が強くなった。


「ひぁっ、い……や……」


「嫌？」


　耳元でそっと囁ささやくと、和希は喘あえぐ息の間にだめだと言った。


「じゃ、やめたら一いつ緒しよによそで暮らしてくれるか？」


「だ、め……」


「それもだめ、か？　仕方ない子だな」


　無茶な選せん択たく肢しを突きつけていることなど百も承知だった。だが和希には、こういう言い方が最も効果的なのだ。


　いい子だと言われたがり、逆の言葉はとても嫌がる。もう達郎の前で自分を取り繕つくろう必要などなくなったのに、まるで身に染しみついてしまったように変わることはなかった。


　事実、和希は達郎の背中にしがみつき、それきりだめだとは言わなくなった。


　代わりにその甘い唇が紡つむぎ出すのは、同じくらいに甘い嬌きよう声せいばかりだった。


「おいで……自分から出来るだろう？」


　ソファに浅く腰こし掛かけた状態で、達郎はその上に腰こしを落とせと優やさしく告げた。言い方はともかくとして、それは命令に他ほかならなかった。


　戸と惑まどう和希を促うながして膝立ちにさせ、充じゆう分ぶんに慣らした場所に達郎は自らの先端を挿さし入れる。


「は……っぁ、う……」


　綺き麗れいに整った顔を官能と苦痛に歪ゆがめながら、和希は少しずつ腰を落とす。抱かれているときにだけ見せる、男を誘さそい煽あおるような色気のある姿だった。


　シャツにしがみつく指が震えている。最後まで呑み込むことが出来ない和希のために、達郎は頼たよりなげな腰を摑んで一気に引き下ろした。


「ぁあっ……！」


　背中が反り返り、喉のどが晒さらされた。


　嚙みつくようなキスをそこにして、達郎は獣けもののような気分を味わう。まるで獲え物ものを狩かる肉にく食しよく獣じゆうのようだと思った。たまらなく気分が高こう揚ようし、この身体からだを食くらい尽つくせるのだという喜びに包まれる。


　今は他の誰だれのことも考えられないはずだ。和希が感じているのは自分だけだという事実が、こんなにも達郎を満たしてくれる。


「和希……」


　愛いとしくて、可愛かわいくて、どうしようもない。どんなに言葉を尽くそうが、どれだけこの身体を抱こうが、この想おもいを伝えきることは出来まいと思った。


　


　


　


　シャワーの飛沫しぶきの下で、和希は膝で身体を支えて壁かべに手をついていた。


　泣きじゃくりながら爪つめを立てようとするのを見て、その手を摑んで後ろに引き、達郎はなおも後ろから和希を突き上げた。


「あっ、ぁん……」


　水音の中に、しゃくり上げるような息と喘ぎ声がまじって聞こえる。屈かがみ込んで抱きしめ、首筋をきつく吸い上げながら、上体を起こしてシャワーの飛沫が胸元に当たるようにした。


　びくっと全身を震わせ、和希は達郎を締め付けてきた。


「も……や、ぁ……」


　泣きながら許してと告げる声は、囁きほどの大きさでしかない。それが今の和希にはせいいっぱいなのだ。


　達郎は耳に唇くちびるを寄せ、ことさら甘く囁いた。


「一緒にマンションで暮らすって言ったら、許してあげるよ」


「ひっ……ぅ……」


　舌先を耳の中に入れながら、指先で敏びん感かんな胸の粒つぶを押し潰つぶし、摘つまみ上げる。腕の中で和希は身を捩り、そしてびくびくと跳はね上がった。


　そのまま焦じらすようにして何も言わず、ただもどかしいほどの愛あい撫ぶを与え続けた。繫つないだままの身体を揺ゆさぶることはせず、シャワーの飛沫と指先と舌で、じりじりと少しずつ和希を責め立てていく。


「……く……」


　しゃくり上げる息のような、それでいてもっとはっきりした声のようなものが、和希の唇からこぼれ落ちた。


「うん？」


「い……行く、から……ぁっ……」


「いい子だ……」


　こんなところで言げん質ちを取ったところで無む駄だだということくらい、達郎が誰よりもよくわかっている。


　自じ嘲ちようしながら達郎は和希を穿うがち、ひときわ高い声を上げさせた。


　仰のけ反る身体を抱きしめて、中に欲望を注ぎ込む。痙けい攣れんするように震え、和希はぐったりと達郎に背を預けてきた。腕うでで支えてやらなければ、そのまま床ゆかに崩くずれ落ちていってしまいそうだった。


　意識は半分飛んでいて、呼びかけても返事はしない。


　ゆっくりと身体を離はなして膝ひざに抱き、指で中を綺麗にしてから全身を洗い流し、大きなバスタオルでくるんでベッドに運んだ。


　中に出したものを指でかき出している間は腕の中で身を捩よじっていた和希だったが、今はもう完全に意識を失っている。


「覚えていないといいんだがな……」


　いっそそのほうが平和に明日が迎えられるというものだ。だがアルコールの量は微び妙みようで、一いち抹まつの不安も残る。


　濡ぬれた髪かみを撫なで、露あらわにした額にキスを落とした。


　あのときのように、和希を攫さらって閉じ込こめてしまえたらどんなにいいだろう。


　兄のような存在として慕したわれていたときより、身体だけ手に入れたときのほうがずっと達郎は飢うえを覚えていたし、心も手に入った今は、さらに貪どん欲よくになってしまった気がする。執しゆう着ちやくも独どく占せん欲よくも、確実に以前より強くなった。


　自分の欲深さが恐おそろしいとさえ思う。せめて和希を傷つけることのないように、もっと上手うまくコントロールし、自らを律していかなくては。


　泣き疲つかれて眠ねむる子供のような寝ね顔がおを見つめ、達郎はそう思った。
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　目を覚まして身体を起こそうとした瞬しゆん間かんに、和希はすべてを思い出した。


　身体の怠だるさや違い和わ感が、その記き憶おくがけっして夢ではないことを教えてくれて、和希を後こう悔かいの中へと引きずり込んでくれた。


　昨晩のことは、一つも漏もらさず覚えている。酔よって理性はあやしくなっていたが、記憶をなくすいつもの酔い方とは違ちがっていたのだ。


　ゆっくりと上体を起こし、ベッドの上で座り込む。吐はき出す息にすら、まだ淫いん蕩とうな熱が潜ひそんでいる気がした。


「おはよう」


　いつものように涼すずしい顔で達郎が声をかけてきた。すっかり身み支じ度たくを済ませ、何ごともなかったかのような自然な態度で接してくる。


　こうして見ている限り、達郎はとてもストイックそうだ。


（とてもあんなこと言ったり、したりする人には見えないよ……）


　おまけに嫌いやだと言っても聞いてもくれなかった。確かに和希の理性は故障気味でブレーキの利ききが甘かったけれども、それでも何度か拒きよ否ひをしたのだ。なのに達郎はいちいちそれを受け流して押し切って、あれほど言っていたにもかかわらず家の中でセックスをした。しかも一度ならず。


　じいっと顔を見つめて、和希はあからさまに不ふ機き嫌げんな態度をとり続けた。達郎は約束を破ったのだから、それくらいしても当然だと思った。


「和希？」


「……ちゃんと覚えてる……」


　はっきりと言葉で突つきつけても、達郎は顔色一つ変えずに近づいてきて、いつもとまったく同じ様子でベッドサイドに腰こし掛かけた。


「そうか」


　慌あわてた様子など、どこを探しても見つからない。それどころか余よ裕ゆうさえ感じさせる笑えみを浮うかべ、和希に手を伸のばしてきた。


　とっさに少し身体を反らして逃にげると、ようやく意外そうな顔をした。


「和希？」


「……怒おこってるんだからな」


「それは困ったな……」


　苦く笑しようまじりの顔に、つい甘い顔をしてしまいそうになる。けれどもここで許してしまったら、きっと達郎はまた同じことをするだろう。


　わかっているから、和希は横を向いて顔を見ないようにした。


　本当はさほど腹を立ててはいないのだが、ここはそういう姿勢を見せておかないといけない。家の中でしたくないというのは本心なのだし、またされるのは避さけたかったからだ。


「悪かった。つい……抑おさえがきかなくて」


「……そんなふうじゃなかった」


　記憶している限り、達郎はとても冷静だったように見えた。むしろ和希をからかうくらいの余裕があったはずだった。


　達郎は優やさしいし、和希の目から見てとても誠実な人だと思うけれど、一方で狡こう猾かつで食えない部分があるのも事実だった。立場上そうでなければいけないのだろうし、たまに和希に対してそれが披ひ露ろうされることも、ある程度は許容しているつもりだ。


　わかっていても、嚙かみつきたいときもあった。


「ほんとにもうだめだからな……！　ちゃんと約束してよ」


「約束か。そういえば、昨日の約束も覚えてるのか？」


「え？」


「一いつ緒しよに家を出る、って言っただろう？」


「っ……」


　和希は息を呑のんで、そして顔を真っ赤にした。なんのことを言っているかは、すぐにわかってしまった。


「覚えているみたいだな」


「あ、あんなの無効に決まってるじゃん！」


　酔って正気ではないときに、しかも焦じらすような真ま似ねで無理矢理言わされたことに意味があるものか。記憶があるとはいっても、それは薄うすい膜まくが掛かかった向こうにある出来事みたいで、あまりはっきりしたものではないのだ。


「とにかく、今度やったら許さないからな……！　朝メシも今日は下で食べる！」


　多分に恥はずかしさをごまかすために怒ど鳴なり散らし、和希はベッドから飛び降りて自室へと向かった。すぐ隣となりにある部屋で着き替がえをしながら、身体中についたキスマークに気づいてまた一人で赤くなっていた。


　脚あしの付け根のきわどいところにもくっきりと赤い痕あとがついているし、この分では自分で見えない場所にもたくさんあることだろう。実際に昨晩は、そういった場所にもキスをされ、さんざん喘あえがされたのだから間違いはない。


　襟えりの高い服を選んで着て、ばしゃばしゃと水を飛ばしながら顔を洗って階下へ向かった。少し襟が濡れてしまったが、面めん倒どうなのでそのまま食しよく卓たくに着く。達郎がやってくる気配はなかったから、彼はいつものように部屋で食べるか、朝食をとらずに会社へ行くつもりなのだろう。


　味気ない一人の朝食は久しぶりだった。いつ以来かを思い出すのが困難であるほど、ずっと誰だれかと――主に達郎と食べていたからだ。


　結局、ゆっくり食べていても誰も現れず、和希は不機嫌さに拍はく車しやをかけて自室に戻もどろうとした。達郎がご機き嫌げん伺うかがいに顔を出すかと思っていたのに、すでにいつも出かける時間は過ぎているから、あのまま行ってしまったのだろう。


　なんだか面おも白しろくなかった。たとえ達郎が、今は和希を刺し激げきしないほうがいいと判断したにしても、だ。


「お……早いな」


　階段の上から声がして顔を上げると、手を振ふりながら将吾がこちらを見ていた。


「おはよう。これから寝ねるとこ？」


「いや、だらだらするとこ」


「昨日は仕事じゃなかったの？」


「仕事もしたけど、早く終わったからちゃんと寝た。知り合いのカフェバーでさ、営業は一時までだから」


「そうなんだ……」


　将吾の仕事といえば明け方までというのが和希の中の認にん識しきだったから、新しい情報を自分の中に書き加えながら、一度は止めた足を再び動かして二階へ上がった。


「和希は珍めずらしく一人でメシだったのか？」


「……うん」


　返事をするまでの微び妙みような間を、将吾は見み逃のがすことなく突っ込んできた。


「なんかあったのか？」


「まぁ……ちょっと」


「あの野や郎ろう、今度は何やらかしたんだよ？」


　頭から達郎だと決めてかかっているが、事実なのでそれは仕方ない。ちらりと将吾を見て、言ってしまおうかどうしようかと考えてしまった。


　さすがにことがことだけに、言いにくいことだった。


「なんだよ、話してみろよ。言っちまえばすっきりするかもしれねぇぞ」


「うん……」


「じゃ、俺の部屋……だと、後でまた長谷部の野郎がうるさそうだからな。サンルームみたいなとこがあったろ。あそこに茶でも運ばせるか」


　ぽんぽん、と肩かたを叩たたかれて、和希は再び階段を下りていくことになった。大学へ行くまでにはまだ時間があるし、確かに今はすっきりしたい気分だったので、黙だまって将吾にくっついて行った。


　将吾が指定した部屋は窓と天てん井じようの張り出した部分が、ガラスで覆おおわれていて、今日のように天気さえよければ冬でも寒く感じることもない。おまけによほど大声で話さなければ、会話を誰かに聞かれることもないはずだった。


「で？」


　目の前にコーヒーが二つ揃そろった後で、将吾は少し身を乗り出してきた。


「達郎さんが……」


「うん」


「……家じゃ嫌いやだって言ってたのに……したんだ……。ちょっとゆうべは酔よっちゃってて、記き憶おくはちゃんとあるんだけど、なんかこう……理性飛んじゃってて、それでオレも半分くらいはその気で……」


「……それってセックスの話か？」


　多分に呆あきれた調子なのは当然だと思った。和希自身ですら、こんなことを他人に相談しているのが信じられないくらいなのだ。


「ごめん。なんかこんな話って変だよね」


　我に返って慌てて立ち上がろうとすると、将吾はまぁまぁ、などと言いながら和希を引き留めた。


「別に変じゃねぇよ。ほら、いいから最後まで話しなって」


「う、ん……なんか、ちょっと前から家を出て一緒に暮らそうって言われててさ。昨日、してる最中に、約束させられたっていうか……その、言わされちゃったっていうか……」


　話しながら自然と顔が赤らんできてしまう。


「やっぱいじめられてんだ？」


「えっ、違ちが……そ、そんなんじゃないってば……！　それに、やっぱ……って何？」


「だっていかにもやりそうじゃん。Ｓだよ、あの手はＳに決まってる。言わされちゃったってことは、普ふ通つうの状態じゃないってことじゃん」


「ふ、普通だよっ……！　達郎さんは変なことしないもん！」


　ただしそこには、たぶん、という言葉がついた。他ほかと比べたことがない、そして知識も充じゆう分ぶんと言えない和希には、確信をもって言うことは出来ないのだ。


　それを見み透すかしてか、将吾はふーんと鼻を鳴らして薄く笑えみを浮うかべた。


「道具とか使ってないの？」


「ない！　そんなの使わない！」


「別にローターとかバイブくらい変でもないだろ。なんだよ、まだ使ってないんだ？　へぇ、意外……」


「ま、まだとか言うなっ！」


　具体的な想像も出来ないのに、そんなことを言われただけでも頭の中がオーバーヒートを起こしそうだ。将吾の基準こそ和希にとっては普通じゃない気がして、相談相手に選んでしまったことを少しだけ後こう悔かいした。


「だっててっきり縛しばったり薬使ったり、オモチャ突つっ込んでビデオ撮とったりしてると思ってたんだもんよ」


「縛……る……」


　過去のことが、脳のう裏りによみがえってきた。用意されたもので縛られたわけではなかったが、シャツの袖そでを使って腕うでの自由を奪うばわれたことならばあった。そして薬ではないが、何度もアルコールで理性を奪われ、身体からだを好きにされてきたのも事実だった。


　黙り込んだ和希に、意を得たとばかりに将吾は声を弾はずませた。


「なんだ、その段階か」


「だ……段階？」


「いきなりじゃあれだから、少しずつじゃねぇの？　要求ってのはエスカレートしていくもんだぜ」


「エスカレート……」


　いつの間にか、和希は将吾の言葉を復唱することしか出来なくなっていた。


　怖こわい考えがぐるぐると頭の中を駆かけめぐっている。具体的に想像出来ない分、余計に恐おそろしく感じられた。


「一いつ緒しよに暮らそうってのだってさ、和希が家の中じゃセックスしたくないって言ってるからなんだろ？　つまりそれって、したいだけじゃねぇの？」


「そ……そうなの？」


「だって俺だったら、たまにしかセックス出来なくてもいいもん。毎日会えるんだしさ、和希なんかは見てて感心するくらい長谷部のこと好きってオーラ出してるんだし、それで満足出来ないってのは、要するにやつにとって大事なのはセックスってことじゃんよ」


「……そんな……」


　頭を鈍どん器きか何かで殴なぐられたようなショックだった。鵜う呑のみにしたわけではないが、和希には考えもつかなかったその考えを完全否定することも出来なかった。


　達郎とセックスしたい気持ちはあるが、それは和希にとってさほど優先順位が高いものではない。だが達郎にとっては違うのかもしれない。


　お互たがいを好きで、大事に思っていても、スタンスまで一緒だとは限らないのだ。そんな当然のことに、たった今、和希は気づいたのだった。


「お前のこと好きなのは間違いないんだろうけどさ。まぁあれだよ、身体が目的ってのとは違って、なんていうか、やってないと安心出来ないタイプ？」


「そうなのかな……」


「さもなきゃ、和希の身体が一番好きとか」


「…………」


　和希は声も出せずに将吾を見つめた。そんなことはないと心の中で思いつつも、自信がないのも確かだった。


「いや、それは冗じよう談だんだけど」


「……じゃないかもしれない。あ、でもオレの身体なんて大したもんじゃ……」


　自分でもよくわからなくなって再び和希は黙り込んだ。もともと、自分の何が達郎ほどの男を惹ひきつけたのか、そこからしてわかっていないのだ。人から可愛かわいいと言われる顔だって佐和子ほどでもないし、享の美び貌ぼうにはとうてい及およばない。中身のほうはこれといった特とく徴ちようもなく、人に自じ慢まん出来るほど賢かしこくもなければ特技もなかった。


　だからといって、達郎を虜とりこに出来るほど大した身体でもないだろう。何しろ和希はついこの間まで未経験だったのだ。


「だってオレ、テクとかないし……」


「ぶっ……」


　将吾は飲みかけていたコーヒーを噴ふきそうになり、慌あわてて口を手で押さえながら何度も咳せき込んでいた。


　言うんじゃなかったと後悔した。


　ようやく咳が収まった将吾は、口元を微妙にむずむずと動かしながら、腕を組んで無理に真ま面じ目めな顔を作ろうとしていた。だが笑いを抑おさえ込もうとしているのは明らかで、今にも笑い出しそうに見えた。


「まぁ……あるようには見えないよな。けど別に不ふ感かん症しようってわけじゃねぇだろ？　酸欠になるくらい喘あえぐんだもんな」


「なってないってば！」


　なりそうになったのを達郎が大げさに言った、あるいは高城が大げさに取っただけで、実際になったわけではないのだ。だがそれくらい喘いでいたのは事実なので、否定したところで恥はずかしさが軽減されるわけでもなかった。


「いいじゃん。何しても反応しないんじゃあれだけど、ちゃんとアンアン言ってるみたいだし。やつだって和希にテクは期待してねぇと思うけどな」


「……将吾さんは、それでいいと思える？」


「相手が気持ちよがってくれるなら頑がん張ばっちゃうかな。や、なんかやっぱ和希にも興味あるんだよなぁ」


「え、ええっ……？」


「だって可愛いし、抱だき心地いいしさ、長谷部がそんなにやりたがる身体って、どんなもんかなぁ……と」


　にやにやと笑いながらの言葉が本気だとは思わないが、和希は少し身体を後ろへやって、じっと将吾の顔を見み据すえた。


「ちょっと引くよ、それ……」


「ひでぇなー。こんなに和希のこと好きなのにな」


「ストライクゾーンだったら誰だれにでも言うんだろ」


「バーカ。顔だけだったら享なんかド真ん中だぞ。けど、絶対言わねぇ。俺はね、こう見えても性格重視なの。優やさしくしてくれる子が好き」


「ふぅん……」


「和希は可愛いし、優しくしてくれるから超ちよう好きよ」


「はいはい。好みの顔で優しければ誰にでも言うんだよね。んで、そういう人のとこに泊とまり歩いてたんだろ？」


　将吾の「好き」はいくつも同時にあって、どれかが突とつ出しゆつしていることもないのだろう。執しゆう着ちやくを伴ともなわず、自分もされることを好まず、失ったとしても大きな痛みを感じることなく次の気持ちを芽生えさせる。相手もきっとそれを承知していて、重くない関係を互いに楽しんでいるのかもしれない。


「でも、ここへはちゃんと帰ってくるよね」


「まぁな」


「お父さんに呼ばれても無視してるってほんと？」


　質問した途と端たんに、将吾はチッと舌打ちして顔をしかめた。今までの笑え顔がおが噓うそのような一いつ瞬しゆんの変化だった。


「あのジジイ、余計なこと言いやがって……」


「なんで？」


「別に今さら話すことなんかねぇし」


「享さんはいろいろあるみたいだよ」


「ファザコンなんだろ」


　吐はき捨てるように言う将吾に、和希は小さく嘆たん息そくした。将吾のほうこそそうなんじゃないかと思ったが、口にはしなかった。


「親おや父じが手元に置きたいのは享だけだろ。俺はついで」


「そんなことないよ」


「少なくとも俺は信用もされてねぇしな。ま、享と違って財産が欲しいってのは本音だから、当然か」


　自じ嘲ちよう気味に口の端はしを上げて、将吾は視線をガラスの向こうに投げた。少し風が強くて、庭の木が枝を揺ゆらしているのが見えた。


「愛情に差はないって言ってたよ」


「俺を懐かい柔じゆうしとけって頼たのまれたのか？」


「違ちがうよ。ほんとにそう言ってたんだってば。慕したってくれる享さんが可愛くなるのは当然だとも言ってたけど」


「そりゃそうだろうな」


　将吾は立ち上がり、これ以上は話す気がないことを態度で示してきた。やはりこの話題は彼にとって不ふ愉ゆ快かいなものであるらしい。


「将吾さん、訊きいてもいい？」


「ま、和希だから特別な」


　立ち去りかけていた将吾はそう言って足を止めると、いつもの笑顔になって和希を見下ろしてきた。


「将吾さん、この家は好き？」


「和希がいるからな」


「そんなことばっか言ってないでさ、ちゃんと好きな人いないの？」


「いるよ。和希とか」


「だからそれ、違うし……」


　どこまでいっても真面目に取り合ってくれないらしい。溜ため息をつくと、将吾は不服そうにテーブルに手をつき、和希の顔を覗のぞき込んできた。


「なんだよ、信じろよなぁ」


　言いながら和希の顎あごを指先で掬すくい上げ、将吾はこちらが反応するより先に顔を近づけてきた。口角のすぐ横の、頰ほおとも唇くちびるともつかない場所にキスをされる。


「ま、おっかねぇやつへの配はい慮りよってことで」


　悪びれたところなど微み塵じんもなく、将吾はそのままサンルームを出ていった。文句を言う間も、真意を問いただす間もありはしなかった。


　残された和希は、一人になってから大きな溜め息をついた。


　キスされたからといって、和希の中に動どう揺ようはない。


　それよりも和希には気になっていることがあるのだ。将吾の意見がすべて正しいとは思っていないが、少なくとも和希と達郎の意識に違いがあることは事実だろうと思った。


（気持ちだけじゃだめなら、ずっとしなかったら達郎さんはどうするんだろ……）


　気になりだしたら止まらなかった。質問してもごまかされるのは必至だから、知りたいのならば実証してみるしかないとも思った。


（よし……さりげなく、さりげなく）


　心に決めて、和希は小さく頷うなずいた。


　


　


　


「ごめん、あの……レポートが終わらなくて……」


　金曜日の昼に達郎へ電話して、和希はおずおずとそう切り出した。夜には待ち合わせて一いつ緒しよに外で食事をし、そのままマンションへ行くはずの日だった。


　携けい帯たい電話にメッセージを残せばいいと思いつつかけたら、達郎が電話に出てしまったのだ。今は移動中だと言っていた。


『急にどうしたんだ？　昨日から様子が変だぞ。何か隠かくしてるんじゃないだろうな？』


「そんなことないよ。ほんとに終わらなくて……その、夕方までにめどがつくかなって思ってたんだけど、全然だめで……週末潰つぶれそうなんだけど……」


　やはり態度が不自然だったのかと、自分の至らなさに溜め息をつきたくなった。すでに前日から、噓をつくことに対して身がまえてしまっていたらしい。


　電話にしたのは正解だったようだ。達郎を目の前にしてのことだったら、あっという間に噓を暴あばかれて、本当のことを白状させられていただろう。


「とにかく、ごめんっ。今週はなしってことにしといて」


『……わかった。帰ったら、もう少し詳くわしく説明してくれるね？』


「あ、うん……」


　少しも納なつ得とくしていないのが伝わってくる声に、和希はひどく落ち着かない気分になる。後ろ暗い部分があるせいか、やけに達郎が怖こわく感じられた。


　電話を切ってから、和希は享に電話をした。手こずっているレポートなんて本当はないのだが、念のために約束は取り付けておこうと思ったのだ。必要もないレポートの作成を手伝ってもらうためだった。


　快い返事をもらって電話を終えてから、和希は友人たちの輪に戻もどった。彼らの近くで話すと、架か空くうのレポートについて突つっ込まれそうだったからだ。


　すとんと腰こしを下ろした途端、宮内が顔を覗き込んできた。


「なんかトラブル？」


「えっ……どうして？」


「困った顔して電話してたから」


　声は聞こえなくとも姿は見える場所にいたから、しっかりチェックされていたらしい。まったく宮内は侮あなどれない。


「トラブルってほどじゃないんだけどさ」


「あれはどうなった？　ほれ、前に変なやつが会いに来たじゃん」


「ああ……別にどうもしないよ。あれっきりだし」


　むしろ綺き麗れいに忘れていたくらいの些さ細さいな出来事だ。神経を尖とがらせていた達郎も、その後は何も言ってこない。どうせ大した報告は来なかったのだろうし、最初から気にすることでもなかったのだ。


　とりあえず念のため、今日の夜にでも享に尋たずねてみようとは思った。


「あ、そんでさ、休みに入る前にノートコピーさせて」


「いいけど……」


「よし、予約完かん了りよう。もう和希おぼっちゃまは気前もよくて大好きよん」


　軽い口調でそう言って、宮内は携帯電話を手にメールを打っている。休み明けの試験への対策に追われ、彼はとても忙いそがしそうだ。ただし彼の対策というのは、人からノートを借りたり出題傾けい向こうを教えてもらったりすることなので、和希とは根本的に取り組み方が違う。


　じっとその宮内を見つめ、和希は呟つぶやくように言った。


「宮内は、他ほかにオレのどこが好き？」


「はいっ？」


　ぎょっとして顔を上げた宮内は、それからあたふたと落ち着かない様子で他の友人たちと顔を見合わせた。他の連中も似たり寄ったりの反応だ。


　やがてごほん、と咳せき払ばらいをして宮内は言う。


「お願いだからやめて、それ」


「それ……って……」


「こんな可愛かわいい顔で、小首傾かしげて『どこが好き？』ってアナタ……うっかりドキドキしちゃうわけですよ、お年とし頃ごろのボクたちとしましては」


　周囲で三人ほどが大きく頷いているので、異論はないらしいとわかった。それだけに和希の心中は複雑だ。


「……そんなつもりじゃないし……」


「つもりだったら怖いんですけど。や、でもね、ほんとに惜おしいよなぁ。なんで女の子じゃないのかって、小学校のときから何度思ったことか……。俺って可哀かわい想そうだよ。だって可愛い顔の基準が笹本なんだぞ？」


「あ、俺も……」


　顔のことばかり言われて和希のテンションは下がる一方だ。思わぬ反応をされてしまって、そもそもの質問すら忘れ去られている状態なのだ。


　もう一度尋ねる気にもなれずに黙だまっていると、宮内が思いだしたように言った。


「で、なんだっけ……ええと……」


「どこが好きか、だよな」


　別の友人の言葉に大きく頷き、宮内は腕うでを組んだ。


「ああ、そかそか。うーんと、顔も含ふくめていろんなところがお気に入りよ。ちょっと一いつ般ぱんの感覚からズレ気味のところなんか面おも白しろいよな。ものすごいお坊ぼつちゃんなのに、遠えん慮りよなくからかってもＯＫなところもいい感じ。頭いいくせに抜ぬけてたりするし、やっぱ中身も可愛いよ。見てて退たい屈くつしない」


　ちっとも褒ほめられている気がしなくて、和希は相変わらず口をつぐんだままでいた。こんな妙みような例を挙げられても、達郎がそこを好んでいるとはとうてい考えられず、まったく参考になりはしなかった。


「何やら不満そうですな……」


「いいんだ。急に変なこと訊きいてごめん……オレのことは気にしなくていいから」


「と言われても……や、普ふ通つうは気になるでしょうよ。なんか人間関係で悩なやんでんの？　家のことか？」


　尋ねてくる宮内だけが、笹本家の事情を詳しく知っていて、後の連中は武志の息むす子こたちのことは知らない。


　だから和希は曖あい昧まいに頷くだけの返事をした。


「大変そうだな」


「そうでもないけど……」


　曖昧に答えることで、和希はこの話題をうち切ってしまった。本当にトラブルなどは起きていないのだから、他に返事のしようがない。宮内にした質問も何かを意図して言ったわけではなく、ふと口をついて出たようなものだった。


「ちょっと気になる程度なら、気晴らしでもしたら」


「うん」


「たまには遊びに行く？」


「あ……うん、そうしようかな。出来ればレポートやってたってことにしてくれると助かるんだけど」


「おー、マジ？　ほんとに行く？」


　ひどく意外そうな態度を見せたのは宮内だけではなく、その場にいた全員がもの珍めずらしそうな顔をしてテンションを上げていく。そのくらいに和希が友人と出歩くことは少なかったわけで、つくづくつき合いが悪いなと自覚させられた。


　和希が大きく頷うなずくと、また低いどよめきが起きた。


「よしよし、んじゃみんなで繰くり出そうな。あ、用事のあるやつは遠慮なく帰っていいぞー」


「そんなもったいない」


　あれよあれよと行き先とメンバーは決まり、それからすぐに和希は家へ電話を入れることになった。


　


　


　


　達郎の部屋で眠ねむらない夜は久しぶりだ。


　和希はパソコンに向かってはいたものの、手はキーボードから外れて久しかった。もともと必要のないレポートを作成しているわけだから、身が入らないのは当然のことで、視線はぼんやりと宙を見つめたままだ。


　達郎が訪ねてきたときに困るので、一応レポートらしきものは書いている。まだ形になっていないが、見られたとしても疑われるようなものではないはずだった。


　結局、和希が帰宅したのは十時頃だった。宮内たちと居酒屋へ行き、飲んだり食べたりして楽しくすごした。もちろん和希はアルコールを口にせず、ウーロン茶やコーラといったものを飲んでいたのだが、料理が美味うまい店だったので食事だけの和希でも満足出来た。そういう店を選んでくれたのだ。


　適度な喧けん噪そうとカジュアルな雰ふん囲い気きの中で、それなりに騒さわぎながら食事をするのはとても久しぶりだった。達郎には似合わない店も、和希だけならば溶とけ込めていたはずだ。


　帰宅してすぐに享の部屋へ行き、一時間ほど勉強を見てもらった。すばらしく優ゆう秀しゆうな享が特に自信を持っているのが理系なので、こちらはレポートではなく一般教養の数学を教えてもらった。


（そろそろ寝ねよ……）


　時計は一時近くを指している。いつもならば隣となりの部屋で達郎と話しているか、すでに眠っているかだろう。


　和希は溜ため息をついてから電話を手にし、ホットミルクを運んでくれるように頼たのんだ。眠れない日が続いたときには毎晩のように飲んでいたものだったが、さすがに最近では必要もなくなっていた。


（月曜日は、達郎さんいないんだっけ……）


　どうしても行かなければいけない用事があるとかで、達郎は九州へ行くらしい。その日のうちに帰るのは無理なので、一いつ泊ぱくするのだそうだ。


　だからこそ、和希はこの週末を選んだのだった。少なくとも火曜日までは、一いつ緒しよに寝ないという理由が出来るからだ。


　やがてノックが聞こえ、ドアが開いた。


　入ってきた人の顔を見て、危あやうく和希は「げっ」と声にしてしまうところだった。よりによってミルクを運んできたのは高城だったのだ。


「お待たせしました。少し蜂はち蜜みつを落としてあるそうです」


「ああ……ありがと」


　以前と同じようにメイドが作ったくれたらしい。だったらそのままメイドが持って来てくれればいいのに、どうして高城が現れてしまったのか。


　何か意図があるように思えて和希は身がまえた。この男に限って、たまたまということはないだろう。


「どうしました？」


「別に」


「では、おやすみなさい」


　一礼して立ち去りかけた高城に、和希が拍ひよう子し抜ぬけしたのもつかの間、いつも通りの冷静な目がふとベッドの上に向かった。そうして彼はおもむろに放ほうり出してあったハーフコートを拾い上げた。どうやらクローゼットに戻もどそうとしていたらしい。


「いいよ、自分で……」


「煙草たばこの匂においがしますのでお預かりしますよ。匂いを落としますから」


「あ……うん……」


「確かお友達の宮内くんは煙草を吸われませんでしたよね」


　淡たん々たんとした声こわ音ねに、まるで尋じん問もんされているかのような錯さつ覚かくを起こしてしまう。いや、実際にそうなのかもしれないと思う。高城がわざわざやってきたのも、達郎に頼まれて様子を見に来たのかもしれないのだ。


　和希は嘆たん息そくして答えを返した。


「他の友達が吸うんだってば」


「そうですか。今日は大勢でレポートを？」


「うん……進まないから、なんとなく……」


「なるほど。まぁ、そのあたりはこれ以上追つい及きゆうしませんが……、少々申し上げたいことがあるんです。よろしいですか？」


　にこりともしない高城には、本当に緊きん張ちようさせられる。何を言い出すのかまったく予想がつかず、本音としては一言など聞きたくはなかった。


　だから黙だまっていたというのに、おかまいなしに彼は言った。


「かなり露ろ骨こつな態度ですよ。『避さけてます』と大声で叫さけびながらプラカードを持っているようなものですね」


「…………」


「私はいいんですけどね、長谷部が面おも白しろいですから。和希さんのことになると、本当に大変ですよ」


　嘆息がまじっているものの、それはおそらくポーズでしかない。高城が本気で溜め息をつきたくなるような事態など、和希には想像も出来なかった。


　それでもこんなことで噓うそはつくまい。ならば達郎がこちらの態度に思うところがあるのも事実だろう。


「……怒おこってた？」


「かなり不ふ機き嫌げんでしたけど、怒っていたわけではないと思いますよ。何があっても和希さんに当たることはありませんから安心してください」


「そ、そっか……そうだよね」


　和希は思わずほっと胸を撫なで下ろした。達郎の不興を買いたくないというのは偽いつわらざる本音だった。今だってどこを好かれているのかわからないくらいだから、嫌きらわれるような材料は一つでも作りたくない。


　だが安心した途と端たんに、高城は淡々と言い放った。


「ただ、おしおきの一つや二つは覚かく悟ごされたほうがよろしいかと」


「は……？」


　ここへきてようやく和希は高城と目を合わせた。


「おしおきですよ。長谷部にとっては格好の口実とも言えますけどね。ベッドでのおしおきは得意でしょうし」


「……って……それ……」


「意味はわかりますよね？」


　わかりたくなくて、和希はとっさにかぶりを振ふった。高城が言うと妙みように恐おそろしげに聞こえて、背中がざわりとした。


　そして高城の言葉に触しよく発はつされるように、つい先日将吾に言われたことが浮うかんでしまう。道具だとか薬だとかエスカレートするだとか、ここで思い出さなくてもいいことが、勝手に出てきてしまった。


「あまり長谷部を刺し激げきしないでやってください。あの人の精神安定のためにもね」


「……オレって、そんなに危なっかしい？　自分ではさ、ちゃんと警けい戒かい心しんとかあると思ってるんだけど」


「そうですね……。さすがに子供の頃から言い聞かせてますし、長谷部の躾しつけはよく出来ていると思いますが、それ以上に和希さんは抜ぬけていらっしゃいますからね」


　さらりとした口調で告げられたことに、和希は眉まゆ根ねを寄せる。


「あ、あの……それってオレ、バカにされてる？」


「まぁ長谷部あたりには、たまらなく可愛かわいらしい部分なんでしょうね。私には学習能力のない間抜けとしか思えませんが」


「っ……」


　思わず息を呑のんだまま、和希は啞あ然ぜんとして声も出せないでいた。以前から言葉に容よう赦しやのない男だったが、まさか面と向かって間抜けなどと言うとは思ってもみなかった。やはり彼にとって和希などは、便べん宜ぎ上じようで敬語を使っているにすぎない相手なのだろう。


　それでも悪意で言っているわけでないのはわかっていたし、ショックを受けるとか傷つくとかいったこともない。ただひたすら驚おどろいてしまっただけだった。


「では、私はこれで」


　今度こそ一礼して高城は退室していった。様子を見に来たのではなく、本当は脅おどしに来たんじゃないだろうか。和希はそう思い直した。


「やっぱ、バレバレか」


　それでも達郎が直接訊ききに来ないのは、レポートが詰つまっているという理由が効いているからだろう。今さら噓ですとも言えず、とにかくこの週末は書かなくてもいいレポートを書くことにした。


　くだらない真ま似ねをしていることくらい、誰だれよりも和希自身がわかっていた。
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　和希が自室のベッドで目を覚ましたとき、部屋の中には身み支じ度たくを整えた達郎の姿があった。


「おはよう」


「うん……おはよ……」


　あまりにも自然で、最初はいつものように達郎の部屋にいるものと信じていたくらいだったが、やがて調度品やレイアウトの違ちがいに気がついた。


　きょとんとして達郎を見つめていると、ゆっくりと彼は近づいてきた。


「レポートは終わったのか？」


「あ、うん。まぁ……なんとか」


「珍めずらしいな。ああいうことは初めてだろう？」


「まぁね……」


　終わるも何も、出す必要がないものだから内容はいい加減なものだ。せっかくダミーまで作ったのに、とうとう達郎は様子を見に来なかった。


「ところで朝食はここに運ばせるか？　それとも隣となりで？」


「あ……ええと、下に行こうかな。顔、洗ってくる」


　ベッドから降りてルームシューズを履はこうとしていると、達郎がやってきて目の前に立った。内心で焦あせる和希をよそに、大きな手が肩かたに乗せられた。


「何があった？」


「別に……何もないよ」


「和希」


　洗面所へ行こうとしたが、強く肩を摑つかまれて邪じや魔まされる。俯うつむいたままでも強い視線が向けられていることがわかって、和希は動どう揺ようしていた。


　まさか達郎を、試ためしているのだとは言えるはずもない。


「遅おくれちゃうから」


「レポートがあると言うから、邪魔をしないようにしていたんだが、終わったならもういいな。話してくれるね？」


「……達郎さんには関係ないことなんだ」


　何もない、が通用しないのならば、後はそれしかないと思った。だが和希は自分の肩を摑む手に、かすかに力がこもったことに気がついた。


　だからますます顔は上げられなくなった。


「俺には話せないことなのか？」


「そう……だよ。オレにだって、いろいろあるんだから……」


「今までは全部話してくれていただろう？　隠かくしごとはなかったはずだ」


「でも、あるのは当然じゃない？　達郎さんだって、オレに言ってないこととか、隠してることとかあっただろ？」


　ないとは言わせない。たとえばずっと前から和希を好きだったことも、酔よわせて身体からだを好きにしていたことも、隠しごとには違いないのだ。そして達郎の隠しごとがすべて露ろ呈ていしたとも思っていない。


　達郎は何も言わず、小さく嘆たん息そくした。


「オレだって達郎さんに全部言えるわけじゃないよ。だって友達の秘密とか、そういうのは言えないし、自分一人で解決したいことだってあるし」


　今回に限ったことではなく、そうあるべきだと和希は思っている。いくら和希にとって一番大切な人だからといって、何もかもを達郎に相談し、解決に導いてもらっているようでは仕方ない。達郎が和希のすべてを抱かかえ込みたがっていることは感じているが、それでは和希が納なつ得とく出来なかった。


　いくら好きな人の望みでも、それは嫌いやだった。


「心配なんだよ」


「それはわかるけど、大だい丈じよう夫ぶだよ。ほんとに心配なんかしなくてもいいから」


　こんなふうに心配されると罪悪感に胸がちくちくと痛んだ。さりげなく試すどころか、達郎を思い煩わずらわせてしまったことに、ひどくいたたまれない気分になる。


　隠しごとが下手なのは十二分に承知しているから、心配するなという自分の言い分がいかに無理かもわかっていた。


「和希、俺の顔を見てもう一度言ってごらん」


「もう……出かける用意しないと。達郎さんもそろそろ時間だろ？」


　今日は出張で、いつもより早く出社すると聞いていた。


　和希は達郎の手を振ふりきって彼から離はなれ、洗面所に逃にげ込もうとしたが、ドアノブを摑んだところで腕うでを摑まれた。


　痛いくらいに握にぎられて、くるりと身体の向きを変えさせられる。ドアに背中を押しつけられ、間近から見下ろされるのを感じて、和希はとっさに達郎の手を振り払はらってしまった。


　その瞬しゆん間かんに、空気が変わったのがわかった。達郎の顔を見たわけでも、息を呑む気配を感じたわけでもないのに、強く伝わってくる気配があった。


　顎あごを摑むようにして顔を上げさせられて、唇くちびるを塞ふさがれる。きつく抱だきしめられ、むさぼるようにキスをされた。


　もがけばもがくだけ腕はきつくなるのに、和希はおとなしくしていることが出来ず、腕の中で抵てい抗こうを続けた。


　達郎がこんなふうになるのは初めてじゃない。いくら和希が嫌がっても、まるで人が違ってしまったみたいに力で押さえつけて好きにしようとするのは、和希を閉じ込こめて身体を奪うばったときと同じだった。


「や……っ……」


　喋しやべろうとしても口は塞がれたまま、かぶりを振ることすら出来ない。かろうじて自由になる手で達郎を押しのけようとしても叶かなわず、むしろ余計に拘こう束そくする力が強くなっていく。


　がむしゃらにもがき、腕を伸のばして何かに縋すがろうとしたとき、指先がドアノブに触ふれた。


　考えるより先に、和希はそれを回していた。


「っ……」


　和希の身体をドアに押しつけるようにしていたせいで、それが開いた瞬間に二人してバランスを崩くずした。だが後ろに倒たおれ込むかに思えた身体は、達郎の腕に抱きとめられて引き戻もどされる。


　唇はようやく解放されていた。


　また言葉を奪われてしまわないうちに、和希は言った。


「あ……あのときみたいだよ、怖こわくて……」


「和希……」


「こんな達郎さんは、嫌きらいだ」


　両腕で押し戻すと、あっけないほど達郎の身体は離れていった。腕も解ほどかれていて、少しずつ距きよ離りをとっても追いかけてくることもない。


　それでも和希は充じゆう分ぶんに離れてから、慌あわてて部屋を出ていった。パジャマ姿だが、今は気にする余よ裕ゆうもなかった。


　そのまま廊ろう下かの端はしまで走り、ドアをノックする。ややあって享が出てきて、和希を見ると大きく目を瞠みはった。


「どうしたんだ……？」


「入っていい？」


「ああ……」


　和希を通しながらも、享は廊下に目を走らせていた。達郎の姿を探しているのは間違いなかった。


「何かあったのか？　長谷部さんは？」


「…………」


　和希は溜ため息をつきながら床ゆかにしゃがみ込んだ。それからしばらくして、享は静かにドアを閉めた。


「長谷部さんが、和希の部屋から出てきたよ」


「……ふぅん」


「こっちを見てたけど……」


　距離があったから表情まではわからないと言って享は苦く笑しようした。並はずれて広い家だから、それは仕方なかったが、達郎のほうも特に何かを訴うつたえてくる様子はなかったという。


　きっと彼は自室に戻り、時間が来ればいつものように出社するのだろう。


「和希」


　促うながされるまま立ち上がり、椅い子すに座り直した。


「急にごめん」


「いいけど……。そういえば、朝食は？」


「まだだけど、いらない」


　かぶりを振る和希だったが、享は内線電話をかけて二人分のコーヒーと一人分のスープを頼たのんだ。それからドアがノックされるまで室内には会話がなかった。享には、無理に聞き出そうというつもりはないらしい。


　スープとコーヒーを運んで来たメイドが下がっていこうとすると、ドアから将吾がひょいと顔を覗のぞかせた。外から帰ってきたところなのか、手にはコートを持っている。


「お、なんだ珍めずらしいな」


　彼はそう言いながら、勝手に部屋に入ってきた。


「誰だれも入っていいとは言ってない」


「堅かたいことを言うなって。で、どうしたんだよ。なんかえらく萎しぼんでんな」


　露ろ骨こつに迷めい惑わくそうな享にはおかまいなしに、将吾はずかずかと入って来ると和希の隣となりに座った。顔を覗き込んで来るので、ちらりと目をやってからすぐに視線を外した。


「長谷部だな？　何があったんだよ。ほら、言ってみな」


「……やだ」


「なんでよ。お兄さんに相談してみなさいっての」


「無む理り強じいするな。和希、とりあえずスープだけでも」


　勧すすめられるままスプーンを手にしたのは、少なくともスープを飲んでいる間は、将吾も追つい及きゆうしてこないだろうと思ったからだ。今は享の取るスタンスがありがたかった。


　小さく切った野菜がたっぷりと入ったスープを口に運びながら、和希は自室でのことを考えていた。冷静でなかったのは自分も同じで、ついあんなことを言ってしまったが、早くも後こう悔かいしていた。


　嫌いなわけじゃない。ただ、怖いだけだ。ああいうときの達郎は和希の知らない誰かのようで、たまらなく嫌なのだ。


　自分でも不思議に思うのだが、たとえば先日のように、酔っているうちに手を出されたことには純じゆん粋すいに怒おこることも出来るのに、さっきみたいにされると身が竦すくんでしまうばかりだった。違いは達郎の雰ふん囲い気き一つだ。


　ゆっくりとスプーンを口に運びながら、高城の言葉を思い出した。


　刺し激げきするな。確かそう言っていた。


（さっきのがそうなのかな……）


　何がきっかけだったのかと、和希は一つ一つのことを脳のう裏りに浮うかべてみたが、思い当たる節が多すぎて、何がいけなかったのかがよくわからない。あるいはすべてが原因となっていたのだろうか。


（なんだっけ……空気が変わった瞬間があったんだけど……）


　思い出そうとしても、あのときの和希は冷静さを失っていたから、よく覚えてはいなかった。わかっているのは、直後にキスをされたということだった。


　いくら考えても結論は出てこなくて、そのうちにスープを飲み終えてしまった。


「そろそろ着き替がえないとまずいだろ」


「うん……」


　とっくに達郎は会社へ行ってしまったはずだから、部屋に戻ることにためらいはない。将吾はもの問いたげだったが、享が急せかすようにして和希を送り出すものだから、結局質問の続きはされなかった。


「大だい丈じよう夫ぶか？」


　ドアのところから享が問いかけてくる。


「うん、頭冷えたし……。急にごめん」


「いいよ」


　いきなり現れて事情も話さないなんて、ずいぶんと勝手な真ま似ねをしていると思う。なのに享はそれを許してくれるばかりか、何も訊きこうとしない。それでも、もし和希が訊いて欲しいと思ったら、ちゃんと引き出す言葉をくれたのかもしれなかった。


　どうしてあんなに和希の気持ちをわかってくれるんだろう。綺き麗れいで聡そう明めいで、そして人の機き微びにも聡さといなんて、出来すぎた人だ。


（将吾さんには、ちょっと口が悪いけど……）


　辛しん辣らつなことを言いはするが、逆にそれは将吾が特別な存在だということだ、兄でなかったとしたら、きっと違う態度になっていたに違いなかった。


　享は和希の目から見ても魅み力りよく的だと思う。


（もし享さんみたいだったら、もっと自信持てたんだろうけどさ……）


　達郎の気持ちに疑問を抱いだいたのは自分に自信がないからで、軽い気持ちで試ためしてみようとした結果、こうなってしまった。


（あんなこと言っちゃって……嫌われたらどうすんの、オレ……）


　部屋に戻って和希は大きな溜め息をついた。今すぐにでも謝りたいけれども、疑問を抱いていることは言いたくないから、どうしてもまた態度は不自然になってしまうだろう。それではまた同じことだ。達郎は不ふ審しんを抱き続け、和希の謝罪すら本心だと思ってもらえないかもしれない。


　それに達郎にだって問題がないわけじゃない。約束を破って手を出してきたことに、まだ一言も謝っていないのに、今度は強ごう引いんにキスしてきた。謝罪の時間を与あたえなかったのも事実だが、達郎ならばいくらでも何か方法を考えられたはずなのだ。おまけに和希のことをいまだに子供扱あつかいで、何も出来ないと決めつけてしまっている。心配は当然だと思いながらも、もっと信用してくれてもいいんじゃないかと思う自分がいた。


　何度目かの溜め息をついて、和希は決意した。


（やっぱ、謝らないと……）


　達郎が帰ってきたら、真っ先にそうしよう。そう決めたら少しだけ心が軽くなって、和希はようやく着替えるために動き出した。


　


　


　


「邪じや魔ましやがって」


　将吾は吐はき捨てて、長なが椅い子すにごろんと横になった。


　許可もなく入ってきておいて、まるで自分の部屋のように振ふる舞まう図ずう々ずうしさに、享は眉まゆをひそめた。まったくこの男は、人を不快にさせることに関しては天下一品だ。


「和希が聞いて欲しくなさそうだったのがわからなかったのか？」


「わかってるさ。長谷部の問題行動を、人に言いたくなかったんだろ。まったくケナゲだよな。あんな野や郎ろうにはもったいねぇ」


「そこまでわかってて……」


　呆あきれてものが言えなかった。無神経そうでいながら、実はいろいろなことに気づいているのだから、この男も油断がならない。それでいて気き遣づかいが足りないのも、ある程度は故意だから余計にそうだ。


「たぶん、長谷部が無理矢理何か悪さしたんだろ」


「どうしてそんなことまでわかるんだ？」


「それ以外で、あの野郎がへまやるとは思えねぇし、和希が飛び出して来るとも思えない。ここに泊とまったわけじゃなさそうだったし、普ふ通つうだったら着替えて来るだろ」


「なるほどね……」


　意外なほどの洞どう察さつ力だ。表面上は何食わぬ顔をして聞いていたが、内心では驚おどろき、そして感心していた。なんだかんだと言いながら、将吾は達郎のこともよく見ていて、彼なりの評価は下しているわけだ。


「この間から、いろいろと気にしてたからな」


「和希が？」


「そうそう。恋れん愛あいのお悩なやみってやつだな。お前もわかってるから、口出さないようにしてたんだろ」


「……あんたほど無神経じゃないだけだ」


　決めつけられるのは嬉うれしくなかった。たとえそれが事実だとしてもだ。


　恋愛の相談は最も苦手だ。だから落ち込んでいる和希を慰なぐさめることは出来ても、相談に乗ることは出来ない。


　にやにやしながら見つめてくる将吾から視線を外し、享は吐き捨てるように言った。


「いつまでいる気なんだ？　もう用はないだろ。出ていけ」


「そう邪じや険けんにすんなよ。血の繫つながった兄弟じゃん」


「人の部屋に居座る理由にはならないな」


「ベッドじゃないだけマシだろ。眠ねむいんだよ、寝ねかせろ」


　将吾は大きなあくびをして、そのまま目を閉じてしまった。


「冗じよう談だんじゃない……！」


　享は慌あわてて将吾が枕まくらにしていたクッションを勢いよく剝はぎ取り、それを顔の上に叩たたきつけた。ぼすっ、という音に混じって将吾の声が聞こえた。


「何すんだよ、ひでぇな……！」


「それはこっちのセリフだ。あんたの部屋はすぐ隣となりだろ。さっさと自分の部屋に行って好きなだけ寝ればいい」


「冷たいねぇ、享クン」


　やれやれとばかりに享を見上げて笑いつつも、将吾が起きあがる気配はなかった。むしろ面おも白しろがっている態度だ。


　相手にするべきではない。ふと冷静さを取り戻もどしてそう結論付け、享は大学へ行く準備をした。自分の留守中に人が部屋にいる状態は歓かん迎げい出来なかったが、見られて困るものもないし、一いつ緒しよにいるよりはずっといい。


　自分に言い聞かせながら、享はバッグに必要なものを詰つめ込んだ。


　


　


　


　気分がよくないときには、さらに拍はく車しやがかかるようなことが起きるものらしい。和希はその姿を見た瞬しゆん間かんにそう思った。


　空き時間をカフェですごそうと、教室から出てすぐのことだった。


　親しくなった覚えはないのに、やけに自然に手を挙げて近づいてきた富岡は、今日も和希が一人でいるときに現れた。以前もそうだったから、これは狙ねらって来ていると見て間ま違ちがいはないだろう。


　こちらが歓迎していないことは顔や態度でわかるはずなのに、富岡はまったく気にしたふうもない。とんでもない無神経か、あえて素知らぬふりをしているのか。


　おそらく両方なのだろうと思った。


「空き時間？」


「ええ、まぁ……」


「茶でもしない？　奢おごるよ」


　にこやかに笑ってはいるが、目だけがそうじゃない。親切そうな態度と言葉に騙だまされる人間もいるのかもしれないし、富岡は和希を与くみしやすいと判断したのかもしれないが、あいにくとこの手合いには慣れっこだった。


　今までも同じように何人もあしらってきたのだ。達郎が知っている相手も知らない相手もいたし、もっと和希を不ふ愉ゆ快かいにさせた相手もいた。


　自分だけで、どうとでも出来る。和希はそう思いながら富岡を見上げた。


「一応、言っておきますけど」


「うん？」


「オレに何か頼たのもうとしても無む駄だですよ。会社はもう父じゃない人が動かしてるようなものだし、あなたにメリットはないと思います」


　じっと見み据すえながらきっぱり言うと、富岡は鼻白んだ様子でわずかに片方の眉を上げた。感情的になっているふうはなかった。


「ずいぶんはっきり言うんだな。ちょっと意外」


「大たい抵ていの人は、オレがもっとおとなしいと思ってるからね」


　和希があえてそうしていた部分もあったが、主な原因は外見からくる印象らしい。黙だまっていると柔やわらかで、おっとりとしたふうにも見えることを和希は自覚している。


「それに、あなたみたいな人は珍めずらしくないんだ。ササモトの社長令息に用事がある人は、よくいるんだよ」


「ま、そうだろうな」


「目的を果たした人は誰だれもいないけど」


「なるほどな」


　富岡は本当に感心した様子で頷うなずくと、それからわざわざ身を屈かがめて和希と目の高さを合わせてきた。


「綺き麗れいな顔して中身きっついのは河村と一緒か」


「どうやって、オレの大学知ったの？」


「簡単だったよ。車のナンバーから身元はわかったし、後は他校のことに詳くわしそうなやつらに片かたっ端ぱしから訊きいて回ったら、お前のこと知ってるやつがいた。運よくね。噂うわさじゃ世間知らずの天然ってことになってたけど、少し違ったな」


「少しって……」


　微び妙みような気分にさせられて和希はムッとした。


「ま、いいや。俺も一つ訊きたいんだけど、河村とは本当に親しん戚せきなのか？」


「そうだけど……」


「あいつ、どこにいるんだ？　ずっとアパートに戻ってないだろ」


　和希はぎょっとして目を剝むいた。そんなことまで把は握あくしているなんて、富岡という男は何がしたいのだろうか。


　退ひいたのがわかったのか、富岡は慌ててフォローの言葉を口にした。


「誤解すんなよ。アパートが近くてさ、通り道ってだけだ。わざわざ見に行ってるわけじゃないからな」


「享さんの居場所知って、どうすんの？」


「別にどうもしない。ちょっと気になっただけでさ」


「信用出来ないよ。だって、享さんのこと目の敵かたきにしてるんだろ」


「あいつがそう言ったの？　ふーん……まぁ、近いものはあるか。いろいろ気にくわないことがあるのは確かだからな」


　富岡はあっさりと認めて、元のように身体からだを伸のばした。


「とりあえず、よろしく言っといて」


　薄うすく笑えみを浮うかべて富岡はあっさりと立ち去っていった。


　その後ろ姿を見送りながら、和希は思い違いの可能性に気がついた。目的があって近づいてきたのは事実だが、目的は和希に取り入ることではなかったのかもしれない。


　思えば就職のことで絡からんできている、と言ったのは享であり、それがそもそも間違っていた可能性だってある。むしろ今日の様子を見ていると、拘こだわっているのは享自身に対してのようにも思えた。


　もっともこれも和希の私見であり、正しいという自信もないのだけれど。


（享さんがなかなか摑つかまらないから、オレのとこ来てたって気もするし……）


　とにかく富岡のことはそう気にすることでもないだろう。カフェに向かって歩き出した和希は、携けい帯たい電話を取りだして享にメールを打とうとした。


「あ……メール来てた……」


　差出人は将吾だった。せっかく達郎もいないことだし、気晴らしに帰りに待ち合わせて遊びに行こうと書いてある。


　せっかく、という言葉が気にはなったし、また今朝の続きで追つい及きゆうされるんじゃないかという懸け念ねんはあったが、富岡のことを相談したい気持ちも強かった。享がその場にいないほうが、言いやすいこともあるし、将吾は和希や享とはまた違う意見を言ってくれそうだ。


　今朝ほど落ち込んでもいないこともあって、すぐにＯＫの趣しゆ旨しのメールを出した。時間と場所のやりとりを済ませ、今度こそ和希はカフェに向かった。


　


　


　


「ていう感じなんだけど……」


　将吾に連れられていった店で料理を突つつきながら、和希は先日からのことを一つ一つ丁てい寧ねいに説明していった。


　店はカジュアルな創作料理の店、あるいは高級志向の居酒屋といった趣おもむきになっており、照明は抑おさえ気味で席ごとに仕切りがある。料理はどれも量よりも質と見み栄ばえに拘っていて、大きめの皿に上品に盛りつけてあった。


　話すことに熱心になっているので、食事はあまり進んでいない。それは真しん剣けんに聞いてくれている将吾も同じだ。


「ふーん……なるほどね」


「オレのとこには、まだ二回しか来てないんだけどさ……」


「また来そうか？」


「わかんない。でも、しつこくないから全然平気なんだよね」


　もっと頻ひん繁ぱんに現れるとか、不快なことを言うとか、なかなか解放してくれない、というならばともかく、富岡は引き際ぎわもあっさりしているのだ。


「享さんには違うみたいなんだけど」


「そりゃ、目的が享だからだろ」


「やっぱり？」


「うん。あれだろ、享の居場所がわかんねぇから、探さぐり入れに来てたんじゃねぇの？　就職とかなんとかいうのは、違うだろ。ま、俺は会ったことも話したこともねぇから、推測なんだけどな。ほら、食いな」


　言いながら将吾はようやくまた箸はしを手にした。


「あ、うん」


　和希も目の前の料理のことを思い出し、シーフードサラダを口に入れた。


「ま、あれだ。嫌いやがらせしたいのか、実は惚ほれてるかはわかんねぇけど」


「好き……もあり？」


「ありでしょう。世の中には嫌きらいな相手にエネルギー費ついやせるやつもいるから、断定は出来ねぇけどな」


「ああ……」


「俺はそんな無駄なことしたくねぇけど」


　和希は将吾の言葉に頷いて、ジンジャーエールを飲んだ。和希自身には嫌いというほどの相手はいないが、いたとしてもその人のために時間や労力は使いたくない。けれども確かに将吾が言うように人によっては違うかもしれないのだ。


「あいつもな、相手のやる気を無む駄だに刺し激げきするからな」


「享さんのこと？　どういう意味？」


「なんていうか、こう……ねじ伏ふせたくなるタイプ」


「そ、そうなの？」


　箸の先から、エビがぽろりと取り皿に落ちた。


「和希にはわかんないだろうな。つまり降参させて、服従させたくなるわけよ。ちょっとそそるよな」


「将吾さん……」


　何やら発言が危なくなっている気がして、和希はじっと将吾を見つめた。自分たちを棚たなに上げて同性がどうのと言うつもりはないが、兄弟はどうかと思うのだ。まして服従だのねじ伏せるだのというのは問題だ。


「そんな顔すんなって。別に何もしやしないからさ。そんなことしたら親父に叩たたき出されちまうしな」


「そういう問題？」


「顔は好み。それは否定しねぇよ」


「兄弟だよ」


「実感ねぇんだよなぁ……当たり前か」


　口の端はしを上げて笑い、将吾は口いっぱいに食べ物を入れた。とりあえず喋しやべらなくていいという理由を作ったように見えて仕方なかった。


　なんとなくこの話は続けにくくなり、和希は間を持たせるために携帯電話を見た。


　達郎からはメールも電話も入ってはいなかった。


　


　


　


　ひどく息苦しくて、和希は目を覚ました。


　室内は暗いが、カーテンが開いたままになっているのか、月明かりが差し込んできているようだった。


　苦しいのは胸の上に乗っている腕うでのせいだと気がついて、和希はそれを押しのけようとしたが、手に直接触ふれた肌はだの感かん触しよくに、はっと我に返った。


　隣となりに誰だれかいる。それは確かだが、達郎ではあり得ない。


　慌あわてて首を傾かたむけて見ると、暗がりの中でもはっきりと将吾の金きん髪ぱつが見えた。


「う、うわ……っ……」


　がばっと勢いよく起き上がった和希は、自分がちゃんとシャツを着ていることを知って安あん堵どの息を漏もらした。


（よかった、着てる……）


　シャツはよれよれでひどい有様だったし、ボタンは上から三つ目までが外れてはいたが、ただそれだけだった。一方の将吾は、下こそ身に着けているようだが上半身は裸はだかになっている。


　室内を見回し、将吾の部屋であることを知って、同時に昨晩のことを思い出した。


　食事の後でゲームセンターへ行って遊び、帰りのタクシーの中で富岡の話が再び始まり、将吾の部屋でああだこうだと話し続けたのだ。達郎からは将吾の部屋に行くなと言われていたのだが、少しくらいならば……と、言いつけを破ってしまった。そのときに軽くアルコールを入れたのだが、自覚していたよりも飲んでいたらしい。


　将吾の部屋で飲んで眠ねむってしまったのはこれで二度目だった。一度目は達郎が迎むかえに着て運んでくれたらしいが、今回は出張中だったからそうもいかなかった。そういえば達郎からは、自分以外の人間とは飲むな、とも言われていたのだ。記き憶おくがなくなることに対しての懸念ゆえだった。


（バレたらやばいよね……。よし、こっそり帰ろ……）


　今ならばまだ家の者たちも眠っているはずだ。誰かに見られる前に、自室に戻もどったほうがいいに決まっている。


　そっとベッドを抜ぬけ出し、音がしないようにドアを開け閉めして廊ろう下かを慎しん重ちように歩いた。自分の部屋に戻るときも、音がしないようにずいぶんと気を遣つかった。


　自室に入ってドアを閉めると、自然と安堵の息が漏れた。


「……びっくりした」


　思わず呟つぶやいて、和希は室内の照明をつける。まだ時間は明け方の四時だった。もう一度寝ね直すことも出来る時間だ。


　喉のどの渇かわきを覚え、寝る前に何か飲みたいと思ったものの、階下へ降りていくと誰かに――高城あたりに気づかれてしまいそうで、結局は洗面所の水道水で我が慢まんすることにした。


（水道水、そのまま飲むのってどのくらいぶりだろ……）


　洗面所の鏡の前でふと顔を上げた和希は、映り込んだ自分の姿を見て息を呑のみそうになった。


「う、噓うそっ……」


　シャツの襟えり元もとから覗のぞく肌には、くっきりと赤い痕あとがついている。まさかと思いながら鏡に近づいて確かめると、やはりそれは虫さされでも蕁じん麻ま疹しんでもなく、キスマークらしかった。


　昨夜まではこんなものはなかった。とすると、考えられるのは将吾しかいない。


（で、でも服着てたし……）


　慌ててシャツを脱ぬぎ、まじまじと自分の身体からだを見たが、どうやら新しい痕がついているのは鎖さ骨こつのすぐ下の一ヶ所だけらしい。背中も、そして念のために下のほうも見てみたが、あるのは消えかけた達郎の印だけだった。


　思わず安堵の息が漏れた。


（そうだよな。なんか、したときと違ちがうし……）


　身体の感覚がまったく違うのだし、問題はまったくないと大きく頷うなずく。記憶にはないが、どうせ将吾がふざけてやったのだろう。向こうもかなり酔よっていたことだし、充じゆう分ぶんにありそうな話ではないか。


「なんでもない、なんでもない。けど……達郎さんには内ない緒しよだよな……」


　単なる冗じよう談だんとはいえ、恋こい人びとが他ほかの人間にこんな痕をつけられたら面おも白しろくないだろう。あえて恋人を不ふ愉ゆ快かいにさせることもないし、将吾だってわざわざ自分からこんなことを言ったりしないはずだ。そもそも彼が覚えていない可能性もあるのだ。


　そして和希は当分、達郎と寝るつもりはない。幸い服で隠かくせる場所だし、すぐに消えてくれることだろう。


「よし、大だい丈じよう夫ぶ」


　和希は軽く顔をはたいて、バスローブを身に着けた。すっかり目が冴さえてしまい、二度寝ねをする気はなくなったが、もう少し経たって家の者が起き出したらシャワーを使おうと思った。昨晩はそのまま眠ってしまったからだ。


　退たい屈くつな時間を潰つぶすためにパソコンを立ち上げ、まだ観みていないＤＶＤソフトを引っ張り出してきた。


　見終わった頃ころにシャワーを浴びて、朝食をとりに行けばちょうどいいだろう。


　和希はディスプレイをじっと見つめて、映画が始まるのを待った。
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　時計の針は、午後十一時を回ったところだった。


　帰京してすぐに会社へ行き、そのままついさっきまで仕事を片づけていた達郎は、自分の部屋で不ふ機き嫌げんな顔をごまかそうともせずにソファに座っていた。


「特に何もありませんでしたよ。和希さんのことを除けば」


「どういうことだ？」


　留守中の報告に来た高城の一言に、達郎はぴくりと眉まゆを上げた。


　いつもなら帰宅した達郎を出で迎むかえてくれるはずの和希はここにいない。どうやらすでに眠ってしまったらしく、そこに高城が呼んでもいないのに来るものだから、さらに不機嫌になっていたのだった。


「眠るつもりはなかったみたいですよ。私が伺うかがったときには明かりがついていましたしね」


「そうだろうな」


　和希に限って、達郎が帰るのを待たずに寝てしまうはずがない。大方、少し横になろうとでも思ってそのまま眠ってしまったのだろう。


「それで、どうしてこんなに早くお休みになっているかというとですね、和希さんは昨晩、将吾さんと遊びに行かれたわけですよ」


「へぇ……」


「ゲームセンターに連れて行ってもらったそうで、とてもはしゃいでいましたよ。で、そのまま将吾さんのお部屋で飲んでいたようです」


「またか」


　吐はき捨てるような言い方になってしまったのは無意識だった。高城以外の者がいたら、けっしてそうはならなかったはずだった。


　まして、和希の前では。


「まさか、そのまま泊とまったんじゃないだろうな」


「そのようです。四時頃ですかね、そっとお戻りになっていましたから、きっと寝ね不足なんでしょう。その後は起きていらしたようですし」


　たまたま起きていたら、気配がするので廊下を見上げていたと高城は言った。そのまま眠らなかったことに関しては推測に過ぎないが、やけに朝食をとりに来たのが早かったので、起きていたのだろうと判断したようだ。


「少し挙動不ふ審しんでしたかね。将吾さんの態度は普ふ通つうでしたが」


「……なるほど。それで、お前は和希が将吾くんの部屋に泊まったのを、みすみす許したということか？」


「気がつかなかったんですよ」


「本当か？」


「もちろんです。大学生がちゃんと自分の部屋で寝ているかどうかなんて、いちいち確かめませんからね。それに、将吾さんは何もしないでしょうし」


「だといいがな」


　理性的であれば、手を出すことはないだろう。そこまで将吾は愚おろかではないだろうし、軽い気持ちで何かするには、和希に対して好意的でありすぎる。


　だが酔っていたとしたら、どうだろうか。


「……どの程度飲んだかはわかるな？」


「ええ。後でメイドに訊きいておきますよ。他には何か？」


「いや、いい」


「では、のちほど」


　高城が下がっていくと、達郎は大きく息を吐き出した。


（留守中に、そんなことになっていたとはな……）


　気晴らしに将吾の誘さそいを受けたことは想像に難かたくない。昨日の朝の出来事を思い出すと、苦い後こう悔かいが胸の内に広がった。


　あんなことをするつもりはなかったのだ。なのに、あのときは完全にコントロールを失ってしまった。


　和希からの拒きよ絶ぜつ。達郎が冷静さを失うのはいつもそれだった。この部分に関してだけは、どうしても自分を律することが出来ない。たとえ和希を怯おびえさせることになるとわかっていてもだ。


　達郎は立ち上がり、鍵かぎを手にして和希の部屋に向かった。施せ錠じようしていない可能性もあるが、念のためだった。


　ノブを回すと、それがゆっくりと回った。


　室内は暗く、ドアの隙すき間まから差し込む光以外に光源はない。達郎はそっとドアを閉め、スイッチで光量を調節して明るすぎない程度の照明をともした。


　和希が目を覚ます気配はなかった。アルコールが入っていなくても、和希は一度眠ねむったらなかなか起きないのだ。少なくとも安心しきって眠っているときはそうだった。


　達郎はベッドの端はしに腰こし掛かけて、和希の髪かみに手を伸のばした。


（明日の夜に持ち越こしか……）


　帰ったらすぐにでも、和希との関係――というと大げさだが――を修復しようと思っていたのに、これではどうしようもない。


　あえて電話をしなかったのも、考えあってのことだった。和希の性格ならば、あのとき達郎に嫌きらいだと言ったことに後悔の念を抱いだいているはずだし、連れん絡らくがないこともひどく気にしたことだろう。そうして不安を感じてくれていれば、こちらの言葉も受け入れやすくなるというものだ。


　頰ほおを撫なで、薄うすく開いた唇くちびるに指を這はわせようとしていた達郎は、パジャマの襟えり元もとから覗のぞく赤い痕あとに気がついた。


（これは……）


　襟えりを開いて確かめると、確かにそれはキスによる鬱うつ血けつの痕だ。達郎がつけたものじゃないことはすぐにわかった。


状じよう況きようからすると、将吾の線が最も濃こい。


　達郎は羽根布ぶ団とんをめくり上げ、パジャマのボタンをすべて外した。とりあえず他ほかにそれらしい痕はない。そしてズボンも脱ぬがせてみたが、達郎を怒おこらせるような痕こん跡せきはなかった。


　だが、黙だまって見み逃のがすつもりもない。


「少しはめを外しすぎたな、和希」


　呼びかけに応じることもなく眠り続ける恋こい人びとは、当の本人が自覚しているよりも遥はるかに罪作りだ。いや、きっと自覚などこれっぽっちもないのだろう。


　少し変へん更こうが必要だ。


　パジャマを着せかけながら、このままむしゃぶりつきたい衝しよう動どうをなんとか抑おさえつける。今はだめだ。あと一晩、待たなければ。


「悪い子には、おしおきをしないとね」


　唇に軽くキスを落として、達郎はうっすらと笑えみを浮うかべた。


　


　


　


　鳴らない電話に、和希は小さく溜ため息をついた。


　ずっと待っているのに、求める人からの連絡はない。朝から何度か携けい帯たい電話は鳴っているが、それは別の人間からのメールだったり電話だったりして、和希が一番鳴って欲しいと思っているメロディではなかった。


　今朝、目を覚ましたときには、すでに達郎は出社していた。昨晩だって眠るつもりはなかったというのに、気がついたら朝になっていたのだ。


（これじゃ、達郎さんの帰りなんてどうでもいいみたいじゃん……）


　だからメールを打って、おかえりを告げたというのに、達郎からの返事は来ない。仕事で忙いそがしいのだろうということはわかっているが、メールを出したのが午前中で、今はもう夕方という事実が、和希の気持ちを秒単位で萎しぼませている。


　携帯電話を見つめて溜め息をつく姿が、あちこちに新たな話題を提供していることなど、和希が知るよしもなかった。


（やっぱ、怒おこってんのかな……）


　達郎がこんなに連絡をくれないなんて初めてのことだった。昨日もおとといも、和希の携帯電話が達郎の名前を表示することはなかったのだ。


　どうしよう、という思いばかりが和希の中につもっていく。


　もはや原因だのどちらの問題だのということは、どうでもよくなってしまった。達郎が怒っていなくて、和希に愛あい想そ尽づかしをしていなければなんでもいい。


「あのさぁ……もう帰っちゃえば？」


　溜め息まじりに宮内は言った。午後からみるみるテンションが下がっていった和希に、今まで友人たちは何も言わなかったのだが、とうとう代表して口を開いた。


　続きは別の友人が口にした。


「どうせ出席取らないし、今日は何聞いても耳に入らないよ」


「そうそう」


「え、いいよ。大だい丈じよう夫ぶだし」


　帰ったところで状況が変わるわけではない。達郎が連絡をくれるか、帰宅を待って会うかしないことには、何も動かないのだ。


「いよいよ深刻化したのか？　家のこと」


「そうじゃなくて……一対一の人間関係っていうか……」


「やっぱ恋れん愛あい絡がらみなのかっ？　ほんとにそうなの？」


　一いつ斉せいに色めき立つ友人たちを目まの当たりにして和希は面食らってしまった。


「やっぱ……って何？　ほんとにって……？」


「いや、だって携帯見て溜め息、ってくれば普ふ通つうそう思うじゃん。俺らだけじゃなくて、あちこちでそう噂うわさされてるよ」


「な……」


　大きく目を瞠みはりながら周囲を見ると、確かにこちらを見ていた連中が多いことがわかった。どうやら会話に聞き耳を立てていたらしい。


「笹本の噂でこの手は初だよな」


「今までは面おも白しろ伝説ばっかだったからな」


　自分たちで、その面白伝説とやらをねつ造しているくせに、と口には出さずに思う。よく言えば和希は親しまれているのだろうし、悪く言えばオモチャみたいなものではないだろうか。どちらだろうと、別にかまいはしないのだが。


「で？　真相は？」


「……内ない緒しよ」


「ますますアヤシイ」


　宮内は目を輝かがやかせて身を乗り出してくる。他の連中も似たり寄ったりの反応だった。


「オレはみんなの娯ご楽らくじゃないんだぞ」


「だって気になるんだもん。想像出来なくてさ」


「なんだよ、それ。オレだって好きな人くらいいるしっ」


「おお……」


　どよめきのようなものが起こったことに、和希は眉まゆをひそめる。好きな人がいるくらいでこの反応はどうなのか。一体自分はどういう認にん識しきを抱かれているのかと面白くなかった。今日はただでさえテンションが低いというのに。


　すっかりへそを曲げてぷいと横を向き、今にも雨が降りそうな空を眺ながめた。


　鈍にび色いろの空は、今の和希の気分のようだ。いっそ降り出してしまえばいいのに、どんよりとした雲のままでいる。


　何度目になるかわからない溜め息をつこうとしたとき、手に持ったままの携帯電話が着信を知らせて鳴り始めた。


「あっ……」


　待っていたメロディに、和希はうろたえてしまった。あれだけ待ち望んでいたというのに、いざかかってきたらどうしていいのかわからなくなった。


「出ないの？」


「で、出るよ……っ」


　震ふるえそうになる指で通話ボタンを押し、声が裏返ったりしないように慎しん重ちように第一声を発しようとしたら、先に達郎の低い声が聞こえてきた。


『和希？』


「あ……うん」


『メールを見たよ。ちょっと忙しくてね、なかなか返事が出来なくて悪かった。それで、今日は何か用事があるか？』


「ないよ。まっすぐ帰るけど……」


『だったら待ち合わせて食事をしよう。場所は荒瀬に言っておくから』


　いつもと変わらない達郎の声にほっとしながら、和希は相づちばかり打っていた。なんだか妙みように緊きん張ちようして言葉が出てこなかった。


　忙しい中をかけてきたのだろう。電話はほとんど用件のみで終わったが、和希の気分は噓うそのように晴れやかになっていた。


　我ながら現金だと思った。


「変身したみたいに、顔つきが変わったぞ」


「そ、そう？」


「今度は浮かれて授業どころじゃないかもな」


　何を言われても、どんなに笑われてもかまわなかった。


　早く時間がくればいいのにと、今度は時計ばかりが気になった。


　


　


　


　荒瀬が車を着けたのは、よく食事に使うホテルのエントランスだった。帰りは達郎と一いつ緒しよなので、そのまま和希を下ろして走り去っていく。


　指定された店は最上階にあるレストランで、夜景が売りになっていることもあって照明は抑おさえ気味だ。窓まど際ぎわの席に通されて少し待っていると、やがて達郎がギャルソンに案内されてやってきた。


　会うのはおとといの朝以来だ。なのにとても久しぶりに会うような感覚だった。


「少し待ったかな」


「ほんのちょっとだよ。あ……そうだ、えーと……おかえり」


「ああ。いい子にしてたか？」


　留守番の子供に接するような言い方はもちろん冗じよう談だんで、いつもならば子供扱あつかいだと抗こう議ぎするところだが、今日は黙だまり込むしかなかった。昨晩のことを思うと、なかなか普段通りには振ふる舞まえない。


「どうした？」


「え……っと……、その……昨日は将吾さんとご飯食べてゲームセンターで遊んでた……」


「高城から聞いているよ。楽しかった？」


　穏おだやかに笑う達郎は、将吾と出かけたことを気にしていないようだった。常つね日ひ頃ごろから将吾のことを警けい戒かいしているらしいが、普通に遊びに行く程度ならば問題ないようだ。


（泊とまったこともバレてないみたいだし……）


　和希はほっとして相そう好ごうを崩くずした。


「うん。ゲーセン初めてだったんだ。将吾さんがすげー上手うまくてさ」


　肩かたから力が抜ぬけると、口は自然と滑なめらかになった。和希がしゃべり、達郎がそれを聞いてくれるという、いつもの図式が戻もどっていた。


　料理はアラカルトで、和希が食べたいものをいくつかオーダーした。コースと違ちがい、食事の時間はさほどかからない。達郎の前には赤ワインが入ったグラスが、そして和希の前にはフレッシュジュースが運ばれてきた。


　食事をしながらいろいろなことを話し、話題はやがて富岡のことになった。


「それで相談がてら、将吾さんとご飯食べたんだけどさ」


「将吾くんの見解は？」


「享さんを好きってのもありじゃないかって。アパートにいないから、オレに探さぐり入れてきたんだろうって言ってたけど」


「なるほど。確かにそれは考えられるな」


「でもさ、享さんてかなり人の気持ちに聡さといんだよね。なのに好意と悪意、間違えたりするかなぁ……？」


　将吾の意見には納なつ得とくする部分も多いのだが、一番引っかかっているのはそこだ。昨日も、享にそれを言ったら、溜ため息をついて和希に謝ってくるばかりだったし、将吾の言ったことをそのまま伝えたら、心底嫌いやそうな顔をして黙り込んでしまったのだ。


　だから達郎の考えも知りたかった。


「自分に向けられる感情には疎うとい、という場合もあるな」


「そっか、そうだよね」


「思いこみや自分の感情が邪じや魔まをしているのかもしれない。社長に対する将吾くんもそのケースだな」


「あ……」


　確かに言われてみればその通りで、和希は大きく頷うなずいた。妙なところで似ている兄弟だと思うと、おかしくなってきた。


　自然と笑えみが浮うかんで、達郎に不思議そうな顔をされてしまった。


「同じだなって思って」


「ああ……そうだな」


「将吾さんは兄弟の実感はないって言ってたけどね。あ……それにちょっと変なことも言ってたよ。享さんは服従させたくなるタイプなんだって」


　言いながら和希は達郎の反応をじっと見ていた。果たして彼もそうなのか、と少しだけ興味があった。


　だが達郎の反応はひどくそっけないものだった。


「そういう男もいるかもな」


「達郎さんは違うの？」


「俺は和希を服従させたいなんて思ったことはないよ」


　急に真しん剣けんなまなざしを向けられて、和希もとっさに笑みを引っ込めてしまった。否いや応おうなしに、おとといの朝のことを思い出していた。


「この間は悪かった。どうかしてたな」


「……もういいよ」


「和希に拒きよ絶ぜつされると、頭の中が真っ白になるんだ。それ以外のことなら、だいたい自分をコントロール出来るんだけどね」


　苦く笑しようまじりにそうまで言われてしまうと、かえって心の中に罪悪感にも似た思いが湧わき起こってくる。拒絶という自覚など今の今までなかったが、おそらく達郎を振り払はらったことだろうとは想像がつく。


「……怒おこってんのかと思ってた」


「俺が？　まさか」


「だって、連れん絡らくなかったし……だから、オレ……」


「寂さびしかった？」


　やんわりと尋たずねられるまま、和希は頷いた。


「それに、不安だった。嫌きらわれたらどうしようって……考えてた」


「俺が和希を嫌うはずなんかないだろう？　むしろ和希のほうが、俺を鬱うつ陶とうしがっているように見えたけどね」


「そんなことないよ……！」


　思いがけず大きな声になってしまったが、周囲の注目を集めるほどではなかったことにほっとして、和希はゆっくりと息を吐はき出した。


　そうして今度は落ち着いた声で続けた。


「ただ、もう少しオレのこと信用っていうか、認めて欲しいって思っただけでさ……」


「認める？」


「うん。だって達郎さんて過保護っていうか、オレにはあんまり任せてくれないっていうか、大人として見てくれないじゃん。さっきの子供扱いは冗談だってわかってるけど」


「ああ……そうかもしれないな。つい……ね、子供扱いをしているつもりはないんだよ」


　達郎はそう言いながら指先をグラスに伸のばしたが、結局少しだけそれを揺ゆらしただけでワインを口にはしなかった。


　互たがいに食事を続ける気はなくなっていた。


「オレ、もう大学生だし」


「わかってるよ」


「だったら、そう扱ってよ」


　心の中にわだかまっていたことを言葉にして向けると、達郎は軽く顎あごを引いてみせた。すぐには無理だろうけれど、こちらの気持ちはわかってもらえたはずだと思った。


「来年は二十歳はたちになるんだったな」


「もう大人なんだからな」


　そう言ったら少し笑われたのが面おも白しろくなかったけれど、いちいち突つっかかるのはやめにした。自分が子供っぽいことくらいの自覚はあるからだ。


「出ようか」


「うん」


　連れだってレストランを出て、エレベーターに乗り込む。長い指がすぐ客室階を押すのを見て、和希は思わず達郎を見上げた。


「泊まんの？」


「たまにはね。下に車を置いてあることだし」


「ふぅん……オレも？」


「嫌か？」


　再びドアが開いたものの達郎はすぐに出てはいかず、ただ和希の顔を見つめてくる。ここで嫌だと言ったら、彼はこのままドアを閉めるのだろう。


「……嫌じゃない」


　胸が騒さわぎ始めるのを自覚しながら、和希は先にフロアへ降り立った。背後でドアが閉まり、肩を抱だかれた。静まりかえったフロアに人の気配はなく、部屋に入るまでとうとう誰だれにも会うことはなかった。


　部屋はスイートで、寝しん室しつへのドアは開いたままになっている。ダブルサイズのベッドが二つあるタイプだった。


　和希は自分のコートをクローゼットにかけた。すでに達郎は一度部屋に来ていたらしく、彼のコートもそこにあった。


「和希、おいで」


　呼ばれるままに達郎のそばへ寄ると、腰こしを抱き寄せられて触ふれるだけのキスをされた。先日とは違うのだということを、触れ方で示しているかのようだ。


　それからもう一度唇くちびるを塞ふさがれ、シャツのボタンに手をかけられた途と端たんに、和希ははっと息を呑のんだ。


　昨晩、将吾につけられた痕あとのことを思い出した。


「あ、あの……っ」


「うん？」


「ええと、やっぱり……」


「理由を言ってくれないか？　家でなければ問題はないはずだろう？」


「その……あっ、明日は朝イチで授業があったりして……だから、ちょっと……」


　出席を取らない授業だし、そのあとは空き時間で、午後も出席カードさえ出しておけば支障のない日なのだが、それはあえて言わないことにした。とにかく和希としては、週末までは待って欲しかったのだ。


　だが達郎は口の端はしを上げながら、指先で鎖さ骨こつの下をトントン、と叩たたいた。


「理由はこれじゃないのか？」


「っ……」


　厚手のシャツの下が見えるはずもない。けれどもそこは、寸分も違たがわず赤い痕がある場所だった。


「パジャマだと見えるんだよ。俺がいない間に、他ほかの人間に肌はだを許すなんて悪い子だな」


「ゆ、許すなんて……」


　とっさに和希はかぶりを振ふった。将吾と寝ねてしまったと誤解しているのならば、それを解かなければと思った。


「違うよ。きっと将吾さんはふざけて……」


「将吾くんなのか？」


「た……たぶん……」


「たぶん、ということは記き憶おくにないわけだ。つまり何をされたのか、和希もわかっていないということだね」


「それは……」


　和希はしゅんとして俯うつむいてしまった。確かに絶対、とは言えない。何しろ本当に何も覚えていないのだから、相手のことはもちろん、どの程度の接せつ触しよくがあったのかもまったくわかっていないのだ。根こん拠きよは将吾の人となりと、和希の身体からだの感覚しかなかった。


「だったら確かめようか。和希の身体に、本当に俺以外の痕こん跡せきがないか……。それに、悪い子にはおしおきも必要だ」


　そう言いながら達郎はひょいと和希を抱き上げた。開け放しのドアから寝室に入り、アッパーシーツを捲めくったベッドに下ろされる。


「でも、痕はここだけだったし……」


「自分で見える範はん囲いでは、だろう？」


「そうだけど、ちゃんと服着てたし、怠だるさとか、あそこの感じとか、したときとは違ってたもん……」


　根拠を口にしている間も、達郎は和希の服を脱ぬがして隣となりのベッドに放ほうり出していく。彼の耳には言い訳にしか聞こえないのかもしれない。


　あっという間に全ぜん裸らにされて、身体中に視線を浴びる。


　何度も見られてきた姿とはいえ、検査するような冷静な目を向けられるのは初めてで、和希は自おのずと身を縮めてしまう。


「ちゃんと見せなさい。全部だよ。大人として扱あつかって欲しいそうだから、甘やかすのはなしだ」


「やっ……！」


　両足首を摑つかまれて大きく左右に広げられ、和希はとっさに膝ひざをあわせようとした。


「和希」


「だ、だって……」


「疚やましいことでもあるのか？」


「そうじゃ……ないけど……」


　従順さを見せないのは不ふ貞ていを働いた証しよう拠こだとでも言われているようで、和希はきつく目を閉じると膝から力を抜ぬいた。大きく広げた脚あしの奥に視線が注がれているのがわかり、たまらなく恥はずかしくなる。


　視し姦かん、というのは、きっとこういうことを言うのだろう。


　乾かわいた指先でそこに触れられて、びくっと身が竦すくんだ。やんわりと撫なでるだけの刺し激げきにも、和希の中の欲望はどうしようもなく反応したが、達郎はなかなかそれ以上のことをしてこようとしなかった。


「達……郎さん……」


「自分で脚を抱かかえて、もっとよく見せて」


「や、だ……」


　以前も求められたことだったが、やはりどうしても抵てい抗こう感が強い。なのに達郎は、優やさしげな顔でしれっと言った。


「酔よっているときは、やってくれたよ」


「なっ……」


「出来るだろう？」


　膝の内側に音を立ててキスされて、シーツの上に投げ出していた手を拾い上げられる。


　拒きよ絶ぜつは出来なかった。従順さを見せることで達郎の気が済むのならばそれでいいと思ったし、どんなに恥ずかしい思いをしても、気持ちを無視されたり一方的に奪うばわれていくよりはずっといい。少なくとも今は和希の意思に任されているのだ。


　ぎゅっと目を瞑つぶり、ためらいがちに腕うでを動かして、ゆっくりと自分の膝を抱え上げた。腰がシーツから浮うき上がり、最さい奥おうが先ほどよりも露あらわになるのがわかった。


「確かに、痕はないようだね」


　息がかかるほど近くでそう言われ、ますます顔が熱くなる。


　それからすぐに、湿しめった温かい感かん触しよくがそこに触れてきた。


「やっ……ん……」


　舌先がゆっくりと和希の秘ひめられた場所を潤うるおし、溶とかしていこうとしている。故意に濡ぬれた音を大きく立てているかのように、静かな室内にそこを舐なめる音が響ひびいた。


　淫いん猥わいな音そのものが、耳から和希を犯おかしてくるようだった。


　後ろを舐められることに、気持ちはまだ慣れていない。自分でも見ることがないところを人の目に晒さらしているという恥ずかしさもあったし、達郎のような男が、こんな場所に舌を寄せていることへの抵抗感もあった。


　じわじわと染しみ込んでくる快感に息が乱れる。羞しゆう恥ちのせいではなく、愛あい撫ぶのせいで芯しんから身体が熱を帯びてくるのがわかった。


　さんざん舐めほぐされたところから、柔やわらかく弾だん力りよくのある舌が入ってきた。


「ぅ……ぁあっ、ん……」


　身体を内側から舐められるなんて、少し前まで想像してみたこともなかった。すべての神経がそこに集中してしまったみたいだ。


　ぞくぞくと這はい上がってくる甘い痺しびれに、身体中が犯されていき、それしか感じることが出来なくなる。力が抜けて自分の脚を抱え込んでいることも出来なくなったが、達郎は何も言わなかった。


　たっぷりと唾だ液えきを注ぎ込まれ、濡れそぼったところに指が押し当てられる。


「あっ、ぁ……」


　ひんやりとした指が深く入ってきたが、痛みはなかった。異物感は何度も経験したもので、これもやがては感じなくなることを知っていた。


「そういえば、どうして俺を避さけてたんだ？」


　問いかけながら、達郎はゆるゆると指を動かした。広げさせた脚の付け根にキスをして、痕が残るほど強く吸い上げてくる。


「避けてなんか……ひぁっ……！」


　内側で上向きに折り曲げられた指先が、弱いところを突ついた。和希は腰こしを跳はね上げ、いやいやをするようにかぶりを振る。


「言いなさい」


　口調はやんわりとしたものなのに、そこには否定を許さない強さがあった。


　和希は無意識のうちに逃にげようと身を捩よじるが、開いた脚の間に入り込んでいた達郎が上から体重をかけてきて、思うように動けなくなる。そのまま中の指は容よう赦しやなく突き上げてきて、勝手に身体がびくびくと震ふるえた。


「やっ、いや……ぁ！」


　腰を捩り、のたうつように泣く和希は、強きよう烈れつな刺激によって急速に絶頂へと押し上げられていく。快感というよりは反射といったほうが正しかった。


　びくんっ、と大きく全身を震わせて、和希は自らの腹に精を吐はき出した。


　余よ韻いんに浸ひたる暇ひまなど与あたえられず、また内側から指で抉えぐられた和希は、泣きながらかぶりを振って達郎の袖そでをきつく握にぎった。


「ぁあっ……！　や、め……ひぁ……っ」


「いい子だから話してごらん」


　耳元に優しい声を吹ふき込まれ、和希は涙なみだで潤うるんだ目を達郎に向けた。容赦なく動く指とは裏腹に、その声と表情はとても優しかった。


唇くちびるを舐められて、言葉を促うながされる。指の動きは緩ゆるやかに出し入れされるものに変わっていたが、それが与えられた猶ゆう予よだということはわかっていた。そして擦こすられる刺激もまた、和希を溶とかす快感だった。


「和希……」


　その囁ささやきにも溶かされて、もう言葉をしまい込んではおけなくなった。言ってしまえば優しくしてくれるかもしれないと思ったし、頭の中が痺れてしまって、自分が口を噤つぐんでいる理由もどうでもよくなっていた。


「ん……し……将吾さん、に……」


　一いつ瞬しゆん、中の指がその動きを止めたが、すぐに何ごともなかったようにゆるゆると和希を突いてきた。


「達郎さんは……したい、だけじゃないかって……だから……」


「つまり、身体からだが目的だとでも？」


「そうは言ってなかったけど……」


　確か他ほかにも何か言っていたはずだが、思い出せなかった。意識がどうしても指で弄いじられているところへ向かってしまい、記き憶おくの中のことが上手うまく引き出せない。


「和希はそれを真に受けたのか？　だから試ためそうとでも？」


「ご……ごめんなさい……」


「そんなに信用されていなかったのか？　それともセックスが嫌いやだったのか？」


　苦く笑しようまじりの、どこか捨て鉢ばちにも聞こえる声こわ音ねに、罪悪感がひどく疼うずいた。傷つけてしまったのかと、和希のほうが苦しくなってくる。


　指を引き抜かれ、とっさに和希は達郎にしがみついていた。


　愛あい想そを尽つかされたのかと、そう思った。


「や……やめないで……」


「嫌なんじゃないのか？」


「違ちがうよっ……なんか、わかんなくなっちゃったんだ……。だってオレは、達郎さんといるだけでよかったのに、達郎さんは、そうじゃないみたいだから。信用してないとか、そういうんじゃないんだ。自信は……あんまりないけど……」


　達郎の肩かた口ぐちに顔を埋うずめ、くぐもった声で必死にそう告げると、頭をぎゅっと抱だきしめられて、指先に髪かみを撫でられた。


「似たようなものかな」


「え……？」


「俺は和希を抱くことで安心していたのかもしれない。だからって和希の気持ちを疑ってるわけじゃないんだ」


「そうなんだ……」


　達郎でもそうなのかと、意外に思いながら和希は顔を上げた。どうしても上うわ目め遣づかいに探さぐるようなしぐさになってしまったが、和希を見つめてくる目はいつも通り優しくて、身体から力が抜ぬけていった。


　確か将吾も同じようなことを言っていたから、彼の見解は実に正しかったわけだ。


「ただ和希が欲しくて仕方ないっていう部分もあるけどね。和希は俺が欲しくないか？」


「……欲……しい……」


「同じだ」


　耳元で囁かれて、そうなのかと納なつ得とくした。要はそれが強いか否いなかという問題だけであり、想おもいの深さや本気の度合いを測れるものではないということか。


　なんだ、という気持ちだった。


「まして俺は嫉しつ妬と深いからね」


　静かな声で言いながら、達郎は鎖さ骨こつの下の痕あとに指を這わせた。


「あ……」


「こんな痕をつけられたら、いくら悪ふざけでも面おも白しろくないよ」


「ご、ごめんなさい……」


「謝ってくれるなら別の方法がいい」


「え……？」


　脚あしを抱かかえるようにして身体を深く折られて、そのまま濡らされた場所に屹きつ立りつしたものを押しつけられる。


「おしおきの続きもしないといけないしね」


「あっ、ぁ……ん……っ！」


　愛いとおしげに笑えみを浮かべながら、達郎は少しずつ腰を進めてきた。じりじりと開かされていく感覚に和希は声を上げ、達郎の背中に回した手でシャツを握りしめる。


　好きな男を自分の中に受け入れることは、和希にとってまぎれもなく喜びだった。


　呼吸にあわせるようにして少しずつ入り込んできた達郎は、深くまで自分を収めきると、指で和希の胸の突とつ起きを弄り始めた。


「や……ん、っぁ……」


「一度も触さわってなかったのに、もうこんなになってる」


　笑みを含ふくんだ声に、和希は顔を赤らめる。いやらしい身体なのだと言われている気がした。


　硬かたくしこったところを擦られると、じんっと甘い痺れが足の先まで駆かけ抜けていく。両方の粒つぶを同じようにされ、耳みみ朶たぶを舌でなぞられて、和希は呑のみ込んだままの達郎をきつく締しめ付けていた。


　身体が疼いてどうしようもない。和希の中でその存在は一段と大きくなっているのに、ちっとも動いてはくれないのだ。


　誘さそおうとしても、今の体勢では上手うまくいかない。和希は濡ぬれた目で懇こん願がんするように達郎を見上げた。


「どうした？」


　声音はとても優やさしいけれども、故意にわからない振ふりをするくらいには意地悪だ。おしおきだと言っていたのは、つまりそういうことなのだろう。もっとひどいこと――たとえば将吾が言ったようなこと――をされるのではないかと怯おびえていた和希だったので、この程度でよかったと安あん堵どして愁しゆう眉びを開いた。


　もっとも今の状態がもどかしくて仕方ないのは変わりがなかった。


「どうして欲しいか言えたら、してあげるよ」


　言いながら軽く腰こしを揺ゆすられて、和希は喉のどに声を詰つまらせた。


　意地を張ったり羞しゆう恥ち心しんからの抵てい抗こうをしたりすれば、達郎はいつまでも和希を焦じらして、泣かせるのかもしれない。それに欲しいと思う自分を達郎の前で取り繕つくろってみせることに意味はなかった。


「う……ごいて……」


「動くだけでいいのか？」


「やだ……い、いっぱい……触って……」


　耳に触ふれる声は甘く、呼び水のように和希の言葉を引き出していく。口に出して言うことで望みが叶かなうのならば、なんでも言えると思った。


「こんなふうに？」


　ゆるりと突つかれて、同時に胸の粒を指の腹で押し潰つぶされる。


　和希は嬌きよう声せいを放って達郎の身体の下で悶もだえ、もっと、と全身で達郎に訴うつたえた。自分のものではないみたいな甘ったるい、少し高めの声が室内に響ひびき、ベッドが軋きしむかすかな音がそれに重なっていた。


「あんっ、あ……気持ち……い……」


「和希は気持ちいいのが、好きなんだろう？」


「う、ん……好き……」


　譫うわ言ごとのように口にする言葉にさほど意味はないが、本心であることに間違いはない。誰だれよりも好きな人に抱かれ、とろとろに溶とけてしまいそうなひとときを味わうことが嫌きらいなはずもなかった。


「はっ……ぁ、ん……あんっ」


　達郎にしがみつき、揺さぶられるままに快感を追いかける。頭の中が白く霞かすんで、何も考えられなくなっていく。


　弱いところを突き上げられ、和希は腰を捩よじり立てて泣きじゃくった。


「やっ、そこ……ぁんっ、や……ひぁ……うっ！」


　達郎は無意識に逃にげようとする和希をきつく抱きしめ、今度は深く交わったままぐるりと中をかき回す。


　キスに悲鳴を呑み込まれ、さらに何度も突き上げられた。


　和希は頭の後ろを白く弾はじけさせながら二度目の絶頂を迎むかえ、呼応するように達郎もまた和希の中に欲望をまき散らす。


　注がれる飛沫しぶきを感じながら、和希はシーツの上にぱたりと腕うでを投げ出した。


　優しく髪を梳すく指に気づいたのは、それからずいぶんと経たってからだった。うっすらと目を開けた和希は、見つめてくる達郎の目を見て、安心しながらまた目を閉じた。


「っぁ……ん……」


　達郎が和希の中から自身を引き出していく感かん触しよくに、和希は小さく声を上げる。身体からだは少しだけ寂さびしがっていたけれども、それを達郎に教えるつもりはなかった。


　衣きぬ擦ずれの音がして、ぼんやりと目を開けた。目に入ってきたのは、服を脱ぬぎ捨てた達郎が和希の胸元に顔を埋めようとしている姿だった。


「た、達郎さん……？」


　もう終わったのだと思っていたのはどうやら和希だけだったらしい。敏びん感かんな乳首を口に含ふくまれて、身体は電流を当てられたようにびくんと竦すくみ上がった。


「今度はゆっくりと、全部可愛かわいがってあげるよ。時間は朝までたっぷりあるからね」


「え……あ、待っ……や……っ」


　絡からみつく舌に、力が抜けていってしまう。


　達郎は口で胸のあたりを愛あい撫ぶしながら、指先は脚の間に潜もぐり込み、彼自身が放ったもので濡れるそこに二本の指を突き入れた。


「やっ……ん、っぁ……」


「一度では許してあげられないよ」


「ぁ……で、でも……明日は……」


「確か、行かなくてもなんとかなる日だったはずだろう？」


「な、なんで知って……」


　啞あ然ぜんとして達郎を見つめたけれども、彼は薄うすく笑みを浮うかべるばかりで答えをくれなかった。代わりに指を中でぐるりと回して、和希に声を上げさせる。


　とろけきったところをぐちゃぐちゃにかき乱されて、和希は再び快楽の中へ引きずり込まれ、なすすべもなく溺おぼれていった。
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　助手席から和希を抱だき上げて、達郎は家の中に入った。出で迎むかえたのが高城一人なのは、あらかじめ指示をしておいたからであり、その甲か斐いあって和希の部屋に行くまで、他ほかの誰とも会うことはなかった。


　腕の中で、和希は恥はずかしそうに小さくなっていたが、部屋に入るとほっと息をつくのがわかった。


　ホテルの部屋から連れ出すときは、ずいぶんとごねていたものだった。みっともないとか恥ずかしいとか、さんざん抵抗を試みていたのだが、だからといって歩けるわけでもないので、最終的には諦あきらめてくれた。


　具合を悪くしたことにして、コートでくるんだ和希を車まで運ぶ間、和希は下を向いて赤くなっていた。見ようによっては発熱していたように受け取れたかもしれない。


　ベッドに下ろして、コートを脱がせる。黙だまって近づいてきた高城が、それを受け取る代わりにパジャマを差し出した。


　結局、大学は休むことになった。さすがに行くとは言わなかったので、よほど今日はつらいのだろう。


「何かお持ちするものは？」


「別に……」


　和希はサイドテーブルに飲み物が用意されているのを見て、小さくかぶりを振ふった。


「では、私はこれで。ところで長谷部、あと一時間で車を出しますから」


「わかってる」


　黙って会話を聞いていた和希は、高城が出ていくのを待って着き替がえを始めた。身体中の至るところに達郎がつけた痕あとがあり、すでに将吾の痕も新たなキスで塗ぬり替かえられている。


　その事実にたまらなく満足した。


　今日の和希は極きよ端くたんに口数が少ない。目を覚ましたときからずっとそうで、ほとんど達郎とも目を合わせようとしなかった。


　原因はもちろん昨晩のことだ。羞しゆう恥ちのせいか、怒おこっているせいか、あるいは単なる抗こう議ぎなのか、とにかく和希はへそを曲げてしまっている。昨日までの件は彼の中で決着がついたらしいのだが、昨晩の行こう為いに対して思うところが山ほどあるようだ。


　最初は従順だった和希だが、彼の限界を越こえたときから泣きじゃくって許しを請こうようになった。それを宥なだめすかしながら幾いく度どとなく求め、ときには和希が恥ずかしがる言葉を口にさせたり、抵抗感が強い格好をさせたりもした。数度の軽い失神の末に、とうとう深い眠ねむり――完全に意識を失ったとも言うが――に落ちた和希は、昼になって目を覚ました後、達郎と口を利きこうとしなかった。


　へそを曲げているというよりは、むくれていると言ったほうが正しそうだった。


「……会社、いいの？」


　やっと話しかけてきたと思ったら、言葉はこんなことだった。あるいは和希も自分の態度に引っ込みがつかなくなり、理由を探していたのかもしれない。


　達郎は和希の頰ほおに手をやり、やんわりと微ほほ笑えんだ。


「二時間ほど調整させたよ。もともと今日は午前中を空けさせておいたんだ。帰れなかった場合を見み越こしてね」


「そっか……」


　二時間の調整で済んだことに安あん堵どしたらしく、和希はベッドに潜り込んだ。とりあえず今日は病人のふりをするつもりなのだ。とはいえ態度自体が変わったわけではなく、相変わらず視線は逸そらしたままだったし、声こわ音ねも素っ気なかった。


　おそらくこれも時間の問題だろう。


「ちょっと部屋に戻もどるよ。あとでまた来る」


「……うん」


　さらりとした髪かみに手をやってから、達郎は和希の部屋を出た。そして自室の前を通り過ぎ、廊ろう下かの一番端はしへ行くと、目的のドアを強めにノックした。


　ややあって中からドアが開き、現れた将吾は達郎の姿を見て目を丸くした。


「……何だよ」


「ちょっと話がね。なんの話かは、わかっていると思うが……？」


「はー……」


　大きな溜ため息は諦めの表れだろうか。仕方なく、といった態度も露あらわに、将吾は達郎を部屋に通した。


　椅い子すにかけるほど長話をするつもりもなく、達郎は壁かべに凭もたれてすぐに口火を切った。


「あのキスマークはどういうつもりだ？」


「意味なんてねぇよ。あるとしたら、酔よった勢いってやつ」


「酔った勢いで和希を抱くわけか？」


「ばっ……ンなわけねぇじゃん！　いや、ほんと、マジで。それはいくらなんでもないっての。家を追い出される程度じゃ済まねぇことくらいわかってるよ。下手すっと東京湾わんあたりで浮かびそうだしな」


「そうだな。東京湾には蓋ふたもないことだし」


　にこりともしないで言い放つと、将吾の顔がわずかに引きつるのが見えた。


「……シャレになんねー……」


「まぁ、アルコール量から考えて、君が正体をなくしていたとは思えないしな。そこまでバカでもないだろう」


「わかってんなら訊きくなよっ。あー、やっぱこいつ嫌いや」


「もう一つある」


「なんだよ」


　うんざりした声の調子は当然だろうが、達郎の知ったことではなかった。気に入らないことをいくつも重ねてしてくれた将吾に、何一つ報復をしていないことを感謝して欲しいくらいだった。


「和希は目を覚ましたら君と一いつ緒しよにベッドにいた……と言っていたが？」


「あー……それね。うん……」


「高城を呼んで、部屋に戻そうとは思わなかったのか？」


「酔ってたからさ、なんかそういうの面めん倒どうになっちまって、別にやっちゃうわけじゃないし、一緒に寝ねるくらいいっかー……って思ったんだけど、とりあえず次回があったら、誰だれか呼んでお帰りいただくわ」


「そうしてくれ。君のためにもね。ああ……そうだ、明日の予定は空けておいてくれ。確か仕事はなかったはずだな？」


　高城によってそのあたりは確かく認にんが取れているので、否いやとは言わせない。そしてこれから告げる言葉に対しても同様だ。


　将吾は身がまえて、胡う乱ろんな顔をした。


「社長が明日は釣つりに行くそうでね。お供を頼たのむよ」


「はあっ？」


「明日は天気もいいそうだ」


「ちょっ……なんだそれ！　わけわかんねー、なんで俺がそんなもんに付き合わなきゃなんねぇんだよ！」


　冗じよう談だんじゃない、とばかりに将吾は嚙かみついてくる。予想通りの反応だ。


「言っただろう。ご指名なんだ。ちなみに、逃にげたらこの家からも出ていってもらうから、そのつもりでね」


「うわっ、きったねぇ……」


「せいぜい息むす子ことして親しん睦ぼくを深めてくるんだな。いいじゃないか、親子で仲良く釣りなんて、微笑ましいぞ」


「棒読みで言うなっ。どうせあんたが親おや父じをそそのかしたんだろ！」


「和希にちょっかいを出したツケにしては、あり得ないほどの破格だと思うが？　それに親子関係をなんとかしようという、親切心でもあるしね」


「噓うそつけ。やっぱ和希、騙だまされてるよな。まったく、こいつのどこが繊せん細さいなんだか」


「なんの話だ？」


　将吾の罵ば詈り雑ぞう言ごんなどは常に右から左に抜ぬけていくばかりだが、今回は少し違ちがっていた。何やら興味深い単語が含ふくまれていたからだ。


　質問に、将吾は溜め息をついた。


「和希がさ、あんたのこと繊細だとかぬかしやがんの。それもマジでそう思ってるらしくてさ、冗談じゃねぇっつーの」


「へぇ……」


　それは確かに新しん鮮せんな意見だ。達郎を捕つかまえてそんな評価を下す人間は、おそらくこの世で和希しかいないだろう。


　自然と笑えみが浮うかんできた。


「面おも白しろいな」


「あー、その凶きよう悪あくそうなツラを和希に見せてやりてー……。あいつ、わざと見ないようにしてねぇか？」


「それはありそうだな」


　和希に無意識の力が働いていることは事実だろう。達郎のことはいちいち好意的に解かい釈しやくしようとするし、問題のある部分は努めて記き憶おくに残さないようにしている節がある。おそらく今に始まったことではなく、子供の頃ころからだったに違いない。


　強きよう烈れつな刷り込みなんだろうと、達郎自身でもそう思っている。


「ま、とにかく明日は頼むよ。朝が早いから、そのつもりでね」


「ムカツク……」


　吐はき捨てて、将吾はドアを閉めた。


　和希の部屋へ戻りながら、達郎は懐かい柔じゆう方法に素す早ばやく修正を加える。繊細だと思われているのならば、その誤解は解かずにいるほうがいい。


　軽くノックして部屋に入ると、和希はベッドに潜もぐったままぼんやりとしていた。まだ目を合わせようとはしなかった。


　達郎はベッドの端に座り、少し腫はれた瞼まぶたに指で触ふれた。


「機き嫌げんを直してくれないか？　和希に拒きよ絶ぜつされるのはつらいんだ」


「……別に、そんなことしてないよ」


「ずっと俺の顔を見ようとしないだろう？」


「それは……」


　言いながら和希は目元を少し赤らめているので、やはりこれは羞しゆう恥ち心しんによるものらしいとわかった。怒おこっているわけではないのだ。


　小さく嘆たん息そくして、達郎は言った。


「悪かった」


「達郎さん……」


「和希のことになると、どうしても自制が利きかなくなるんだ。そのせいで和希をあんなに泣かせてしまったな」


　苦く笑しようまじりに言って、指先で優やさしく頰ほおや髪かみを撫なでると、ようやく和希の視線が達郎に向けられた。そこには困ったような、そしてまだどこか恥はずかしそうな気配が残っている。


「和希のおかげで、精神的に落ち着いていられるのも確かなんだけどね」


「……そうなの？」


「ああ。過保護になってしまうのも、そのせいなんだ。和希の面倒を見たり、心配したりしていると、他ほかのことなんか考えずに済むからな。自分の誕生日だって、言われるまで思い出せなかったくらいだ」


「あ……」


　和希はわずかに目を瞠みはり、両りよう腕うでをついてゆっくりと上体を起こした。父親の年ねん齢れいのことを思い出したのだろう。


　もちろん思い至るように誘ゆう導どうしたのだから当然なのだが。


　ベッドの上にぺたりと座り込んだまま、和希は真しん剣けんな顔で達郎を見つめてくる。先ほどまでの態度とはまったく違っていた。


「和希に触れたり、抱だいたりしていると、安心するんだよ」


「…………」


「出来たら、少し大目に見て欲しいな」


「……うん……」


　しおらしく頷うなずく和希に、愛いとおしさがこみ上げてくる。


　告げた言葉は噓じゃない。ただ多少の脚きやく色しよくが加わっているだけの話だ。


　達郎は和希を抱き寄せ、愛していると耳元で囁ささやいた。


　


　


　


　和希が武志に呼ばれてリビングへ降りていったのは、大学も休みに入ったある日の午後のことだった。


「何？　どうしたの？」


　リビングには他に達郎がいて、和希の顔を見ると自らの隣となりへと呼び寄せた。


　わけもわからずに座った途と端たんに、目の前の武志が言った。


「達郎から、離はなれを建てたいと相談されたんだが……」


「は……？」


　思わずきょとんとしてしまい、和希はそれから達郎の顔を見つめた。すると甘い顔をして、彼は和希の肩かたに腕うでを回してきた。


「渡わたり廊ろう下かで繫つなげれば問題はないだろう？」


「……って、オレもってこと？」


「俺一人なら離れに住む意味はあまりないよ。和希は嫌いやか？」


「え、でもなんて説明すんの？」


　和希と達郎の関係を知っている人たちならば説明など不要だが、ここで働いている者たちはどう思うのか。二人だけで、わざわざ造った離れで暮らし始めたら、いくらなんでも変に思われるのではないだろうか。たとえこちらの関係に気づいたとしても、口に出して何か言う者も、あからさまに態度を変える者もいないはずだ。そのあたりは教育されているから間違いないが、不快に思う者がいても不思議ではないし、それが原因で誰だれかがここを去らないとも限らない。


「説明？　ああ、使用人たちにか？」


「うん」


「必要ないだろう？　誰も訊きいたりはしないよ」


「それはそうだけどさ……」


「どうしてもしたいと言うなら、そうだな……俺が家族水入らずを考えて出ていこうとしたら、和希が引き留めたから、離れを造った……というところかな」


「えっ、何それ……！　オレなの？」


　積極的なのは達郎のほうだというのに、それでは和希のわがままが通った形になってしまう。だが誰も不ふ審しんを抱いだかないことは想像に難かたくなく、だからこそ不満はあった。


「まぁ確かに、ありそうな理由だな。そのまま和希が達郎にくっついて離れに住み始めても不思議ではないか」


「お父さんまでっ……」


　和希は思わずキッと睨にらむようにして武志に目を向けた。


「いかにもやりそうじゃないか」


「ひどっ」


「昔から達郎にべったりだったからな。うちの連中も慣れっこだろう」


「オレ、もう大学生なんだけど！」


「ああ……そうだったね。いつまでも小さいような気がしてしまっていかんなぁ……」


　悪びれたふうもなく武志はからからと笑っているが、もし本当にそうならば、達郎との恋れん愛あいを黙もく認にんしているのはどうなのだろうか。


　なんだか釈しやく然ぜんとしないものを抱かかえて和希が黙だまっているうちに、達郎と武志の間で話はどんどん具体化していった。設計事務所はどこがいいとか、施し工こうはどこに頼たのむとか、広さはどれくらいだとか、冗じよう談だんではなく本気らしいと否いや応おうなしに感じさせる話だった。


「ちょっ……ちょっと待って。それって決定？」


「嫌なのか？」


　もう一度、今度は真剣な顔で尋たずねられ、和希は一つの答えしか返せなくなった。最初からけっして嫌ではなかったのだが、すんなり頷くことも出来ない心境だった。なのにこんな顔をされたら、他にどうしようもなくなってしまう。


　自分のわがままによって、などというシナリオになっているのが癪しやくだったが、ここは許容してやろうと決めた。


「……いいけど」


「和希の好きなように造らせるよ」


「そんなことしたら計画的ってバレバレじゃん……」


　口を尖とがらせて反論していると、リビングには高城に連れられた将吾と享が現れた。どうやら高城は彼らを呼びに行っていたらしい。


「何だよ、雁がん首くび揃そろえちゃって……」


「あの……話って？」


「まぁそう慌あわてるな。実は話したいことがあってな。二人とも座りなさい」


　武志の言葉に、享だけではなく将吾もおとなしく従った。先日の釣つり以来、将吾はとりあえずまともに武志と会話するようにはなっているのだ。


「実は、和希と達郎が離れを建てて住むことになってな」


「はぁっ……？」


　素すっ頓とん狂きような声を出して達郎を見たが、それきり何を言うでもなかった。だが顔を見れば、呆あきれていることはよくわかる。


　享は終始黙っていたが、おそらく内心に抱えている思いは将吾と似たり寄ったりなのだろう。


　そして高城はまったく聞こえてもいないふうだった。とっくに知っていたせいかもしれないし、どうでもいいと思っているのかもしれない。


　そんな三人が見守る中、話はさらに先へと進んでいったのだった。
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